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1 A-1-1)①
医学・医療の歴史的な流れと
その意味を概説できる。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2 A-1-1)②
臨床倫理や⽣と死に関わる倫
理的問題を概説できる。

24 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3 A-1-1)③

ヒポクラテスの誓い、ジュ
ネーブ宣⾔、医師の職業倫理
指針、医師憲章等医療の倫理
に関する規範を概説できる。

19 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

4 A-1-2)①
リスボン宣⾔等に⽰された患
者の基本的権利を説明でき
る。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

5 A-1-2)②
患者の⾃⼰決定権の意義を説
明できる。

22 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

6 A-1-2)③

選択肢が多様な場合でも適切
に説明を⾏い患者の価値観を
理解して、患者の⾃⼰決定を
⽀援する。

19 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

7 A-1-2)④

インフォームド・コンセント
とインフォームド・アセント
の意義と必要性を説明でき
る。

27 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

8 A-1-3)①
診療参加型臨床実習において
患者やその家族と信頼関係を
築くことができる。

24 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

9 A-1-3)②

患者やその家族のもつ価値観
や社会的背景が多様であり得
ることを認識し、そのいずれ
にも柔軟に対応できる。

28 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

10 A-1-3)③
医師が患者に最も適した医療
を勧めなければならない理由
を説明できる。

27 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

11 A-1-3)④
医師には能⼒と環境により診
断と治療の限界があることを
説明できる。

21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

12 A-1-3)⑤
医師の法的義務を列挙し、例
⽰できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

13 A-2-1)①
必要な課題を⾃ら発⾒でき
る。

35 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

14 A-2-1)②
⾃分に必要な課題を、重要
性・必要性に照らして順位付
けできる。

26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

15 A-2-1)③
課題を解決する具体的な⽅法
を発⾒し、課題を解決でき
る。

36 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

16 A-2-1)④

課題の解決に当たり、他の学
修者や教員と協⼒してよりよ
い解決⽅法を⾒出すことがで
きる。

39 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

17 A-2-1)⑤
適切な⾃⼰評価ができ、改善
のための具体的⽅策を⽴てる
ことができる。

37 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

18 A-2-2)①

講義、国内外の教科書・論
⽂、検索情報等の内容につい
て、重要事項や問題点を抽出
できる。

36 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

19 A-2-2)②

得られた情報を統合し、客観
的・批判的に整理して⾃分の
考えを分かりやすく表現でき
る。

37 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

20 A-2-2)③
実験・実習の内容を決められ
た様式に従って⽂書と⼝頭で
発表できる。

28 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

21 A-2-2)④
後輩等への適切な指導が実践
できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

22 A-2-2)⑤
各⾃の興味に応じて選択制カ
リキュラム（医学研究等）に
参加する。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

23 A-3-1)①

病歴（主訴、現病歴、既往
歴、家族歴、⽣活歴、社会
歴・職業歴、システムレ
ビュー等）を適切に聴取する
とともに患者との良好な関係
を構築し、必要に応じて患者
教育を⾏える。

36 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

24 A-3-1)②

網羅的に系統⽴てて適切な順
序で効率的な⾝体診察を⾏え
る。異常所⾒を認識・記録
し、適切な鑑別診断が⾏え
る。

28 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

25 A-3-1)③

基本的な臨床技能（適応、実
施⽅法、合併症、注意点）を
理解し、適切な態度で診断や
治療を⾏える。

33 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

26 A-3-1)④

診療録（カルテ）についての
基本的な知識を修得し、問題
志向型医療記録(problem-
oriented medical record
<POMR>)形式で診療録を作
成し、必要に応じて医療⽂書
を作成できる。

25 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

27 A-3-1)⑤

患者の病状（症状、⾝体所
⾒、検査所⾒等）、プロブレ
ムリスト、鑑別診断、臨床経
過、治療法の要点を提⽰し、
医療チーム構成員と意⾒交換
ができる。

26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

28 A-3-1)⑥

緊急を要する病態や疾患・外
傷の基本的知識を説明でき
る。診療チームの⼀員として
救急医療に参画できる。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

29 A-3-1)⑦

慢性疾患や慢性疼痛の病態、
経過、治療を説明できる。医
療を提供する場や制度に応じ
て、診療チームの⼀員として
慢性期医療に参画できる。

24 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

30 A-3-1)⑧

患者の苦痛や不安感に配慮し
ながら、就学・就労、育児・
介護等との両⽴⽀援を含め患
者と家族に対して誠実で適切
な⽀援を⾏える。

23 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

31 A-4-1)①

コミュニケーションの⽅法と
技能（⾔語的と⾮⾔語的）を
説明し、コミュニケーション
が態度あるいは⾏動に及ぼす
影響を概説できる。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

32 A-4-1)②
コミュニケーションを通じて
良好な⼈間関係を築くことが
できる。

36 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

33 A-4-1)③
患者・家族の話を傾聴し、共
感することができる。

24 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

34 A-4-2)①
患者と家族の精神的・⾝体的
苦痛に⼗分配慮できる。

34 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

35 A-4-2)②
患者に分かりやすい⾔葉で説
明できる。

23 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

36 A-4-2)③

患者の⼼理的及び社会的背景
や⾃⽴した⽣活を送るための
課題を把握し、抱える問題点
を抽出・整理できる。

23 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

37 A-4-2)④
医療⾏為が患者と医師の契約
的な信頼関係に基づいている
ことを説明できる。

26 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

38 A-4-2)⑤
患者の要望（診察・転医・紹
介）への対処の仕⽅を説明で
きる。

20 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

39 A-4-2)⑥
患者のプライバシーに配慮で
きる。

35 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

40 A-4-2)⑦
患者情報の守秘義務と患者等
への情報提供の重要性を理解
し、適切な取扱いができる。

34 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

41 A-5-1)①
チーム医療の意義を説明でき
る。

32 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

42 A-5-1)②

医療チームの構成や各構成員
（医師、⻭科医師、薬剤師、
看護師、その他の医療職）の
役割分担と連携・責任体制を
説明し、チームの⼀員として
参加できる。

27 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

43 A-5-1)③

⾃分の能⼒の限界を認識し、
必要に応じて他の医療従事者
に援助を求めることができ
る。

21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

44 A-5-1)④
保健、医療、福祉と介護の
チーム連携における医師の役
割を説明できる。

22 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

45 A-6-1)①

実際の医療には、多職種が多
段階の医療業務内容に関与し
ていることを具体的に説明で
きる。

23 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

46 A-6-1)②

医療上の事故等を防⽌するた
めには、個⼈の注意（ヒュー
マンエラーの防⽌）はもとよ
り、組織的なリスク管理（制
度・組織エラーの防⽌）が重
要であることを説明できる。

21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

47 A-6-1)③

医療現場における報告・連
絡・相談と記録の重要性や、
診療録（カルテ）改竄の違法
性を説明できる。

22 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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48 A-6-1)④

医療の安全性に関する情報
（薬剤等の副作⽤、薬害、医
療過誤（事例や経緯を含
む）、やってはいけないこ
と、優れた取組事例等）を共
有し、事後に役⽴てるための
分析の重要性を説明できる。

22 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

49 A-6-1)⑤
医療の安全性確保のため、職
種・段階に応じた能⼒向上の
必要性を説明できる。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

50 A-6-1)⑥

医療機関における医療安全管
理体制の在り⽅（事故報告
書、インシデントレポート、
医療事故防⽌マニュアル、医
療廃棄物処理、医療安全管理
者（リスクマネージャー）、
安全管理委員会、事故調査委
員会、医療事故調査制度、産
科医療補償制度）を概説でき
る。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

51 A-6-1)⑦

医療関連感染症の原因及び回
避する⽅法（院内感染対策委
員会、院内感染サーベイラン
ス、院内感染対策チーム
(infection control team
<ICT>)、感染対策マニュア
ル等)を概説できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

52 A-6-1)⑧
真摯に疑義に応じることがで
きる。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

53 A-6-2)①
医療上の事故等（インシデン
トを含む）と合併症の違いを
説明できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

54 A-6-2)②

医療上の事故等（インシデン
トを含む）が発⽣したときの
緊急処置や記録、報告を説明
し、実践できる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

55 A-6-2)③
医療過誤に関連した刑事・⺠
事責任や医師法に基づく⾏政
処分を説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

56 A-6-2)④

基本的予防策（ダブルチェッ
ク、チェックリスト法、薬品
名称の改善、フェイルセイ
フ・フールプルーフの考え⽅
等）を概説し、指導医の指導
の下に実践できる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

57 A-6-3)①
医療従事者の健康管理（予防
接種を含む）の重要性を説明
できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

58 A-6-3)②
標準予防策(standard
precautions)の必要性を説明
し、実⾏できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

59 A-6-3)③
患者隔離の必要な場合を説明
できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

60 A-6-3)④
針刺し事故（針刺切創）等に
遭遇した際の対処の仕⽅を説
明できる。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

61 A-6-3)⑤
医療現場における労働環境の
改善の必要性を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

62 A-7-1)①

地域社会（離島・へき地を含
む）における医療の状況、医
師の偏在（地域、診療科及び
臨床・⾮臨床）の現状を概説
できる。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

63 A-7-1)②

医療計画（医療圏、基準病床
数、地域医療⽀援病院、病診
連携、病病連携、病院・診療
所・薬局の連携等）及び地域
医療構想を説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

64 A-7-1)③

地域包括ケアシステムの概念
を理解し、地域における保健
（⺟⼦保健、学校保健、成
⼈・⾼齢者保健、地域保健、
精神保健）・医療・福祉・介
護の分野間及び多職種間（⾏
政を含む）の連携の必要性を
説明できる。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

65 A-7-1)④

かかりつけ医等の役割や地域
医療の基盤となるプライマ
リ・ケアの必要性を理解し、
実践に必要な能⼒を獲得す
る。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

66 A-7-1)⑤
地域における救急医療、在宅
医療及び離島・へき地医療の
体制を説明できる。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

67 A-7-1)⑥

災害医療（災害時保健医療、
医療救護班、災害派遣医療
チーム(Disaster Medical
Assistance Team
<DMAT>)、災害派遣精神医
療チーム(Disaster
Psychiatric Assistance Team
<DPAT>)、⽇本医師会災害
医療チーム(Japan Medical
Association Team
<JMAT>)、災害拠点病院、ト
リアージ等）を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

68 A-7-1)⑦
地域医療に積極的に参加・貢
献する。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

69 A-7-2)①
患者の⽂化的背景を尊重し、
英語をはじめとした異なる⾔
語に対応することができる。

4 1 1 1 1

70 A-7-2)②

地域医療の中での国際化を把
握し、価値観の多様性を尊重
した医療の実践に配慮するこ
とができる。

4 1 1 1 1

71 A-7-2)③
保健、医療に関する国際的課
題を理解し、説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

72 A-7-2)④
⽇本の医療の特徴を理解し、
国際社会への貢献の意義を理
解している。

7 1 1 1 1 1 1 1

73 A-7-2)⑤
医療に関わる国際協⼒の重要
性を理解し、仕組みを説明で
きる。

5 1 1 1 1 1

74 A-8-1)①

研究は、医学・医療の発展や
患者の利益の増進を⽬的とし
て⾏われるべきことを説明で
きる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1

75 A-8-1)②
⽣命科学の講義・実習で得た
知識を基に、診療で経験した
病態の解析ができる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

76 A-8-1)③

患者や疾患の分析を基に、教
科書・論⽂等から最新の情報
を検索・整理統合し、疾患の
理解・診断・治療の深化につ
なげることができる。

19 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

77 A-8-1)④

抽出した医学・医療情報から
新たな仮説を設定し、解決に
向けて科学的研究（臨床研
究、疫学研究、⽣命科学研究
等）に参加することができ
る。

23 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

78 A-9-1)①
⽣涯学習の重要性を説明でき
る。

21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

79 A-9-1)②
⽣涯にわたる継続的学習に必
要な情報を収集できる。

5 1 1 1 1

80 A-9-1)③
キャリア開発能⼒を獲得す
る。

1 1

81 A-9-1)④
キャリアステージにより求め
られる能⼒に異なるニーズが
あることを理解する。

1 1

82 A-9-1)⑤
臨床実習で経験したことを省
察し、⾃⼰の課題を明確にす
る。

20 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

83 B-1-1)①
データの記述と要約（記述統
計を含む）ができる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

84 B-1-1)②
主要な確率分布を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1

85 B-1-1)③
正規分布の⺟平均の信頼区間
を計算できる。

7 1 1 1 1 1 1

86 B-1-1)④
基本的な仮説検定の構造を説
明できる。

7 1 1 1 1 1 1

87 B-1-2)①
群間の平均値の差を検定でき
る（群間の対応のあり、なし
を含む）。

8 1 1 1 1 1 1

88 B-1-2)②
パラメトリック検定とノンパ
ラメトリック検定の違いを説
明できる。

7 1 1 1 1 1 1

89 B-1-2)③ カイ乗検定法を実施できる。 8 1 1 1 1 1 1 1

90 B-1-2)④
⼀元配置分散分析を利⽤でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

91 B-1-2)⑤
変量の散布図を描き、回帰と
相関の違いを説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

92 B-1-2)⑥
線形重回帰分析、多重ロジス
ティック回帰分析と交絡調整
を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

93 B-1-3)①
根拠に基づいた医療<EBM>
のつのステップを列挙でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

94 B-1-3)②

Patient, population, problem,
intervention (exposure),
comparison, outcome <PICO
(PECO)>を⽤いた問題の定式
化ができる。

8 1 1 1 1 1 1 1

95 B-1-3)③

研究デザイン（観察研究（記
述研究、横断研究、症例対照
研究、コホート研究）、介⼊
研究（臨床研究、ランダム化
⽐較試験）、システマティッ
クレビュー、メタ分析（メタ
アナリシス）を概説できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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96 B-1-3)④

データベースや⼆次⽂献から
のエビデンス、診療ガイドラ
インを検索することができ
る。

20 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

97 B-1-3)⑤
得られた情報の批判的吟味が
できる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

98 B-1-3)⑥
診療ガイドラインの種類と使
⽤上の注意を列挙できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

99 B-1-3)⑦
診療ガイドラインの推奨の強
さについて違いを説明でき
る。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

100 B-1-4)①

⼈⼝統計（⼈⼝静態と⼈⼝動
態）、疾病・障害の分類・統
計（国際疾病分類
(International Classification
of Diseases <ICD>)等）を説
明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

101 B-1-4)②
平均寿命、健康寿命を説明で
きる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

102 B-1-4)③
罹患率と発⽣割合の違いを説
明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

103 B-1-4)④

疫学とその応⽤（疫学の概
念、疫学指標（リスク⽐、リ
スク差、オッズ⽐）とその⽐
較（年齢調整率、標準化死亡
⽐(standardized mortality
ratio <SMR>)）、バイアス、
交絡）を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

104 B-1-4)⑤

予防医学（⼀次、⼆次、三次
予防）と健康保持増進（健康
管理の概念・⽅法、健康診
断・診査と事後指導）を概説
できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

105 B-1-5)①

基本概念（国⺠健康づくり運
動、⽣活習慣病とリスクファ
クター、健康寿命の延伸と⽣
活の質(quality of life
<QOL>)向上、⾏動変容、健
康づくり⽀援のための環境整
備等）を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

106 B-1-5)②
栄養、⾷育、⾷⽣活を説明で
きる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

107 B-1-5)③
⾝体活動、運動を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

108 B-1-5)④

休養・⼼の健康（睡眠の質、
不眠、ストレス対策、過重労
働対策、⾃殺の予防）を説明
できる。

6 1 1 1 1 1 1

109 B-1-5)⑤

喫煙（状況、有害性、受動喫
煙防⽌、禁煙⽀援）、飲酒
（状況、有害性、アルコール
依存症からの回復⽀援）を説
明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

110 B-1-5)⑥

ライフステージに応じた健康
管理と環境・⽣活習慣改善
（環境レベル、知識レベル、
⾏動レベルと⾏動変容）を説
明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

111 B-1-6)①

健康（健康の定義）、障害と
疾病の概念と社会環境（機能
障害、活動制限、参加制約、
⽣活の質<QOL>、ノーマラ
イゼーション、バリアフ
リー、ユニバーサルデザイン
等）を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

112 B-1-6)②

社会構造（家族、コミュニ
ティ、地域社会、国際化）と
健康・疾病との関係（健康の
社会的決定要因(social
determinant of health)）を概
説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

113 B-1-6)③

仕事と健康、環境と適応、⽣
体環境系、病因と保健⾏動、
環境基準と環境影響評価、公
害と環境保全が健康と⽣活に
与える影響を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

114 B-1-6)④

各ライフステージの健康問題
（⺟⼦保健、学校保健、産業
保健、成⼈・⾼齢者保健）を
説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

115 B-1-6)⑤ スポーツ医学を説明できる。 6 1 1 1 1 1 1

116 B-1-7)①

地域社会（へき地・離島を含
む）における医療の状況、医
師の偏在（地域、診療科及び
臨床・⾮臨床）の現状を概説
できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

117 B-1-7)②

医療計画（医療圏、基準病床
数、地域医療⽀援病院、病診
連携、病病連携、病院・診療
所・薬局の連携等）及び地域
医療構想を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

118 B-1-7)③

地域包括ケアシステムの概念
を理解し、地域における、保
健（⺟⼦保健、学校保健、成
⼈・⾼齢者保健、地域保健、
精神保健）・医療・福祉・介
護の分野間及び多職種間（⾏
政を含む）の連携の必要性を
説明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

119 B-1-7)④

かかりつけ医等の役割や地域
医療の基盤となるプライマ
リ・ケアの必要性を理解し、
実践に必要な能⼒を獲得す
る。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

120 B-1-7)⑤
地域における救急医療、在宅
医療及び離島・へき地医療の
体制を説明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

121 B-1-7)⑥

災害医療（災害時保健医療、
医療救護班、災害派遣医療
チーム<DMAT>、災害派遣精
神医療チーム<DPAT>、⽇本
医師会災害医療チーム
<JMAT>、災害拠点病院、ト
リアージ等）を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

122 B-1-7)⑦
地域医療に積極的に参加・貢
献する。

7 1 1 1 1 1 1 1

123 B-1-8)①
⽇本における社会保障制度と
医療経済（国⺠医療費の収⽀
と将来予測）を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

124 B-1-8)②
医療保険、介護保険及び公費
医療を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

125 B-1-8)③
⾼齢者福祉と⾼齢者医療の特
徴を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

126 B-1-8)④
産業保健（労働基準法等の労
働関係法規を含む）を概説で
きる。

6 1 1 1 1 1 1

127 B-1-8)⑤

医療の質の確保（病院機能評
価、国際標準化機構
(International Organization
for Standardization
<ISO>)、医療の質に関する
評価指標、患者満⾜度、患者
説明⽂書、同意書、同意撤回
書、クリニカルパス等）を説
明できる。

5 1 1 1 1 1

128 B-1-8)⑥
医師法、医療法等の医療関連
法規を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

129 B-1-8)⑦
医療関連法規に定められた医
師の義務を列挙できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

130 B-1-8)⑧
医療における費⽤対効果分析
を説明できる。

3 1 1 1

131 B-1-8)⑨

医療資源と医療サービスの価
格形成を説明できる。診療報
酬制度を説明でき、同制度に
基づいた診療計画を⽴てるこ
とができる。

5 1 1 1 1 1

132 B-1-8)⑩
医療従事者の資格免許、現状
と業務範囲、職種間連携を説
明できる。

6 1 1 1 1 1 1

133 B-1-8)⑪
感染症法・⾷品衛⽣法の概要
と届出義務を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

134 B-1-8)⑫
予防接種の意義と現状を説明
できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

135 B-1-8)⑬
障害者福祉・精神保健医療福
祉の現状と制度を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

136 B-1-9)①

世界の保健・医療問題（⺟⼦
保健、感染症、⾮感染性疾患
(non-communicable
diseases <NCD>) 、UHC
(Universal Health
Coverage)、保健システム
（医療制度）、保健関連SDG
(Sustainable Development
Goals)）を概説できる。

5 1 1 1 1 1
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137 B-1-9)②

国際保健・医療協⼒（国際連
合(United Nations <UN>)、
世界保健機関(World Health
Organization <WHO>)、国際
労働機関(International
Labour Organization
<ILO>)、国連合同エイズ計
画(The Joint United Nations
Programme on HIV/AIDS
<UNAIDS>)、世界エイズ・
結核・マラリア対策基⾦(The
Global Fund to Fight AIDS,
Tuberculosis and Malaria
<GF>)、GAVIアライアンス
(The Global Alliance for
Vaccines and Immunization
<GAVI>)、国際協⼒機構
(Japan International
Cooperation Agency
<JICA>)、政府開発援助
(Official Development
Assistance <ODA>)、⾮政府

4 1 1 1 1

138 B-2-1)①
植物状態、脳死、⼼臓死及び
脳死判定を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

139 B-2-1)②
異状死・異状死体の取り扱い
と死体検案を説明できる。

3 1 1 1

140 B-2-1)③
死亡診断書と死体検案書を作
成できる。

6 1 1 1 1 1 1

141 B-2-1)④
個⼈識別の⽅法を説明でき
る。

4 1 1 1 1

142 B-2-1)⑤

病理解剖、法医解剖（司法解
剖、⾏政解剖、死因・⾝元調
査法解剖、承諾解剖）を説明
できる。

6 1 1 1 1 1

143 B-2-2)①

診療録（カルテ）に関する基
本的な知識（診療録の管理と
保存（電⼦カルテを含む）、
診療録の内容、診療情報の開
⽰、プライバシー保護、セ
キュリティー、問題志向型医
療記録<POMR>、主観的所
⾒、客観的所⾒、評価、計画
(subjective, objective,
assessment, plan
<SOAP>)）を説明でき、実
際に作成できる。

19 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

144 B-2-2)②

診療に関する諸記録（処⽅
箋、⼊院診療計画書、検査・
画像・⼿術の記録、退院時要
約）を説明できる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

145 B-2-2)③

診断書、検案書、証明書（診
断書、出⽣証明書、死産証
書、死胎検案書、死亡診断
書、死体検案書）を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

146 B-2-2)④
電⼦化された診療情報の作成
ができ、管理を説明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

147 B-3-1)①
医学研究と倫理（それぞれの
研究に対応した倫理指針と法
律）を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

148 B-3-1)②
臨床研究、臨床試験、治験と
市販後臨床試験の違いを概説
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

149 B-3-1)③

臨床試験・治験と倫理性（ヘ
ルシンキ宣⾔、第Ⅰ・Ⅱ・
Ⅲ・Ⅳ相試験、医薬品の臨床
試験の実施の基準(Good
Clinical Practice <GCP>)、
治験審査委員会・倫理審査委
員会(institutional review
board <IRB>)）を説明でき
る。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

150 B-3-1)④
薬物に関する法令を概説し、
医薬品の適正使⽤に関する事
項を列挙できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

151 B-3-1)⑤

副作⽤と有害事象の違い、報
告の意義（医薬品・医療機器
等安全性情報報告制度等）を
説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

152 B-4-1)①

医療⼈類学や医療社会学等の
⾏動科学・社会科学の基本的
な視点・⽅法・理論を概説で
きる。

4 1 1 1 1

153 B-4-1)②
病気・健康・医療・死をめぐ
る⽂化的な多様性を説明でき
る。

4 1 1 1 1

154 B-4-1)③
⾃⾝が所属する⽂化を相対化
することができる。

2 1 1

155 B-4-1)④

⼈々の暮らしの現場において
病気・健康がどのようにとら
えられているかを説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

156 B-4-1)⑤
⼈の⾔動の意味をその⼈の⼈
⽣史や社会関係の⽂脈の中で
説明することができる。

4 1 1 1 1

157 B-4-1)⑥
⽂化・ジェンダーと医療の関
係を考えることができる。

5 1 1 1 1 1

158 B-4-1)⑦

国際保健・医療協⼒の現場に
おける⽂化的な摩擦につい
て、⽂脈に応じた課題を設定
して、解決案を提案できる。

4 1 1 1 1

159 B-4-1)⑧
社会をシステムとして捉える
ことができる。

5 1 1 1 1 1

160 B-4-1)⑨ 病⼈役割を概説できる。 3 1 1 1

161 B-4-1)⑩
対⼈サービスの困難（バーン
アウトリスク）を概説でき
る。

3 1 1 1

162 B-4-1)⑪
経済的側⾯や制度的側⾯をふ
まえた上で、医療現場の実践
を評価できる。

5 1 1 1 1 1

163 B-4-1)⑫
在宅療養と⼊院または施設⼊
所との関係について総合的な
考察ができる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

164 B-4-1)⑬

多職種の医療・保健・福祉専
⾨職、患者・利⽤者、その家
族、地域の⼈々など、様々な
⽴場の⼈が違った視点から医
療現場に関わっていることを
理解する。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

165 B-4-1)⑭
具体的な臨床事例に⽂化・社
会的課題を⾒いだすことがで
きる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

166
C-1-1)-(1)

①
細胞の観察法を説明できる。

3 1

167
C-1-1)-(1)

②
細胞の全体像を図⽰できる。

4 1

168
C-1-1)-(1)

③
核とリボソームの構造と機能
を説明できる。

4 1 1

169
C-1-1)-(1)

④

⼩胞体、ゴルジ体、リソソー
ム等の細胞内膜系の構造と機
能を説明できる。

4 1 1

170
C-1-1)-(1)

⑤
ミトコンドリア、葉緑体の構
造と機能を説明できる。

4 1 1

171
C-1-1)-(1)

⑥
細胞⾻格の種類とその構造と
機能を概説できる。

4 1 1

172
C-1-1)-(1)

⑦

細胞膜の構造と機能、細胞同
⼠の接着と結合様式を説明で
きる。

5 1 1

173
C-1-1)-(1)

⑧
原核細胞と真核細胞の特徴を
説明できる。

3 1 1

174
C-1-1)-(2)

①

Mendelの法則、ミトコンド
リア遺伝、インプリンティン
グ及び多因⼦遺伝を説明でき
る。

5 1 1 1 1

175
C-1-1)-(2)

②
遺伝型と表現型の関係を説明
できる。

6 1 1 1 1

176
C-1-1)-(2)

③

染⾊体の構造を概説し、ゲノ
ムと染⾊体及び遺伝⼦の構造
と関係性、体細胞分裂及び減
数分裂における染⾊体の挙動
を説明できる。

7 1 1 1 1

177
C-1-1)-(2)

④

デオキシリボ核酸
(deoxyribonucleic acid
<DNA>)の複製と修復を概説
できる。

7 1 1 1 1

178
C-1-1)-(2)

⑤

デオキシリボ核酸<DNA>か
らリボ核酸(ribonucleic acid
<RNA>)への転写、タンパク
質合成に⾄る翻訳を含む遺伝
情報の発現及び調節（セント
ラルドグマ）を説明できる。

5 1 1

179
C-1-1)-(2)

⑥

染⾊体分析・DNA配列決定を
含むゲノム解析技術を概説で
きる。

3 1

180
C-1-1)-(3)

①
進化の基本的な考え⽅を説明
できる。

2

181
C-1-1)-(3)

②
⽣物種とその系統関係を概説
できる。

1

182
C-1-1)-(3)

③

アミノ酸配列や塩基配列の⽐
較による分⼦系統樹を概説で
きる。

2 1

183
C-2-1)-(1)

①

細胞内液・外液のイオン組
成、浸透圧と静⽌(膜)電位を
説明できる。

5 1 1

184
C-2-1)-(1)

②

膜のイオンチャネル、ポン
プ、受容体と酵素の機能を概
説できる。

5 1 1

185
C-2-1)-(1)

③
細胞膜を介する物質の能動・
受動輸送過程を説明できる。

4 1

186
C-2-1)-(1)

④
細胞膜を介する分泌と吸収の
過程を説明できる。

5 1 1

187
C-2-1)-(2)

①
細胞⾻格を構成するタンパク
質とその機能を概説できる。

3 1

188
C-2-1)-(2)

②
アクチンフィラメント系によ
る細胞運動を説明できる。

3 1
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189
C-2-1)-(2)

③
細胞内輸送システムを説明で
きる。

5 1 1

190
C-2-1)-(2)

④
微⼩管の役割や機能を説明で
きる。

5 1

191
C-2-2)-(1)

①
上⽪組織と腺の構造と機能を
説明できる。

6 1 1 1

192
C-2-2)-(1)

②

⽀持組織を構成する細胞と細
胞間質（線維成分と基質）を
説明できる。

4 1 1

193
C-2-2)-(1)

③
⾎管とリンパ管の微細構造と
機能を説明できる。

8 1 1 1 1 1

194
C-2-2)-(1)

④
神経組織の微細構造を説明で
きる。

8 1 1 1 1

195
C-2-2)-(1)

⑤

筋組織について、⾻格筋、⼼
筋、平滑筋の構造と機能を対
⽐して説明できる。

7 1 1 1

196
C-2-2)-(1)

⑥
組織の再⽣の機序を説明でき
る。

3 1

197
C-2-2)-(2)

①

位置関係を⽅向⽤語（上下、
前後、内・外側、浅深、頭・
尾側、背・腹側）で説明でき
る。

8 1 1 1 1 1

198
C-2-3)-(1)

①
情報伝達の種類と機能を説明
できる。

7 1 1 1

199
C-2-3)-(1)

②
受容体による情報伝達の機序
を説明できる。

8 1 1 1

200
C-2-3)-(1)

③
細胞内シグナル伝達過程を説
明できる。

9 1 1 1 1

201
C-2-3)-(2)

①
活動電位の発⽣機構と伝導を
説明できる。

4 1 1 1

202
C-2-3)-(2)

②

シナプス（神経筋接合部を含
む）の形態とシナプス伝達の
機能（興奮性、抑制性）と可
塑性を説明できる。

4 1 1

203
C-2-3)-(2)

③
軸索輸送、軸索の変性と再⽣
を説明できる。

6 1 1 1 1 1

204
C-2-3)-(2)

④
刺激に対する感覚受容の種類
と機序を説明できる。

4 1 1

205
C-2-3)-(2)

⑤
反射を説明できる。

7 1 1 1 1 1

206
C-2-3)-(3)

①
⽣体の⾮特異的防御機構を説
明できる。

3 1

207
C-2-3)-(3)

②
特異的防御機構である免疫系
の役割を説明できる。

4 1 1

208
C-2-3)-(3)

③
体液性と細胞性免疫応答を説
明できる。

7 1 1 1 1 1

209
C-2-3)-(4)

①
⽣体の恒常性維持と適応を説
明できる。

7 1 1 1

210
C-2-3)-(4)

②

恒常性維持のための調節機構
（ネガティブフィードバック
調節）を説明できる。

7 1 1 1

211
C-2-3)-(4)

③
⽣体機能や体内環境のリズム
性変化を説明できる。

5 1 1 1

212
C-2-3)-(4)

④

⽣体の恒常性維持における常
在菌・腸内細菌と宿主との相
互作⽤の重要性を説明でき
る。

5 1 1 1 1

213
C-2-3)-(4)

⑤

運動⽣理学など、⾝体活動時
の神経・⾻格筋、循環器、代
謝系の変化を説明できる。

7 1 1 1 1 1

214 C-2-4)①
配偶⼦の形成から出⽣に⾄る
⼀連の経過と胚形成の全体像
を説明できる。

3 1 1

215 C-2-4)②
体節の形成と分化を説明でき
る。

4 1

216 C-2-4)③
体幹と四肢の⾻格と筋の形成
過程を概説できる。

6 1 1 1

217 C-2-4)④
消化・呼吸器系各器官の形成
過程を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1

218 C-2-4)⑤
⼼⾎管系の形成過程を説明で
きる。

7 1 1 1 1

219 C-2-4)⑥
泌尿⽣殖器系各器官の形成過
程を概説できる。

8 1 1 1 1 1

220 C-2-4)⑦
胚内体腔の形成過程を概説で
きる。

4 1

221 C-2-4)⑧
鰓⼸・鰓嚢の分化と頭・頸部
と顔⾯・⼝腔の形成過程を概
説できる。

6 1 1 1

222 C-2-4)⑨
神経管の分化と脳、脊髄、視
覚器、平衡聴覚器と⾃律神経
系の形成過程を概説できる。

6 1 1

223 C-2-5)①
酵素の機能と調節を説明でき
る。

3 1 1

224 C-2-5)②
解糖の経路と調節機構を説明
できる。

6 1 1 1

225 C-2-5)③ クエン酸回路を説明できる。 5 1 1 1

226 C-2-5)④
電⼦伝達系と酸化的リン酸化
を説明できる。

5 1 1 1

227 C-2-5)⑤
糖新⽣の経路と調節機構を説
明できる。

6 1 1 1

228 C-2-5)⑥
グリコーゲンの合成と分解の
経路を説明できる。

7 1 1 1 1

229 C-2-5)⑦
五炭糖リン酸回路の意義を説
明できる。

3 1

230 C-2-5)⑧
脂質の合成と分解を説明でき
る。

6 1 1 1

231 C-2-5)⑨
リポタンパクの構造と代謝を
説明できる。

5 1 1 1

232 C-2-5)⑩
タンパク質の合成と分解を説
明できる。

7 1 1 1

233 C-2-5)⑪
アミノ酸の異化と尿素合成の
経路を概説できる。

7 1 1 1 1

234 C-2-5)⑫
ヘム・ポルフィリンの代謝を
説明できる。

6 1 1 1 1

235 C-2-5)⑬
ヌクレオチドの合成・異化・
再利⽤経路を説明できる。

4 1 1

236 C-2-5)⑭
酸化ストレス（フリーラジカ
ル、活性酸素）の発⽣と作⽤
を説明できる。

2 1

237 C-2-5)⑮
ビタミン、微量元素の種類と
作⽤を説明できる。

4 1 1 1

238 C-2-5)⑯

エネルギー代謝（エネルギー
の定義、⾷品中のエネルギー
値、エネルギー消費量、推定
エネルギー必要量）を理解
し、空腹（飢餓）時、⾷後
（過⾷時）と運動時における
代謝を説明できる。

5 1 1 1 1

239
C-3-1)-(1)

①

ウイルス粒⼦の構造を図⽰
し、各部の機能を説明でき
る。

6 1 1 1 1

240
C-3-1)-(1)

②
構造と性状によりウイルスを
分類できる。

5 1 1 1

241
C-3-1)-(1)

③

デオキシリボ核酸<DNA>ゲ
ノムとリボ核酸<RNA>ゲノ
ムの複製・転写を⼀般化し、
説明できる。

5 1 1 1

242
C-3-1)-(1)

④

ウイルスの吸着、侵⼊、複
製、成熟と放出の各過程を説
明できる。

5 1 1 1

243
C-3-1)-(1)

⑤
ウイルス感染細胞に起こる変
化を説明できる。

5 1 1 1

244
C-3-1)-(1)

⑥

ウイルス感染の種特異性、組
織特異性と病原性を説明でき
る。

5 1 1 1

245
C-3-1)-(1)

⑦
主な感染様式の具体例を説明
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1

246
C-3-1)-(2)

①
ウイルスに対する中和反応と
細胞性免疫を説明できる。

8 1 1 1 1 1

247
C-3-1)-(2)

②
ワクチンによるウイルス感染
症予防の原理を説明できる。

6 1 1 1 1

248
C-3-1)-(2)

③
ワクチンの種類と問題点を説
明できる。

6 1 1 1 1 1

249
C-3-1)-(3)

①

主なデオキシリボ核酸
<DNA>ウイルス（サイトメ
ガロウイルス
(cytomegalovirus <CMV>)、
Epstein-Barr <EB>ウイル
ス、アデノウイルス、パルボ
ウイルスB、ヒトヘルペスウ
イルス、B型肝炎ウイルス、
ヒトパピローマウイルス）が
引き起こす疾患名を列挙でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

250
C-3-1)-(3)

②

主なリボ核酸<RNA>ウイル
ス（インフルエンザウイル
ス、⿇疹ウイルス、ムンプス
ウイルス、⾵疹ウイルス、ポ
リオウイルス、コクサッキー
ウイルス、エコー(enteric
cytopathic human orphan
<ECHO>)ウイルス、ライノ
ウイルス、A型肝炎ウイル
ス、C型肝炎ウイルス）が引
き起こす疾患名を列挙でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

251
C-3-1)-(3)

③

レトロウイルス(ヒト免疫不全
ウイルス(human
immunodeficiency virus
<HIV>)の特性と⼀般ゲノム
構造を説明し、分類できる。

6 1 1 1 1 1

252
C-3-1)-(4)

①
細菌の構造を図⽰し、形態と
染⾊性により分類できる。

3 1 1

253
C-3-1)-(4)

②
細菌の感染経路を分類し、説
明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

254
C-3-1)-(4)

③
細菌が疾病を引き起こす機序
を説明できる。

6 1 1 1 1 1

255
C-3-1)-(4)

④

Gram陽性球菌（ブドウ球
菌、連鎖球菌）の細菌学的特
徴とそれが引き起こす疾患を
列挙できる。

7 1 1 1 1 1 1

256
C-3-1)-(4)

⑤

Gram陰性球菌（淋菌、髄膜
炎菌）の細菌学的特徴とそれ
が引き起こす疾患を列挙でき
る。

7 1 1 1 1 1 1
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257
C-3-1)-(4)

⑥

Gram陽性桿菌（破傷⾵菌、
ガス壊疽菌、ボツリヌス菌、
ジフテリア菌）の細菌学的特
徴とそれが引き起こす疾患を
列挙できる。

7 1 1 1 1 1 1

258
C-3-1)-(4)

⑦

Gram陰性桿菌（⼤腸菌、⾚
痢菌、サルモネラ菌、チフス
菌、ペスト菌、コレラ菌、百
⽇咳菌、腸炎ビブリオ菌、緑
膿菌、ブルセラ菌、レジオネ
ラ菌、インフルエンザ(桿)
菌）の細菌学的特徴とそれが
引き起こす疾患を列挙でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

259
C-3-1)-(4)

⑧

Gram陰性スピリルム属病原
菌 (Helicobacter pylori)の細
菌学的特徴とそれが引き起こ
す疾患を列挙できる。

6 1 1 1 1 1

260
C-3-1)-(4)

⑨

抗酸菌（結核菌、⾮結核性
（⾮定型）抗酸菌）の細菌学
的特徴とそれが引き起こす疾
患を列挙できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

261
C-3-1)-(4)

⑩

真菌（アスペルギルス、クリ
プトコックス、カンジダ、
ムーコル（ムコール））の微
⽣物学的特徴とそれが引き起
こす疾患を列挙できる。

7 1 1 1 1 1 1

262
C-3-1)-(4)

⑪

スピロヘータ、マイコプラズ
マ、リケッチア、クラミジア
の微⽣物学的特徴とそれが引
き起こす疾患を列挙できる。

5 1 1 1 1

263
C-3-1)-(5)

①
原⾍類・蠕⾍類の分類及び形
態学的特徴を説明できる。

4 1 1 1

264
C-3-1)-(5)

②

寄⽣⾍の⽣活史、感染経路と
感染疫学的意義を説明でき
る。

4 1 1 1

265
C-3-1)-(5)

③
寄⽣⾍感染宿主の⽣体防御の
特徴を説明できる。

4 1 1 1

266
C-3-1)-(5)

④
各臓器・器官の主な寄⽣⾍症
を説明できる。

4 1 1 1

267
C-3-1)-(5)

⑤
寄⽣⾍症の診断、治療と予防
の概要を説明できる。

5 1 1 1 1

268
C-3-2)-(1)

①

⽣体防御機構における免疫系
の特徴（特異性、多様性、寛
容、記憶）を説明できる。

8 1 1 1 1 1

269
C-3-2)-(1)

②
免疫反応に関わる組織と細胞
を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1

270
C-3-2)-(1)

③
免疫学的⾃⼰の確⽴と破綻を
説明できる。

6 1 1 1 1

271
C-3-2)-(1)

④
⾃然免疫と獲得免疫の違いを
説明できる。

6 1 1 1

272
C-3-2)-(2)

①

主要組織適合遺伝⼦複合体
(major histocompatibility
complex <MHC>)クラスIと
クラスIIの基本構造、抗原提
⽰経路の違いを説明できる。

3 1 1

273
C-3-2)-(2)

②

免疫グロブリンとT細胞抗原
レセプターの構造と反応様式
を説明できる。

2 1

274
C-3-2)-(2)

③

免疫グロブリンとT細胞抗原
レセプター遺伝⼦の構造と遺
伝⼦再構成に基づき、多様性
獲得の機構を説明できる。

2 1

275
C-3-2)-(2)

④

⾃⼰と⾮⾃⼰の識別機構の確
⽴と免疫学的寛容を概説でき
る。

3 1 1

276
C-3-2)-(3)

①

抗原レセプターからのシグナ
ルを増強あるいは減弱する調
節機構を概説できる。

2 1

277
C-3-2)-(3)

②
代表的なサイトカイン・ケモ
カインの特徴を説明できる。

3 1

278
C-3-2)-(3)

③

ヘルパーT細胞(Th cell、Th
cell、Th cell)、細胞傷害性T
細胞(cytotoxic T lymphocyte
<CTL>)、制御性T細胞
(regulatory T cell <Treg>)そ
れぞれが担当する⽣体防御反
応を説明できる。

5 1 1 1

279
C-3-2)-(4)

①

ウイルス、細菌、真菌と寄⽣
⾍に対する免疫応答の特徴を
説明できる。

5 1 1 1

280
C-3-2)-(4)

②

原発性免疫不全症と後天性免
疫不全症候群<AIDS>を概説
できる。

6 1 1 1 1

281
C-3-2)-(4)

③

免疫寛容の維持機構とその破
綻による⾃⼰免疫疾患の発症
を概説できる。

3 1

282
C-3-2)-(4)

④

アレルギー発症の機序
（Coombs分類）を概説でき
る。

7 1 1 1 1 1

283
C-3-2)-(4)

⑤
癌免疫に関わる細胞性機序を
概説できる。

5 1 1 1

284
C-3-3)-(1)

①

薬物・毒物の濃度反応曲線を
描き、その決定因⼦を説明で
きる。

3 1 1

285
C-3-3)-(1)

②

薬物の受容体結合と薬理作⽤
との定量的関連性及び活性
薬・拮抗薬と分⼦標的薬を説
明できる。

4 1 1 1

286
C-3-3)-(1)

③

薬物・毒物の⽤量反応曲線を
描き、有効量・中毒量・致死
量の関係を説明できる。

3 1 1

287
C-3-3)-(2)

①
薬物・毒物の吸収、分布、代
謝と排泄を説明できる。

5 1 1 1 1

288
C-3-3)-(2)

②
薬物の⽣体膜通過に影響する
因⼦を説明できる。

2 1

289
C-3-3)-(2)

③

薬物投与⽅法（経⼝、⾆下、
⽪膚、粘膜、直腸、注射、吸
⼊、点眼、点⿐等）を列挙
し、それぞれの薬物動態を説
明できる。

5 1 1 1 1

290
C-3-3)-(3)

①
薬物の評価におけるプラセボ
効果の意義を説明できる。

5 1 1 1 1

291 C-4-1)①
ゲノムの多様性に基づく個体
の多様性を説明できる。

4 1 1

292 C-4-1)②
単⼀遺伝⼦疾患の遺伝様式を
説明し、代表的な疾患を列挙
できる。

5 1 1 1

293 C-4-1)③
染⾊体異常による疾患の中で
主なものを挙げ、概説でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1

294 C-4-1)④
ミトコンドリア遺伝⼦の変異
による疾患を挙げ、概説でき
る。

8 1 1 1 1 1 1

295 C-4-1)⑤
エピゲノムの機序及び関連す
る疾患を概説できる。

4 1 1

296 C-4-1)⑥
多因⼦疾患における遺伝要因
と環境要因の関係を概説でき
る。

6 1 1 1 1

297 C-4-1)⑦
薬剤の有効性や安全性とゲノ
ムの多様性との関係を概説で
きる。

3 1 1

298 C-4-2)①
細胞傷害・変性と細胞死の多
様性、病因と意義を説明でき
る。

3 1 1

299 C-4-2)②
細胞傷害・変性と細胞死の細
胞と組織の形態的変化の特徴
を説明できる。

4 1 1

300 C-4-2)③
ネクローシスとアポトーシス
の違いを説明できる。

3 1

301 C-4-3)①
糖代謝異常の病態を説明でき
る。

5 1 1 1

302 C-4-3)②
タンパク質・アミノ酸代謝異
常の病態を説明できる。

5 1 1 1

303 C-4-3)③
脂質代謝異常の病態を説明で
きる。

5 1 1 1

304 C-4-3)④
核酸・ヌクレオチド代謝異常
の病態を説明できる。

4 1 1

305 C-4-3)⑤
ビタミン、微量元素の代謝異
常の病態を説明できる。

7 1 1 1 1 1

306 C-4-3)⑥
肥満に起因する代謝障害の病
態を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1

307 C-4-4)①

⾎⾏障害（阻⾎、虚⾎、充
⾎、うっ⾎、出⾎）の違いと
それぞれの病因と病態を説明
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

308 C-4-4)②
梗塞（⾎栓、塞栓）の種類と
病態を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

309 C-4-4)③

ショック（⾎流分布異常性
ショック（アナフィラキ
シー、感染性（敗⾎症性）、
神経原性）、循環⾎液量減少
性ショック（出⾎性、体液喪
失）、⼼原性ショック（⼼筋
性、機械性、不整脈）、閉塞
性ショック（⼼タンポナー
デ、肺塞栓症、緊張性気
胸））を説明できる。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

310 C-4-4)④
⾎圧異常（⾼⾎圧、低⾎圧）
を説明できる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

311 C-4-4)⑤

臓器不全（多臓器不全、多臓
器障害(multiple organ
dysfunction syndrome
<MODS>)）を説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

312 C-4-5)① 炎症の定義を説明できる。 9 1 1 1 1 1 1 1 1

313 C-4-5)②

炎症の分類、組織形態学的変
化と経時的変化（局所的変化
と全⾝的変化）を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

314 C-4-5)③
感染症による炎症性変化を説
明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

315 C-4-5)④
創傷の治癒過程を概説でき
る。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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316 C-4-6)①
⾃律性の増殖と、良性腫瘍と
悪性腫瘍の違いを説明でき
る。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

317 C-4-6)②
癌の原因や遺伝⼦変化を説明
できる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

318 C-4-6)③
腫瘍の分類、分化度、グレー
ド、ステージを概説できる。

19 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

319 C-4-6)④
⽤語（異形成、上⽪内癌、進
⾏癌、早期癌、異型性、多形
性等）を説明できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

320 C-4-6)⑤
癌の診断と治療を概説でき
る。

22 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

321 C-4-6)⑥ 癌の転移を説明できる。 17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

322 C-5-1)①
⾏動と知覚、学習、記憶、認
知、⾔語、思考、性格との関
係を概説できる。

4 1 1 1

323 C-5-1)②
⾏動の脳内基礎過程を説明で
きる。

3 1 1

324 C-5-1)③
⾏動と⼈の内的要因、社会・
⽂化的環境との関係を概説で
きる。

2 1 1

325 C-5-2)①
本能⾏動と学習⾏動（適応的
な学習、適応的でない学習）
を説明できる。

3 1 1

326 C-5-2)②

レスポンデント条件付け（事
象と事象との関係の学習）と
オペラント条件付け（反応と
結果との関係の学習）を説明
できる。

2 1

327 C-5-2)③
社会的学習（モデリング、観
察学習、模倣学習）を概説で
きる。

1 1

328 C-5-3)①

⽣理的動機（個体保存、種族
保存）、内発的動機（活動、
感性、好奇、操作等）及び社
会的動機（達成、親和、愛
着、⽀配等）を概説できる。

2 1

329 C-5-3)② 動機付けを例⽰できる。 2 1 1

330 C-5-3)③
欲求とフラストレーション・
葛藤との関連を概説できる。

3 1 1

331 C-5-3)④
適応（防衛）機制を概説でき
る。

2 1 1

332 C-5-4)①
主なストレス学説を概説でき
る。

4 1 1 1

333 C-5-4)②
⼈⽣、⽇常⽣活や仕事におけ
るストレッサーとその健康へ
の影響を例⽰できる。

4 1 1 1 1

334 C-5-4)③
ストレス−コーピング過程に
関連する⼼理社会的要因を説
明できる。

5 1 1 1 1 1

335 C-5-4)④
ストレス対処法を概説でき
る。

4 1 1 1 1

336 C-5-5)①
こころの発達の原理を概説で
きる。

4 1 1 1 1

337 C-5-5)②
ライフサイクルの各段階にお
けるこころの発達と発達課題
をを概説できる。

3 1 1 1

338 C-5-5)③
こころの発達にかかわる遺伝
的要因と環境的要因を概説で
きる。

3 1 1 1

339 C-5-6)①
パーソナリティの類型と特性
を概説できる。

4 1 1 1 1

340 C-5-6)②
パーソナリティの形成を概説
できる。

3 1 1 1

341 C-5-6)③
知能の発達と経年変化を概説
できる。

4 1 1 1 1

342 C-5-6)④ 役割理論を概説できる。 1 1

343 C-5-6)⑤
ジェンダーの形成並びに性的
指向及び性⾃認への配慮⽅法
を説明できる。

2 1 1

344 C-5-7)①
対⼈関係にかかわる⼼理的要
因を概説できる。

4 1 1 1 1

345 C-5-7)②
⼈間関係における欲求と⾏動
の関係を概説できる。

2 1 1

346 C-5-7)③
主な対⼈⾏動（援助、攻撃
等）を概説できる。

3 1 1 1

347 C-5-7)④

集団の中の⼈間関係（競争と
協同、同調、服従と抵抗、
リーダーシップ）を概説でき
る。

2 1 1

348 C-5-7)⑤
効果的な対⼈コミュニケー
ションを説明できる。

4 1 1 1 1

349 C-5-7)⑥
話し⼿と聞き⼿の役割を説明
でき、適切なコミュニケー
ションスキルが使える。

5 1 1 1 1 1

350 C-5-7)⑦
個と集団に及ぼす⽂化的影響
を例⽰できる。

2 1 1

351 C-5-7)⑧
⽂化・慣習によってコミュニ
ケーションのあり⽅が異なる
ことを例⽰できる。

4 1 1 1 1

352 C-5-8)①
健康⾏動や⾏動変容を⾏う動
機付けを概説できる。

4 1 1 1 1

353 C-5-8)② ⾏動療法を説明できる。 3 1 1 1
354 C-5-8)③ 認知⾏動療法を説明できる。 4 1 1 1 1
355 C-5-8)④ ⼼理教育を説明できる。 3 1 1 1

356 C-5-8)⑤
⽣活習慣病における患者⽀援
（⾃律性⽀援）や保健指導を
概説できる。

5 1 1 1 1 1

357 D-1-1)① ⾻髄の構造を説明できる。 4 1 1 1 1

358 D-1-1)②
造⾎幹細胞から各⾎球への分
化と成熟の過程を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1

359 D-1-1)③

主な造⾎因⼦（エリスロポエ
チン、顆粒球コロニー刺激因
⼦(granulocyte-colony
stimulating factor <G-
CSF>)、トロンボポエチン）
を説明できる。

5 1 1 1 1

360 D-1-1)④
脾臓、胸腺、リンパ節、扁桃
とPeyer板の構造と機能を説
明できる。

5 1 1 1

361 D-1-1)⑤
⾎漿タンパク質の種類と機能
を説明できる。

5 1 1 1 1

362 D-1-1)⑥
⾚⾎球とヘモグロビンの構造
と機能を説明できる。

5 1 1 1 1

363 D-1-1)⑦
⽩⾎球の種類と機能を説明で
きる。

6 1 1 1 1 1

364 D-1-1)⑧
⾎⼩板の機能と⽌⾎や凝固・
線溶の機序を説明できる。

6 1 1 1 1 1

365 D-1-2)①
末梢⾎の⾎球数の基準値とそ
の変化の意義を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

366 D-1-2)②
⾻髄検査（⾻髄穿刺、⾻髄⽣
検）を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

367 D-1-2)③
⾎漿タンパク質の基準値とそ
の変化の意義を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

368 D-1-3)① 発熱 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
369 D-1-3)② 全⾝倦怠感 6 1 1 1 1 1 1
370 D-1-3)③ ⻩疸 10 1 1 1 1 1 1 1 1
371 D-1-3)④ 貧⾎ 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1
372 D-1-3)⑤ 出⾎傾向 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
373 D-1-3)⑥ リンパ節腫脹 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

374 D-1-3)⑦
腹部膨隆（腹⽔を含む）・腫
瘤

8 1 1 1 1 1 1 1 1

375
D-1-4)-(1)

①
貧⾎を分類し、鑑別に有⽤な
検査を列挙できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

376
D-1-4)-(1)

②

鉄⽋乏性貧⾎、⼆次性貧⾎の
病因、病態、診断と治療を説
明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

377
D-1-4)-(1)

③

再⽣不良性貧⾎・夜間発作性
⾎⾊素尿症(paroxysmal
nocturnal hemoglobinuria
<PNH>)の病因、病態、診
断、治療と予後を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

378
D-1-4)-(1)

④
溶⾎性貧⾎の病因、病態、診
断と治療を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

379
D-1-4)-(1)

⑤

巨⾚芽球性貧⾎の病因、病
態、診断と治療を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

380
D-1-4)-(2)

①
出⾎傾向の病因、病態、症候
と診断を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

381
D-1-4)-(2)

②

免疫性⾎⼩板減少性紫斑病
(immune thrombocytopenic
purpura <ITP>)の病態、症
候、診断と治療を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

382
D-1-4)-(2)

③

⾎友病の病態、症候、診断、
治療と遺伝形式を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

383
D-1-4)-(2)

④

播種性⾎管内凝固
(disseminated intravascular
coagulation <DIC>)の基礎疾
患、病態、診断と治療を説明
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

384
D-1-4)-(2)

⑤

溶⾎性尿毒症症候群
(hemolytic-uremic syndrome
<HUS>)の基礎疾患、病態、
診断と治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

385
D-1-4)-(2)

⑥

IgA⾎管炎(Schönlein-
Henoch紫斑病)を概説でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

386
D-1-4)-(2)

⑦

⾎栓性⾎⼩板減少性紫斑病
(thrombotic
thrombocytopenic purpura
<TTP>)を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

387
D-1-4)-(3)

①
脾腫をきたす疾患を列挙し、
鑑別の要点を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

388
D-1-4)-(4)

①

急性⽩⾎病の病態、症候、病
理所⾒、治療と予後を説明で
きる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

389
D-1-4)-(4)

②

急性⽩⾎病のFrench-
American-British <FAB>分
類、WHO分類を概説でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1
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390
D-1-4)-(4)

③

慢性⾻髄性⽩⾎病の病態、症
候、病理所⾒、治療と予後を
説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

391
D-1-4)-(4)

④

⾻髄異形成症候群
(myelodysplastic syndromes
<MDS>)の臨床像と病理所⾒
を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

392
D-1-4)-(4)

⑤

成⼈T細胞⽩⾎病の病因、疫
学、臨床所⾒、病理所⾒を説
明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

393
D-1-4)-(4)

⑥
⼩児⽩⾎病と成⼈⽩⾎病の違
いを説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

394
D-1-4)-(4)

⑦

真性⾚⾎球増加症・本態性⾎
⼩板⾎症、⾻髄線維症の病
因、病態、診断と治療を説明
できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

395
D-1-4)-(4)

⑧

悪性リンパ腫の分類を概説
し、病態、症候、病理所⾒、
治療と予後を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

396
D-1-4)-(4)

⑨

多発性⾻髄腫の病態、症候、
診断、治療と予後を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

397
D-2-1)-(1)

①
中枢神経系と末梢神経系の構
成を概説できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1

398
D-2-1)-(1)

②
脳の⾎管⽀配と⾎液脳関⾨を
説明できる。

9 1 1 1 1 1 1

399
D-2-1)-(1)

③
脳のエネルギー代謝の特徴を
説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

400
D-2-1)-(1)

④

主な脳内神経伝達物質（アセ
チルコリン、ドパミン、ノル
アドレナリン）とその作⽤を
説明できる。

8 1 1 1 1 1

401
D-2-1)-(1)

⑤

髄膜・脳室系の構造と脳脊髄
液の産⽣と循環を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1

402
D-2-1)-(2)

①
脊髄の構造、機能局在と伝導
路を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1

403
D-2-1)-(2)

②

脊髄反射（伸張反射、屈筋反
射）と筋の相反神経⽀配を説
明できる。

8 1 1 1 1 1

404
D-2-1)-(2)

③

脊髄神経と神経叢（頸神経
叢、腕神経叢、腰神経叢、仙
⾻神経叢）の構成及び主な⾻
格筋⽀配と⽪膚分布（デルマ
トーム）を概説できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1

405
D-2-1)-(3)

①
脳幹の構造と伝導路を説明で
きる。

9 1 1 1 1 1 1

406
D-2-1)-(3)

②

脳神経の名称、核の局在、⾛
⾏・分布と機能を概説でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1

407
D-2-1)-(3)

③
脳幹の機能を概説できる。

7 1 1 1 1 1

408
D-2-1)-(4)

①
⼤脳の構造を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

409
D-2-1)-(4)

②

⼤脳⽪質の機能局在（運動
野・感覚野・⾔語野）を説明
できる。

9 1 1 1 1 1 1

410
D-2-1)-(4)

③

記憶、学習の機序を辺縁系の
構成と関連させて概説でき
る。

7 1 1 1 1 1

411
D-2-1)-(5)

①
随意運動の発現機構を錐体路
を中⼼として概説できる。

7 1 1 1 1 1

412
D-2-1)-(5)

②
⼩脳の構造と機能を概説でき
る。

9 1 1 1 1 1 1

413
D-2-1)-(5)

③

⼤脳基底核（線条体、淡蒼
球、⿊質）の線維結合と機能
を概説できる。

8 1 1 1 1 1

414
D-2-1)-(6)

①

痛覚、温度覚、触覚と深部感
覚の受容機序と伝導路を説明
できる。

9 1 1 1 1 1 1

415
D-2-1)-(6)

②

視覚、聴覚・平衡覚、嗅覚、
味覚の受容機序と伝導路を概
説できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

416
D-2-1)-(7)

①

交感神経系と副交感神経系の
中枢内局在、末梢分布、機能
と伝達物質を概説できる。

10 1 1 1 1 1 1

417
D-2-1)-(7)

②

視床下部の構造と機能を内分
泌及び⾃律機能と関連付けて
概説できる。

8 1 1 1 1

418
D-2-1)-(7)

③
ストレス反応と本能・情動⾏
動の発現機序を概説できる。

4 1 1 1

419 D-2-2)①

脳・脊髄のコンピュータ断層
撮影(computed tomography
<CT>)・磁気共鳴画像法
(magnetic resonance
imaging <MRI>)検査の適応
と異常所⾒を説明し、結果を
解釈できる。

7 1 1 1 1 1 1

420 D-2-2)②

神経系の電気⽣理学的検査
（脳波検査、筋電図、末梢神
経伝導検査）で得られる情報
を説明できる。

5 1 1 1 1

421 D-2-3)① けいれん 7 1 1 1 1 1 1 1
422 D-2-3)② 意識障害・失神 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1
423 D-2-3)③ めまい 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
424 D-2-3)④ 頭痛 9 1 1 1 1 1 1 1 1
425 D-2-3)⑤ 運動⿇痺・筋⼒低下 13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

426
D-2-3)-(1)

①

⼩脳性・前庭性・感覚性運動
失調障害を区別して説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

427
D-2-3)-(1)

②
振戦を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1

428
D-2-3)-(1)

③

その他の不随意運動（ミオク
ローヌス、舞踏運動、ジスト
ニア、固定姿勢保持困難
(asterixis)、アテトーシス、
チック）を概説できる。

6 1 1 1 1 1

429
D-2-3)-(2)

①
歩⾏障害を病態に基づいて分
類できる。

7 1 1 1 1 1 1

430
D-2-3)-(3)

①
失語症と構⾳障害の違いを説
明できる。

6 1 1 1 1 1

431
D-2-3)-(4)

①
脳浮腫の病態を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

432
D-2-3)-(4)

②
急性・慢性頭蓋内圧亢進の症
候を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

433
D-2-3)-(4)

③
脳ヘルニアの種類と症候を説
明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

434
D-2-4)-(1)

①

脳⾎管障害（脳出⾎、くも膜
下出⾎、頭蓋内⾎腫、脳梗
塞、⼀過性脳虚⾎発作）の病
態、症候と診断を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

435
D-2-4)-(1)

②

脳⾎管障害の治療と急性期・
回復期・維持期（⽣活期）の
リハビリテーション医療を概
説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

436
D-2-4)-(2)

①
認知症の病因を列挙できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

437
D-2-4)-(2)

②

認知症をきたす主な病態
（Alzheimer型認知症、Lewy
⼩体型認知症、⾎管性認知
症）の症候と診断を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

438
D-2-4)-(2)

③
Parkinson病の病態、症候と
診断を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

439
D-2-4)-(2)

④
筋萎縮性側索硬化症を概説で
きる。

5 1 1 1 1 1

440
D-2-4)-(2)

⑤
多系統萎縮症を概説できる。

5 1 1 1 1 1

441
D-2-4)-(3)

①
脳炎・髄膜炎、脳症の病因、
症候と診断を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

442
D-2-4)-(3)

②
多発性硬化症の病態、症候と
診断を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

443
D-2-4)-(4)

①
頭部外傷の分類を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

444
D-2-4)-(4)

②

急性硬膜外・硬膜下⾎腫及び
慢性硬膜下⾎腫の症候と診断
を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

445
D-2-4)-(4)

③
頭部外傷後の⾼次脳機能障害
を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

446
D-2-4)-(5)

①

ニューロパチーの病因（栄養
障害、中毒、遺伝性）と病態
を分類できる。

4 1 1 1 1

447
D-2-4)-(5)

②
Guillain-Barré症候群の症
候、診断を説明できる。

6 1 1 1 1 1

448
D-2-4)-(5)

③
Bell⿇痺の症候、診断を説明
できる。

4 1 1 1 1

449
D-2-4)-(5)

④
主な神経障害性疼痛（三叉・
坐⾻神経痛）を概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

450
D-2-4)-(6)

①
重症筋無⼒症の病態、症候と
診断を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

451
D-2-4)-(6)

②

進⾏性筋ジストロフィーの病
因、分類、症候と診断を説明
できる。

4 1 1 1 1

452
D-2-4)-(6)

③
周期性四肢⿇痺を概説でき
る。

4 1 1 1 1

453
D-2-4)-(7)

①
てんかんの分類、診断と治療
を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

454
D-2-4)-(8)

①

頭痛（偏頭痛、緊張型頭痛
等）の分類、診断と治療を説
明できる。

5 1 1 1 1 1

455
D-2-4)-(9)

①

脳性⿇痺の病因、病型、症候
とリハビリテーションを説明
できる。

5 1 1 1 1 1

456
D-2-4)-(9)

②
⽔頭症の症候と治療を説明で
きる。

5 1 1 1 1 1

457
D-2-4)-(10

①

主な脳・脊髄腫瘍の分類と好
発部位を説明し、病態を概説
できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

458 D-3-1)①
⽪膚の組織構造を図⽰して説
明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

459 D-3-1)②
⽪膚の細胞動態と⾓化の機構
を説明できる。

6 1 1 1 1 1

460 D-3-1)③
⽪膚の免疫防御能を説明でき
る。

4 1 1 1
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461 D-3-2)①

⽪膚検査法（硝⼦圧法、⽪膚
描記法（Darier徴候）、
Nikolsky現象、Tzanck試験、
光線テスト）を概説できる。

4 1 1 1 1

462 D-3-2)②

⽪膚アレルギー検査法（プ
リックテスト、⽪内テスト、
パッチテスト）を説明でき
る。

4 1 1 1 1

463 D-3-2)③
微⽣物検査法（検体採取法、
苛性カリ<KOH>直接検鏡
法）を概説できる。

6 1 1 1 1 1

464 D-3-3)① 発疹 5 1 1 1 1

465
D-3-4)-(1)

①
湿疹反応を説明できる。

4 1 1 1 1

466
D-3-4)-(1)

②

湿疹・⽪膚炎の疾患（接触⽪
膚炎、アトピー性⽪膚炎、脂
漏性⽪膚炎、貨幣状湿疹、⽪
脂⽋乏性湿疹、⾃家感作性⽪
膚炎）を列挙し、概説でき
る。

5 1 1 1 1 1

467
D-3-4)-(2)

①
蕁⿇疹の病態、診断と治療を
説明できる。

5 1 1 1 1 1

468
D-3-4)-(2)

②

多形滲出性紅斑、環状紅斑と
紅⽪症の病因と病態を説明で
きる。

5 1 1 1 1 1

469
D-3-4)-(2)

③
⽪膚そう痒症の病因と病態を
説明できる。

4 1 1 1 1

470
D-3-4)-(3)

①

⽪膚⾎流障害と⾎管炎の病
因、症候と病態を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

471
D-3-4)-(4)

①
薬疹や薬物障害の発⽣機序、
症候と治療を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

472
D-3-4)-(4)

②
薬疹を起こしやすい主な薬物
を列挙できる。

5 1 1 1 1 1

473
D-3-4)-(5)

①
⾃⼰免疫性⽔疱症の病因、病
態と分類を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

474
D-3-4)-(5)

②
膿疱症の種類と病態を説明で
きる。

4 1 1 1 1

475
D-3-4)-(5)

③
⽔疱症鑑別のための検査法を
説明できる。

5 1 1 1 1 1

476
D-3-4)-(6)

①

尋常性乾癬、扁平苔癬と
Gibert薔薇⾊粃糠疹の病態、
症候と治療を説明できる。

4 1 1 1 1

477
D-3-4)-(6)

②
⿂鱗癬の病態、症候と治療を
説明できる。

4 1 1 1 1

478
D-3-4)-(7)

①

⽪膚細菌感染症（伝染性膿痂
疹、せつ、癰、⽑嚢炎、丹
毒、ブドウ球菌性熱傷様⽪膚
症候群）を列挙し、概説でき
る。

4 1 1 1 1

479
D-3-4)-(7)

②

⽪膚真菌症（表在性、深在
性）の症候と病型を説明でき
る。

5 1 1 1 1

480
D-3-4)-(7)

③
⽪膚結核病の症候、病型と病
因菌を説明できる。

4 1 1 1 1

481
D-3-4)-(7)

④
梅毒の症候、病期と合併症を
説明できる。

6 1 1 1 1 1

482
D-3-4)-(7)

⑤

⽪膚ウイルス感染症（単純ヘ
ルペス、帯状疱疹、伝染性軟
属腫、⿇疹、⾵疹、⽔痘）を
列挙し、概説できる。

6 1 1 1 1 1

483
D-3-4)-(7)

⑥

後天性免疫不全症候群
<AIDS>に伴う⽪膚症状（梅
毒、難治性ヘルペス、伝染性
軟属腫、カポジ⾁腫等）を列
挙し、概説できる。

4 1 1 1 1

484
D-3-4)-(8)

①
⺟斑・⺟斑症の種類を列挙で
きる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

485
D-3-4)-(8)

②

⽪膚良性腫瘍、前癌状態と悪
性腫瘍の種類と⾒分け⽅を説
明できる。

6 1 1 1 1 1 1

486
D-3-4)-(8)

③
⽪膚悪性リンパ腫、⾎管⾁腫
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

487
D-3-4)-(8)

④

基底細胞上⽪腫(癌)の定義と
病態、症候、⽪疹とダーモス
コピー像の所⾒、病理所⾒や
診断、治療法を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

488
D-3-4)-(8)

⑤

有棘細胞癌の定義と病態、症
候、⽪疹とダーモスコピー像
の所⾒、病理所⾒や診断、治
療法を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

489
D-3-4)-(8)

⑥

悪性⿊⾊腫の定義と病態、症
候、⽪疹とダーモスコピー像
の所⾒、病理所⾒や診断、治
療法を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

490
D-3-4)-(9)

①
⽑の疾患の病態、症状と治療
を説明できる。

4 1 1 1 1

491
D-3-4)-(9)

②
⽖の疾患の病態、症状と治療
を説明できる。

5 1 1 1 1 1

492 D-4-1)①
⾻・軟⾻・関節・靱帯の構成
と機能を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

493 D-4-1)② 頭頸部の構成を説明できる。 9 1 1 1 1 1 1 1

494 D-4-1)③
脊柱の構成と機能を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1

495 D-4-1)④
四肢の⾻格、主要筋群の運動
と神経⽀配を説明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

496 D-4-1)⑤
⾻盤の構成と性差を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1

497 D-4-1)⑥
⾻の成⻑と⾻形成・吸収の機
序を説明できる。

9 1 1 1 1 1

498 D-4-1)⑦
姿勢と体幹の運動にかかわる
筋群を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1

499 D-4-1)⑧ 抗重⼒筋を説明できる。 7 1 1 1 1 1

500 D-4-2)①

筋⾻格系の病態に即した徒⼿
検査（四肢・脊柱の可動域検
査、神経学的検査等）を説明
できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

501 D-4-2)②

筋⾻格系画像診断（エックス
線撮影、コンピュータ断層撮
影<CT>、磁気共鳴画像法
<MRI>、超⾳波検査、⾻塩定
量）の適応を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

502 D-4-3)① 運動⿇痺・筋⼒低下 9 1 1 1 1 1 1 1 1
503 D-4-3)② 関節痛・関節腫脹 8 1 1 1 1 1 1 1 1
504 D-4-3)③ 腰背部痛 8 1 1 1 1 1 1 1 1

505
D-4-4)-(1)

①
四肢・脊椎外傷の診断と初期
治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

506
D-4-4)-(1)

②

関節の脱⾅、靱帯損傷の定
義、重症度分類、診断と治療
を説明できる。

5 1 1 1 1 1

507
D-4-4)-(1)

③
⾻折の分類、症候、診断、治
療と合併症を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

508
D-4-4)-(1)

④

コンパートメント症候群の病
態、症候、診断と治療を説明
できる。

5 1 1 1 1 1

509
D-4-4)-(1)

⑤

⾻粗鬆症の病因と病態を説明
し、⾻折の好発部位を列挙で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

510
D-4-4)-(1)

⑥
関節炎、腱鞘炎の病態、診断
と治療を説明できる。

5 1 1 1 1 1

511
D-4-4)-(1)

⑦
変形性関節症の症候、診断と
治療を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

512
D-4-4)-(1)

⑧

絞扼性末梢神経障害（⼿根管
症候群、肘部管症候群等）を
列挙し、その症候を説明でき
る。

5 1 1 1 1 1

513
D-4-4)-(1)

⑨

頸椎症性脊髄症（脊柱靭帯⾻
化症を含む）・頸椎症性神経
根症の神経症候を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

514
D-4-4)-(1)

⑩
脊髄損傷の診断、治療を説明
できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

515
D-4-4)-(1)

⑪
腰椎椎間板ヘルニアの症候、
診断と治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

516
D-4-4)-(1)

⑫

腰部脊柱管狭窄症の病態、症
候、診断と治療を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

517
D-4-4)-(1)

⑬
腰椎分離・すべり症の症候、
診断と治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

518
D-4-4)-(1)

⑭

運動器慢性疼痛（腰背部痛、
頸部痛、肩こり）の病態、診
断と治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

519
D-4-4)-(1)

⑮
運動器疾患のリハビリテー
ションを概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

520
D-4-4)-(2)

①
化膿性関節炎の症候、診断と
治療を説明できる。

5 1 1 1 1 1

521
D-4-4)-(2)

②

椎間板炎、化膿性脊椎炎、脊
椎カリエスの症候、診断と治
療を説明できる。

5 1 1 1 1 1

522
D-4-4)-(3)

①

原発性⾻腫瘍（⾻⾁腫、
Ewing⾁腫）の臨床所⾒、画
像所⾒、病理所⾒、初期治療
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

523
D-4-4)-(3)

②

転移性⾻腫瘍の臨床所⾒、画
像所⾒、検査所⾒を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

524
D-4-4)-(3)

③

悪性軟部腫瘍（脂肪⾁腫）の
診断、病理所⾒、治療を概説
できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

525 D-5-1)①
⼼臓の構造と分布する⾎管・
神経、冠動脈の特⻑とその分
布域を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1

526 D-5-1)②
⼼筋細胞の微細構造と機能を
説明できる。

9 1 1 1 1 1

527 D-5-1)③
⼼筋細胞の電気現象と⼼臓の
興奮（刺激）伝導系を説明で
きる。

7 1 1 1 1 1

528 D-5-1)④ 興奮収縮連関を概説できる。 5 1 1 1 1

529 D-5-1)⑤
体循環、肺循環と胎児・胎盤
循環を説明できる。

7 1 1 1 1 1

530 D-5-1)⑥

⼤動脈と主な分枝（頭頸部、
上肢、胸部、腹部、下肢）を
図⽰し、分布域を概説でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1
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531 D-5-1)⑦
主な静脈を図⽰し、⾨脈系と
上・下⼤静脈系を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1

532 D-5-1)⑧
⽑細⾎管における物質・⽔分
交換を説明できる。

5 1 1 1

533 D-5-1)⑨
胸管を経由するリンパの流れ
を概説できる。

7 1 1 1 1 1

534 D-5-1)⑩
⼼周期にともなう⾎⾏動態を
説明できる。

6 1 1 1 1 1

535 D-5-1)⑪
⼼機能曲線と⼼拍出量の調節
機序を説明できる。

6 1 1 1 1 1

536 D-5-1)⑫
主な臓器（脳、⼼臓、肺、腎
臓）の循環調節を概説でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1

537 D-5-1)⑬
⾎圧調節の機序を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1

538 D-5-1)⑭
体位や運動に伴う循環反応と
その機序を説明できる。

6 1 1 1 1 1

539 D-5-2)①
胸部単純エックス線撮影写
真、⼼電図の主な所⾒を説明
できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

540 D-5-2)②
⼼臓超⾳波検査の主な所⾒を
説明できる

8 1 1 1 1 1 1 1 1

541 D-5-2)③
運動負荷⼼電図、ホルタ―⼼
電図を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

542 D-5-2)④
⼼臓シンチグラフィ−を説明
できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

543 D-5-2)⑤

冠動脈造影、冠動脈コン
ピュータ断層撮影<CT>及び
⼼臓磁気共鳴画像法<MRI>の
主な所⾒を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

544 D-5-2)⑥
⼼カテーテル検査（⼼内圧、
⼼機能、シャント率の測定）
と結果の解釈を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

545 D-5-3)① 発熱 8 1 1 1 1 1 1 1 1
546 D-5-3)② 全⾝倦怠感 7 1 1 1 1 1 1 1
547 D-5-3)③ ⾷思(欲)不振 7 1 1 1 1 1 1 1
548 D-5-3)④ 体重減少・体重増加 8 1 1 1 1 1 1 1 1
549 D-5-3)⑤ ショック 14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
550 D-5-3)⑥ 意識障害・失神 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
551 D-5-3)⑦ けいれん 7 1 1 1 1 1 1 1
552 D-5-3)⑧ めまい 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1
553 D-5-3)⑨ 浮腫 8 1 1 1 1 1 1 1
554 D-5-3)⑩ 咳・痰 8 1 1 1 1 1 1 1 1
555 D-5-3)⑪ 呼吸困難 13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
556 D-5-3)⑫ 胸痛 8 1 1 1 1 1 1 1
557 D-5-3)⑬ 動悸 6 1 1 1 1 1
558 D-5-3)⑭ 胸⽔ 7 1 1 1 1 1 1 1
559 D-5-3)⑮ 嚥下困難・障害 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
560 D-5-3)⑯ 腹痛 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
561 D-5-3)⑰ 悪⼼・嘔吐 9 1 1 1 1 1 1 1 1 1
562 D-5-3)⑱ 頭痛 5 1 1 1 1 1
563 D-5-3)⑲ 腰背部痛 8 1 1 1 1 1 1 1 1
564 D-5-3)⑳ ⼼停⽌ 7 1 1 1 1 1 1 1

565
D-5-4)-(1)

①

⼼不全の定義と原因、病態⽣
理（収縮不全、拡張不全）を
説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

566
D-5-4)-(1)

②

左⼼不全と右⼼不全の徴候、
病態、診断と治療を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

567
D-5-4)-(1)

③

急性⼼不全と慢性⼼不全の診
断と薬物療法、⾮薬物療法
（⼼臓リハビリテーションを
含む）を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

568
D-5-4)-(1)

④

⼼不全診療における多職種連
携（チーム医療）による疾病
管理プログラムを概説でき
る。

5 1 1 1 1 1

569
D-5-4)-(1)

⑤
⾼齢者における⼼不全の特徴
を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

570
D-5-4)-(2)

①

安定労作性狭⼼症の病態、症
候、診断、治療を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

571
D-5-4)-(2)

②

冠攣縮性狭⼼症の病態、症
候、診断、治療を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1

572
D-5-4)-(2)

③

急性冠症候群（不安定狭⼼
症、⾮ST上昇型⼼筋梗塞及び
ST上昇型⼼筋梗塞）の病態、
症候、診断、治療を説明でき
る。

5 1 1 1 1 1

573
D-5-4)-(2)

④
虚⾎性⼼疾患の発症予防、再
発予防を説明できる。

5 1 1 1 1 1

574
D-5-4)-(2)

⑤

陳旧性⼼筋梗塞の病態、症
候、診断、治療を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

575
D-5-4)-(2)

⑥

虚⾎性⼼疾患の薬物治療、⾮
薬物療法（⾎⾏再建術（経⽪
的冠動脈形成術、ステント留
置術、冠動脈バイパス
術））、⼼臓リハビリテー
ションを説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

576
D-5-4)-(3)

①

主な徐脈性不整脈（洞不全症
候群（sick sinus症候群）、
房室ブロック）の原因、症
候、⼼電図の特徴、治療を説
明できる。

6 1 1 1 1 1 1

577
D-5-4)-(3)

②

主な上室性頻脈性不整脈（洞
性頻脈、上室性期外収縮、⼼
房細動、⼼房粗動、発作性上
室性頻拍症）の原因、症候、
⼼電図の特徴、治療を説明で
きる。

6 1 1 1 1 1 1

578
D-5-4)-(3)

③

主な⼼室性頻脈性不整脈（⼼
室性期外収縮、⼼室頻拍、多
源性⼼室頻拍（トルサード・
ド・ポワント(torsades de
pointes)、⼼室細動）の原
因、症候、⼼電図の特徴、治
療を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

579
D-5-4)-(3)

④

不整脈の原因となる疾患や病
態（電解質異常、QT延⻑症候
群、薬剤、甲状腺機能亢進
症、Wolff-Parkinson-White
<WPW>症候群、Brugada症
候群等）を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

580
D-5-4)-(3)

⑤

不整脈の薬物療法、⾮薬物療
法（カテーテルアブレーショ
ン、電気的除細動、ペース
メーカー植え込み、植え込み
型除細動器）を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

581
D-5-4)-(3)

⑥
致死性不整脈の診断、初期対
応、治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

582
D-5-4)-(4)

①

主な弁膜症（僧帽弁疾患、⼤
動脈弁疾患）の病因、病態⽣
理、症候と診断を説明し、治
療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

583
D-5-4)-(5)

①
⼼肥⼤の病態⽣理、リモデリ
ング機序を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

584
D-5-4)-(5)

②

特発性⼼筋症（肥⼤型⼼筋
症、拡張型⼼筋症、拘束型⼼
筋症）と⼆次性⼼筋疾患の定
義・概念と病態⽣理を説明で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

585
D-5-4)-(5)

③
急性⼼筋炎の病態、症候、診
断、治療症候を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

586
D-5-4)-(5)

④

感染性⼼内膜炎の病態、症
候、診断、治療を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

587
D-5-4)-(5)

⑤

急性⼼膜炎、収縮性⼼膜炎の
病態、症候、診断、治療を説
明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

588
D-5-4)-(5)

⑥

⼼タンポナーデの病態、症
候、診断、治療を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

589
D-5-4)-(5)

⑦

主な⼼臓腫瘍（粘液腫など）
の病態、症候、診断、治療を
説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

590
D-5-4)-(6)

①

主な先天性⼼疾患（⼼房中隔
⽋損症、⼼室中隔⽋損症、動
脈管開存、Fallot四徴症）の
病態⽣理、症候と診断を説明
し、治療を概説できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1

591
D-5-4)-(7)

①

動脈硬化の危険因⼦、病態、
⾮侵襲的検査法を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

592
D-5-4)-(7)

②

急性⼤動脈解離の病態、症
候、診断、治療を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

593
D-5-4)-(7)

③

⼤動脈瘤（破裂）の病態、症
候、診断、治療を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

594
D-5-4)-(7)

④

閉塞性動脈硬化症とBuerger
病の病態、症候、診断、治療
を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

595
D-5-4)-(7)

⑤
⾼安動脈炎（⼤動脈炎症候
群）を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

596
D-5-4)-(8)

①

深部静脈⾎栓症(deep vein
thrombosis <DVT>)、⾎栓性
静脈炎の病因、症候、合併
症、治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

597
D-5-4)-(8)

②
上⼤静脈症候群の病因と症候
を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

598
D-5-4)-(8)

③
下肢静脈瘤を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

599
D-5-4)-(8)

④
リンパ浮腫の病因を列挙でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

600
D-5-4)-(9)

①

本態性⾼⾎圧症の疫学、診
断、合併症、予後、治療を説
明できる。

8 1 1 1 1 1 0 1 1 1

601
D-5-4)-(9)

②

⼆次性⾼⾎圧症の病因（内分
泌性、腎⾎管性、薬剤性）、
症候、診断、治療を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 0 1 1
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602
D-5-4)-(9)

③

各種降圧薬の作⽤機序、適
応、禁忌、副作⽤を説明でき
る。

7 1 1 1 0 1 1 1

603
D-5-4)-(9)

④
⾼⾎圧緊急症の病態と対応を
説明できる。

7 1 1 1 1 0 1 1 1

604
D-5-4)-(9)

⑤

他疾患（脳⾎管疾患、⼼疾
患、腎疾患、糖尿病）を合併
する場合の⾎圧管理を説明で
きる。

9 1 1 1 1 1 1 0 1 1 1

605
D-5-4)-(9)

⑥
⾼齢者の⾼⾎圧の特徴と治療
の注意点を説明できる。

7 1 1 1 1 0 1 1 1

606
D-5-4)-(10

①

低⾎圧の原因疾患、病態⽣
理、症候、診断、予後、治療
を説明できる。

3 1 0 1 1

607
D-5-4)-(10

②

起⽴性低⾎圧、神経調節性失
神の診断、予後、治療を説明
できる。

3 1 0 1 1

608
D-5-4)-(11

①

粘液腫の定義と病態、症候、
検査所⾒、画像所⾒、病理所
⾒、診断、治療法を説明でき
る。

5 1 1 1 1 1

609 D-6-1)①
気道の構造、肺葉・肺区域と
肺⾨の構造を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1

610 D-6-1)②
肺循環と体循環の違いを説明
できる。

10 1 1 1 1 1 1

611 D-6-1)③
縦隔と胸膜腔の構造を説明で
きる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1

612 D-6-1)④
呼吸筋と呼吸運動の機序を説
明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

613 D-6-1)⑤

肺気量分画、換気、死腔（換
気⼒学（胸腔内圧、肺コンプ
ライアンス、抵抗、クロージ
ングボリューム(closing
volume)））を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

614 D-6-1)⑥
肺胞におけるガス交換と⾎流
の関係を説明できる。

6 1 1 1 1

615 D-6-1)⑦

肺の換気と⾎流（換気⾎流
⽐）が動脈⾎ガスにおよぼす
影響（肺胞気-動脈⾎酸素分
圧較差(alveolar-arterial
oxygen difference <A-
aDO>)）を説明できる。

5 1 1 1 1 1

616 D-6-1)⑧
呼吸中枢を介する呼吸調節の
機序を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

617 D-6-1)⑨
⾎液による酸素 と⼆酸化炭素
の運搬の仕組みを説明でき
る。

6 1 1 1 1 1

618 D-6-1)⑩
気道と肺の防御機構（免疫学
的・⾮免疫学的）と代謝機能
を説明できる。

6 1 1 1 1 1

619 D-6-2)①

単純エックス線撮影、コン
ピュータ断層撮影<CT>、磁
気共鳴画像法<MRI>、及び核
医学検査（ポジトロン断層法
(positron emission
tomography <PET>)検査を
含む）等の画像検査の意義を
説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

620 D-6-2)②
気管⽀内視鏡検査の意義を説
明できる。

5 1 1 1 1 1

621 D-6-2)③
喀痰検査（喀痰細胞診、喀痰
培養）の意義を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

622
D-6-3)-(1)

①
喘鳴の発⽣機序と原因疾患を
説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

623
D-6-3)-(2)

①
胸⽔

7 1 1 1 1 1 1 1

624
D-6-3)-(2)

②
胸痛・胸部圧迫感

4 1 1 1 1

625
D-6-3)-(2)

③
呼吸困難・息切れ

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

626
D-6-3)-(2)

④
咳・痰

8 1 1 1 1 1 1 1 1

627
D-6-3)-(2)

⑤
⾎痰・喀⾎

7 1 1 1 1 1 1 1

628
D-6-4)-(1)

①

呼吸不全の定義、分類、病態
⽣理と主な病因を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

629
D-6-4)-(1)

②

低酸素⾎症と⾼⼆酸化炭素⾎
症の病因、分類と診断を説明
し、治療を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

630
D-6-4)-(2)

①

急性上気道感染症（かぜ症候
群）と扁桃炎の病因、診断と
治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

631
D-6-4)-(2)

②

気管⽀炎・細気管⽀炎・肺炎
（定型肺炎、⾮定型肺炎）の
主な病原体を列挙し、症候、
診断と治療を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

632
D-6-4)-(2)

③

肺結核症と肺真菌症の症候、
診断、治療と届出⼿続を説明
できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

633
D-6-4)-(2)

④
⾮結核性（⾮定型）抗酸菌症
を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

634
D-6-4)-(2)

⑤
誤嚥性肺炎の発⽣機序とその
予防法を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

635
D-6-4)-(2)

⑥

クループ症候群と急性喉頭蓋
炎の病因、診断と治療を説明
できる。

5 1 1 1 1 1

636
D-6-4)-(2)

⑦
肺化膿症と膿胸を概説でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

637
D-6-4)-(3)

①

慢性閉塞性肺疾患(chronic
obstructive pulmonary
disease <COPD>)の病因を
列挙できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

638
D-6-4)-(3)

②

慢性閉塞性肺疾患<COPD>の
病因、診断、治療、呼吸器リ
ハビリテーションを説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

639
D-6-4)-(3)

③

気管⽀喘息（⼩児喘息を含
む）の病態⽣理、診断と治療
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

640
D-6-4)-(3)

④

間質性肺炎（特発性、膠原病
及び⾎管炎関連性）の病態、
診断と治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

641
D-6-4)-(3)

⑤
びまん性汎細気管⽀炎を概説
できる。

6 1 1 1 1 1 1

642
D-6-4)-(3)

⑥
放射線肺炎を概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

643
D-6-4)-(3)

⑦

じん肺症（珪肺(silicosis)、⽯
綿肺(asbestosis)）を概説で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

644
D-6-4)-(4)

①
肺性⼼の病因、診断と治療を
説明できる。

5 1 1 1 1 1

645
D-6-4)-(4)

②

急性呼吸促(窮)迫症候群
(acute respiratory distress
syndrome <ARDS>)の病因、
症候と治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

646
D-6-4)-(4)

③
肺⾎栓塞栓症の病因、診断と
治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

647
D-6-4)-(4)

④
肺⾼⾎圧症を概説できる。

5 1 1 1 1 1

648
D-6-4)-(5)

①
過敏性肺炎の病因、症候と診
断を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

649
D-6-4)-(5)

②
サルコイドーシスの症候、診
断と治療を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

650
D-6-4)-(5)

③
好酸球性肺炎を概説できる。

5 1 1 1 1 1

651
D-6-4)-(5)

④
薬剤性肺炎を概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

652
D-6-4)-(6)

①
過換気症候群を概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

653
D-6-4)-(6)

②
睡眠時無呼吸症候群を概説で
きる。

5 1 1 1 1 1

654
D-6-4)-(6)

③
肺胞低換気症候群を概説でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

655
D-6-4)-(7)

①
気管⽀拡張症の症候、診断と
治療を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

656
D-6-4)-(7)

②
無気肺の病因と診断を説明で
きる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

657
D-6-4)-(7)

③

新⽣児呼吸促迫症候群の症
候、病態、診断と治療を説明
できる。

4 1 1 1 1

658
D-6-4)-(7)

④
肺リンパ脈管筋腫症を概説で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

659
D-6-4)-(7)

⑤
肺胞タンパク症を概説でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

660
D-6-4)-(8)

①
胸膜炎の病因、症候、診断と
治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

661
D-6-4)-(8)

②

気胸（⾃然気胸、緊張性気
胸、外傷性気胸）の病因、症
候、診断と治療を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

662
D-6-4)-(8)

③
縦隔気腫の病因、症候と診断
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

663
D-6-4)-(8)

④
胸膜⽣検の適応を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

664
D-6-4)-(9)

①

肺癌の組織型、病期分類、病
理所⾒、診断、治療を説明で
きる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

665
D-6-4)-(9)

②
転移性肺腫瘍の診断と治療を
説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

666
D-6-4)-(9)

③
縦隔腫瘍の種類を列挙し、診
断と治療を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

667
D-6-4)-(9)

④
胸膜中⽪腫の病因、診断、治
療を概説できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

668 D-7-1)①
各消化器官の位置、形態と関
係する⾎管を図⽰できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

669 D-7-1)②
腹膜と臓器の関係を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1

670 D-7-1)③
⾷道・胃・⼩腸・⼤腸の基本
構造と部位による違いを説明
できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1

671 D-7-1)④
消化管運動の仕組みを説明で
きる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1
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672 D-7-1)⑤
消化器官に対する⾃律神経の
作⽤を説明できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1

673 D-7-1)⑥
肝の構造と機能を説明でき
る。

14 1 1 1 1 1 1 1 1

674 D-7-1)⑦
胃液の作⽤と分泌機序を説明
できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1

675 D-7-1)⑧
胆汁の作⽤と胆嚢収縮の調節
機序を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1

676 D-7-1)⑨
膵外分泌系の構造と膵液の作
⽤を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1

677 D-7-1)⑩
⼩腸における消化・吸収の仕
組みを説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

678 D-7-1)⑪
⼤腸における糞便形成と排便
の仕組みを説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

679 D-7-1)⑫
主な消化管ホルモンの作⽤を
説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

680 D-7-1)⑬
⻭、⾆、唾液腺の構造と機能
を説明できる。

9 1 1 1 1 1

681 D-7-1)⑭
咀しゃくと嚥下の機構を説明
できる。

9 1 1 1 1 1

682 D-7-1)⑮
消化管の正常細菌叢（腸内細
菌叢）の役割を説明できる。

6 1 1 1 1 1

683 D-7-2)①
代表的な肝炎ウイルス検査の
検査項⽬を列挙し、その意義
を説明できる。

5 1 1 1 1 1

684 D-7-2)②

消化器関連の代表的な腫瘍
マーカー（α-fetoprotein
<AFP>、 carcinoembryonic
antigen <CEA>、
carbohydrate antigen <CA>
-、protein induced by
vitamin K absence or
antagonists <PIVKA>-II）の
意義を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

685 D-7-2)③
消化器系疾患の画像検査を列
挙し、その適応と異常所⾒を
説明し、結果を解釈できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

686 D-7-2)④
消化器内視鏡検査から得られ
る情報を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

687 D-7-2)⑤
⽣検と細胞診の意義と適応を
説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

688
D-7-3)-(1)

①

肝腫⼤をきたす疾患を列挙
し、その病態⽣理を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

689
D-7-3)-(1)

②

肝腫⼤のある患者における医
療⾯接、診察と診断の要点を
説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

690
D-7-3)-(2)

①
⻩疸

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

691
D-7-3)-(2)

②
腹痛

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

692
D-7-3)-(2)

③
悪⼼・嘔吐

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

693
D-7-3)-(2)

④
⾷思(欲)不振

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

694
D-7-3)-(2)

⑤
便秘・下痢・⾎便

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

695
D-7-3)-(2)

⑥
吐⾎・下⾎

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

696
D-7-3)-(2)

⑦
腹部膨隆（腹⽔を含む）・膨
満・腫瘤

8 1 1 1 1 1 1 1 1

697
D-7-4)-(1)

①

⾷道・胃静脈瘤の病態⽣理、
内視鏡分類と治療を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

698
D-7-4)-(1)

②

胃⾷道逆流症
(gastroesophageal reflux
disease <GERD>)と逆流性⾷
道炎の病態⽣理、症候と診断
を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

699
D-7-4)-(1)

③
Mallory-Weiss症候群を概説
できる。

6 1 1 1 1 1 1

700
D-7-4)-(2)

①

胃潰瘍、⼗⼆指腸潰瘍 (消化
性潰瘍) の病因、症候、進⾏
度分類、診断と治療を説明で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

701
D-7-4)-(2)

②
Helicobacter pylori感染症の
診断と治療を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

702
D-7-4)-(2)

③
胃ポリープの病理と⾁眼分類
を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

703
D-7-4)-(2)

④
急性胃粘膜病変の概念、診断
と治療を説明できる。

5 1 1 1 1 1

704
D-7-4)-(2)

⑤
急性胃腸炎、慢性胃炎を概説
できる。

5 1 1 1 1 1

705
D-7-4)-(2)

⑥
胃切除後症候群の病態⽣理を
説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

706
D-7-4)-(2)

⑦

機能性消化管障害（機能性
ディスペプシア(functional
dyspepsia <FD>)）を説明で
きる。

4 1 1 1 1

707
D-7-4)-(2)

⑧
肥厚性幽⾨狭窄症を概説でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

708
D-7-4)-(3)

①
急性⾍垂炎の症候、診断と治
療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

709
D-7-4)-(3)

②

腸閉塞とイレウスの病因、症
候、診断と治療を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

710
D-7-4)-(3)

③

炎症性腸疾患（潰瘍性⼤腸
炎・Crohn病）の病態⽣理、
症候、診断と治療を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

711
D-7-4)-(3)

④
痔核と痔瘻の病態⽣理、症候
と診断を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

712
D-7-4)-(3)

⑤
機能性消化管障害（過敏性腸
症候群）を概説できる。

5 1 1 1 1 1

713
D-7-4)-(3)

⑥
腸管憩室症（⼤腸憩室炎と⼤
腸憩室出⾎）を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

714
D-7-4)-(3)

⑦
薬物性腸炎を概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

715
D-7-4)-(3)

⑧
消化管ポリポーシスを概説で
きる。

8 1 1 1 1 1 1 1

716
D-7-4)-(3)

⑨

⼤腸の主な先天性疾患（鎖
肛、Hirschsprung病）を概説
できる。

9 1 1 1 1 1 1 1

717
D-7-4)-(3)

⑩
腸重積症を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

718
D-7-4)-(3)

⑪
便秘症、乳児下痢症を説明で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

719
D-7-4)-(3)

⑫
感染性腸炎を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

720
D-7-4)-(3)

⑬
虚⾎性⼤腸炎を概説できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

721
D-7-4)-(3)

⑭
急性出⾎性直腸潰瘍を概説で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

722
D-7-4)-(3)

⑮
上腸間膜動脈閉塞症を概説で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

723
D-7-4)-(3)

⑯

消化管神経内分泌腫瘍
(neuroendocrine tumor
<NET>)を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

724
D-7-4)-(3)

⑰

消化管間質腫瘍
(gastrointestinal stromal
tumor <GIST>)を概説でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1

725
D-7-4)-(4)

①
胆⽯症の病因、症候、診断と
治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

726
D-7-4)-(4)

②

胆嚢炎と胆管炎の病因、病態
⽣理、症候、診断、合併症と
治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

727
D-7-4)-(4)

③
胆嚢ポリープを概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

728
D-7-4)-(4)

④
先天性胆道拡張症と膵・胆管
合流異常症を概説できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

729
D-7-4)-(5)

①

A型・B型・C型・D型・E型肝
炎の疫学、症候、診断、治
療、経過と予後を説明でき
る。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

730
D-7-4)-(5)

②
急性肝炎、慢性肝炎の定義を
説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

731
D-7-4)-(5)

③
急性肝不全の概念、診断を説
明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

732
D-7-4)-(5)

④
肝硬変の病因、病理、症候、
診断と治療を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1

733
D-7-4)-(5)

⑤

肝硬変の合併症（⾨脈圧亢進
症、肝性脳症、肝癌）を概説
できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1

734
D-7-4)-(5)

⑥
アルコール性肝障害を概説で
きる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

735
D-7-4)-(5)

⑦
薬物性肝障害を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

736
D-7-4)-(5)

⑧
肝膿瘍の症候、診断と治療を
説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

737
D-7-4)-(5)

⑨

原発性胆汁性胆管炎（原発性
胆汁性肝硬変）と原発性硬化
性胆管炎の症候、診断、治
療、経過と予後を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

738
D-7-4)-(5)

⑩
⾃⼰免疫性肝炎を概説でき
る。

6 1 1 1 1 1

739
D-7-4)-(5)

⑪
脂肪性肝疾患を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

740
D-7-4)-(6)

①

急性膵炎（アルコール性、胆
⽯性、特発性）の病態⽣理、
症候、診断と治療を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

741
D-7-4)-(6)

②

慢性膵炎（アルコール性、特
発性）の病態⽣理、症候、診
断、合併症と治療を説明でき
る。

5 1 1 1 1 1

742
D-7-4)-(6)

③
⾃⼰免疫性膵炎を概説でき
る。

4 1 1 1 1

743
D-7-4)-(7)

①
腹膜炎の病因、症候、診断と
治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

744
D-7-4)-(7)

②

ヘルニアの概念、病態（滑
脱、嵌頓、絞扼）と好発部位
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1
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745
D-7-4)-(7)

③

⿏径部ヘルニアの病因、病
態、診断と治療を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

746
D-7-4)-(8)

①
⾷道癌の病理所⾒、⾁眼分類
と進⾏度分類を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

747
D-7-4)-(8)

②
⾷道癌の症候、診断、治療と
予後を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

748
D-7-4)-(8)

③

胃癌の疫学、病理所⾒、症
候、⾁眼分類と進⾏度分類を
説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

749
D-7-4)-(8)

④
胃癌の診断法を列挙し、所⾒
とその意義を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

750
D-7-4)-(8)

⑤
胃癌の進⾏度に応じた治療を
概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

751
D-7-4)-(8)

⑥

⼤腸癌の病理所⾒、診断、⾁
眼分類と進⾏度分類を説明で
きる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

752
D-7-4)-(8)

⑦
⼤腸癌の症候、診断、治療を
説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

753
D-7-4)-(8)

⑧

胆嚢・胆管癌・乳頭部癌の病
理所⾒、症候、診断と治療を
説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

754
D-7-4)-(8)

⑨

原発性肝癌、転移性肝癌の病
因、病理所⾒、症候、診断と
治療を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

755
D-7-4)-(8)

⑩
膵癌の病理所⾒、症候、診断
と治療を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

756
D-7-4)-(8)

⑪
嚢胞性膵腫瘍の分類と病理所
⾒を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

757
D-7-4)-(8)

⑫

腹膜中⽪腫、消化管間質腫瘍
<GIST>、消化管カルチノイ
ドを概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

758 D-8-1)①
体液の量と組成・浸透圧を⼩
児と成⼈を区別して説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1

759 D-8-1)②
腎・尿路系の位置・形態と⾎
管分布・神経⽀配を説明でき
る。

12 1 1 1 1 1 1 1 1

760 D-8-1)③
腎の機能の全体像やネフロン
各部の構造と機能を概説でき
る。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

761 D-8-1)④
腎⽷球体における濾過の機序
を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

762 D-8-1)⑤
尿細管各部における再吸収・
分泌機構と尿の濃縮機序を説
明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

763 D-8-1)⑥
⽔電解質、酸・塩基平衡の調
節機構を概説できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1

764 D-8-1)⑦

腎で産⽣される⼜は腎に作⽤
するホルモン・⾎管作動性物
質（エリスロポエチン、ビタ
ミンD、レニン、アンギオテ
ンシンII、アルドステロン）
の作⽤を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1

765 D-8-1)⑧ 蓄排尿の機序を説明できる。 11 1 1 1 1 1 1 1 1

766 D-8-2)①
腎・尿路系の画像診断の適応
と異常所⾒を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

767 D-8-2)②
⽷球体濾過量（実測、推算）
を含む腎機能検査法を概説で
きる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

768 D-8-2)③
腎⽣検の適応と禁忌を説明で
きる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

769 D-8-2)④ 尿流動態検査を説明できる。 8 1 1 1 1 1 1 1 1

770
D-8-3)-(1)

①
⾼・低Na⾎症（原因疾患、症
候、治療）を概説できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

771
D-8-3)-(1)

②
⾼・低K⾎症（原因疾患、症
候、治療）を概説できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

772
D-8-3)-(1)

③
⾼・低Ca⾎症（原因疾患、症
候、治療）を概説できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

773
D-8-3)-(1)

④

⾼・低P⾎症、⾼・低Cl⾎
症、⾼・低Mg⾎症を概説で
きる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

774
D-8-3)-(2)

①

アシドーシス・アルカローシ
ス（代謝性・呼吸性）の定
義、病態⽣理と診断を説明で
きる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

775
D-8-3)-(2)

②

アシドーシス・アルカローシ
ス（代謝性・呼吸性）の治療
を概説できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

776
D-8-3)-(3)

①
脱⽔

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

777
D-8-3)-(3)

②
浮腫

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

778
D-8-3)-(3)

③
⾎尿・タンパク尿

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

779
D-8-3)-(3)

④
尿量・排尿の異常

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

780
D-8-4)-(1)

①

急性腎不全（急性腎障害）の
病因、症候、診断と治療を説
明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

781
D-8-4)-(1)

②

慢性腎不全（慢性腎臓病
(chronic kidney disease
<CKD>)）の病因、症候、診
断と治療を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

782
D-8-4)-(1)

③
慢性腎臓病<CKD>重症度分
類を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

783
D-8-4)-(1)

④

慢性腎不全の合併症である腎
性貧⾎、ミネラル⾻代謝異常
を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

784
D-8-4)-(1)

⑤
透析導⼊基準（慢性腎不全）
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

785
D-8-4)-(1)

⑥

腎不全の治療（⾎液透析・腹
膜透析・腎移植）を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

786
D-8-4)-(2)

①

急性⽷球体腎炎症候群の病
因、症候、診断と治療を説明
できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

787
D-8-4)-(2)

②

慢性⽷球体腎炎症候群（IgA
腎症を含む）の症候、診断と
治療を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

788
D-8-4)-(2)

③

ネフローゼ症候群の分類、症
候、診断と治療を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

789
D-8-4)-(2)

④
急速進⾏性⽷球体腎炎を概説
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

790
D-8-4)-(2)

⑤

臨床症候分類（急性腎炎症候
群、慢性腎炎症候群、ネフ
ローゼ症候群、急速進⾏性腎
炎症候群、反復性または持続
性⾎尿症候群）を概説でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

791
D-8-4)-(3)

①
⾼⾎圧による腎障害（腎硬化
症）を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

792
D-8-4)-(3)

②
腎⾎管性⾼⾎圧症を概説でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

793
D-8-4)-(4)

①

尿細管性アシドーシスの分
類、病態⽣理、診断と治療を
説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

794
D-8-4)-(4)

②

Fanconi症候群（腎性糖尿を
含む）の概念、症候と診断を
説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

795
D-8-4)-(5)

①

急性・慢性腎盂腎炎の病因、
症候、診断と治療を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

796
D-8-4)-(5)

②

急性・慢性尿細管間質性腎炎
の病因、症候、診断と治療を
説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

797
D-8-4)-(6)

①
糖尿病腎症の症候、診断と治
療を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

798
D-8-4)-(6)

②
ループス腎炎の症候、診断と
治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

799
D-8-4)-(6)

③
アミロイド腎症の症候、診断
と治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

800
D-8-4)-(6)

④

膠原病類縁疾患（⾎管炎症候
群、抗⽷球体基底膜
(glomerular basement
membrane <GBM>)病
（Goodpasture症候群））の
腎病変を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

801
D-8-4)-(6)

⑤
IgA⾎管炎（紫斑病性腎炎）
を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

802
D-8-4)-(7)

①

腎尿路の主な先天異常（多発
性嚢胞腎、膀胱尿管逆流）を
概説できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

803
D-8-4)-(7)

②
腎外傷の症候、診断と治療を
説明できる。

5 1 1 1 1 1

804
D-8-4)-(8)

①
尿路結⽯の病因、症候、診断
と治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

805
D-8-4)-(8)

②

尿路の炎症（膀胱炎・前⽴腺
炎・尿道炎）の病因、診断と
治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

806
D-8-4)-(8)

③
神経因性膀胱を概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

807
D-8-4)-(9)

①
腎癌の症候、病理所⾒、診
断、治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

808
D-8-4)-(9)

②

膀胱癌を含む尿路上⽪癌の症
候、診断、治療を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

809 D-9-1)①
⽣殖腺の発⽣と性分化の過程
を説明できる。

8 1 1 1 1 1

810 D-9-1)②
男性⽣殖器の発育の過程を説
明できる。

6 1 1 1

811 D-9-1)③
男性⽣殖器の形態と機能を説
明できる。

9 1 1 1 1 1 1

812 D-9-1)④
精巣の組織構造と精⼦形成の
過程を説明できる。

8 1 1 1 1 1

813 D-9-1)⑤
陰茎の組織構造と勃起・射精
の機序を説明できる。

6 1 1 1

814 D-9-1)⑥
⼥性⽣殖器の発育の過程を説
明できる。

8 1 1 1 1 1

815 D-9-1)⑦
⼥性⽣殖器の形態と機能を説
明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1

816 D-9-1)⑧
性周期発現と排卵の機序を説
明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1
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817 D-9-1)⑨
閉経の過程と疾病リスクの変
化を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

818
D-9-2)-(1)

①

精巣と前⽴腺の検査法（尿路
造影、超⾳波検査、コン
ピュータ断層撮影<CT>、磁
気共鳴画像法<MRI>）の適応
と異常所⾒を説明し、結果を
解釈できる。

5 1 1 1 1 1

819
D-9-2)-(2)

①

⾎中ホルモン（卵胞刺激ホル
モン(follicle-stimulating
hormone <FSH>)、⻩体形成
ホルモン(luteinizing
hormone <LH>)、プロラク
チン、ヒト絨⽑性ゴナドトロ
ピン(human chorionic
gonadotropin <hCG>、エス
トロゲン、プロゲステロン）
測定値を評価できる。

7 1 1 1 1 1 1

820
D-9-2)-(2)

②

⾻盤内臓器と腫瘍の画像診断
（超⾳波検査、コンピュータ
断層撮影<CT>、磁気共鳴画
像法<MRI>、⼦宮卵管造影
(hysterosalpingography
<HSG>)所⾒を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

821
D-9-2)-(2)

③
基礎体温の所⾒を説明でき
る。

5 1 1 1 1 1

822
D-9-2)-(2)

④
腟分泌物の所⾒を説明でき
る。

4 1 1 1 1

823
D-9-3)-(1)

①
勃起不全と射精障害を概説で
きる。

6 1 1 1 1 1 1

824
D-9-3)-(1)

②
精巣機能障害を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

825
D-9-3)-(2)

①
腹痛

3 1 1 1

826
D-9-3)-(2)

②
腹部膨隆（腹⽔を含む）・膨
満・腫瘤

3 1 1 1

827
D-9-3)-(2)

③
⾎尿・タンパク尿

7 1 1 1 1 1 1 1

828
D-9-3)-(2)

④
尿量・排尿の異常

7 1 1 1 1 1 1 1

829
D-9-3)-(3)

①

不正性器出⾎、腟分泌物（帯
下）の増量、腟乾燥感、性交
痛、乳汁漏出症をきたす疾患
を列挙し、その病態を説明で
きる。

4 1 1 1 1

830
D-9-3)-(4)

①
貧⾎

4 1 1 1 1

831
D-9-3)-(4)

②
腹痛

4 1 1 1 1

832
D-9-3)-(4)

③
腹部膨隆（腹⽔を含む）・膨
満・腫瘤

5 1 1 1 1 1

833
D-9-3)-(4)

④
尿量・排尿の異常

5 1 1 1 1 1

834
D-9-3)-(4)

⑤
⽉経異常・無⽉経

6 1 1 1 1 1 1

835
D-9-4)-(1)

①
男性不妊症を概説できる。

5 1 1 1 1 1

836
D-9-4)-(1)

②
前⽴腺肥⼤症の診断と治療を
説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

837
D-9-4)-(1)

③
停留精巣、陰嚢内腫瘤を概説
できる。

7 1 1 1 1 1 1

838
D-9-4)-(2)

①
内外⽣殖器の先天異常を説明
できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

839
D-9-4)-(2)

②
卵巣機能障害、更年期障害を
概説できる。

5 1 1 1 1 1

840
D-9-4)-(2)

③
不妊症の系統診断と治療を説
明できる。

6 1 1 1 1 1 1

841
D-9-4)-(2)

④

⼦宮筋腫・⼦宮腺筋症の症
候、診断と治療を概説でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

842
D-9-4)-(2)

⑤
⼦宮内膜症の症候、診断と治
療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

843
D-9-4)-(2)

⑥

外陰、腟と⾻盤内感染症の症
候、診断と治療を説明でき
る。

5 1 1 1 1 1

844
D-9-4)-(3)

①
前⽴腺癌の症候、病理所⾒、
診断、治療を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

845
D-9-4)-(3)

②
精巣腫瘍の症候、診断、治療
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

846
D-9-4)-(3)

③

⼦宮頸癌・⼦宮体癌（⼦宮内
膜癌）の予防、症候、病理所
⾒、診断、治療を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

847
D-9-4)-(3)

④

卵巣腫瘍（卵巣癌、卵巣嚢
腫）の症候、病理所⾒、診
断、治療を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

848
D-9-4)-(3)

⑤

絨⽑性疾患（胞状奇胎、絨⽑
癌）の症候、診断、治療を説
明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

849 D-10-1)① 妊娠の診断法を説明できる。 4 1 1 1 1

850 D-10-1)②
妊娠に伴う⾝体的変化を概説
できる。

4 1 1 1 1

851 D-10-1)③
胎児・胎盤検査法（超⾳波検
査、分娩監視装置による）の
意義を説明できる。

4 1 1 1 1

852 D-10-1)④
⽺⽔検査法の意義と異常所⾒
を説明できる。

2 1 1

853 D-10-2)① 腹痛 2 1 1
854 D-10-2)② 悪⼼・嘔吐 3 1 1 1

855 D-10-2)③
腹部膨隆（腹⽔を含む）・膨
満・腫瘤

3 1 1 1

856 D-10-3)①
妊娠・分娩・産褥での⺟体の
解剖学的と⽣理学的変化を説
明できる。

5 1 1 1 1 1

857 D-10-3)②
胎児・胎盤系の発達過程での
機能・形態的変化を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1

858 D-10-3)③
正常妊娠の経過を説明でき
る。

4 1 1 1 1

859 D-10-3)④
正常分娩の経過を説明でき
る。

4 1 1 1 1

860 D-10-3)⑤ 産褥の過程を説明できる。 4 1 1 1 1

861 D-10-3)⑥
育児に伴う⺟体の構造的・⽣
理的な変化、精神問題を説明
できる。

4 1 1 1 1

862 D-10-3)⑦
⺟⼦保健の意義を医学的に説
明できる。

5 1 1 1 1 1

863 D-10-3)⑧
妊娠時の薬物療法の注意点を
説明できる。

6 1 1 1 1 1

864 D-10-4)①

主な異常妊娠（流産、切迫流
産、⼦宮外妊娠（異所性妊
娠）、妊娠⾼⾎圧症候群、多
胎妊娠、胎児発育不全）の病
態を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

865 D-10-4)②

主な異常分娩（早産、微弱陣
痛、遷延分娩、回旋異常、前
置胎盤、癒着胎盤、常位胎盤
早期剥離、弛緩出⾎、分娩外
傷）の病態を説明できる。

4 1 1 1 1

866 D-10-4)③
主な異常産褥（⼦宮復古不
全、産褥熱、乳腺炎）の病態
を説明できる。

4 1 1 1 1

867 D-10-4)④
産科救急（産科出⾎、播種性
⾎管内凝固<DIC>）の病態と
治療を説明できる。

5 1 1 1 1 1

868 D-10-4)⑤

主な合併症妊娠（耐糖能異
常、甲状腺疾患、⾎液型不適
合妊娠、toxoplasmosis,
other agents, rubella,
cytomegalovirus, herpes
simplex <TORCH>症候群）
の病態を説明できる。

5 1 1 1 1 1

869 D-10-5)①
⼈⼯妊娠中絶の適応を説明で
きる。

5 1 1 1 1 1

870 D-10-5)②
帝王切開術の適応を説明でき
る。

5 1 1 1 1 1

871 D-11-1)①
乳房の構造と機能を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

872 D-11-1)②
成⻑発達に伴う乳房の変化を
説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

873 D-11-1)③
乳汁分泌に関するホルモンの
作⽤を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

874 D-11-2)①

乳房腫瘤の画像診断（乳房撮
影、超⾳波検査、磁気共鳴画
像法<MRI>）を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1

875 D-11-2)②
乳房腫瘤に対する細胞・組織
診断法を概説できる。

6 1 1 1 1 1

876 D-11-3)乳

乳房腫瘤、異常乳汁分泌（⾎
性乳頭分泌）と乳房の腫脹・
疼痛・変形をきたす主な病因
を列挙できる。

5 1 1 1 1

877
D-11-4)-(1

①
良性乳腺疾患の種類を列挙で
きる。

7 1 1 1 1 1 1

878
D-11-4)-(1

②
⼥性化乳房を概説できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

879
D-11-4)-(2

①

乳癌の危険因⼦、症候、病理
所⾒、診断、治療と予後を説
明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

880 D-12-1)①
ホルモンを構造から分類し作
⽤機序と分泌調節機能を説明
できる。

8 1 1 1 1 1

881 D-12-1)②
各内分泌器官の位置を図⽰
し、そこから分泌されるホル
モンを列挙できる。

10 1 1 1 1 1 1 1

882 D-12-1)③
視床下部ホルモン・下垂体ホ
ルモンの名称、作⽤と相互関
係を説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1

883 D-12-1)④

甲状腺と副甲状腺（上⽪⼩
体）から分泌されるホルモン
の作⽤と分泌調節機構を説明
できる。

9 1 1 1 1 1

884 D-12-1)⑤
副腎の構造と分泌されるホル
モンの作⽤と分泌調節機構を
説明できる。

11 1 1 1 1 1 1
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885 D-12-1)⑥
膵島から分泌されるホルモン
の作⽤を説明できる。

8 1 1 1 1

886 D-12-1)⑦
男性ホルモン・⼥性ホルモン
の合成・代謝経路と作⽤を説
明できる。

7 1 1 1 1

887 D-12-1)⑧

三⼤栄養素、ビタミン、微量
元素の消化吸収と栄養素の⽣
物学的利⽤効率
(bioavailability)を説明でき
る。

5 1 1 1

888 D-12-1)⑨
糖質・タンパク質・脂質の代
謝経路と相互作⽤を説明でき
る。

6 1 1 1 1

889 D-12-2)①
ホルモンの過剰または⽋乏が
もたらす⾝体症状を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1

890 D-12-2)②
⾎中ホルモン濃度に影響を与
える因⼦を列挙できる。

7 1 1 1 1 1

891 D-12-2)③
ホルモンの⽇内変動の例を挙
げて説明できる。

8 1 1 1 1 1

892 D-12-2)④
ホルモン分泌刺激試験と抑制
試験の原理と反応の型を説明
できる。

5 1 1 1 1 1

893 D-12-2)⑤
エネルギー摂取の過剰または
⽋乏がもたらす⾝体症状を説
明できる。

6 1 1 1 1 1

894
D-12-3)-(1

①

低⾝⻑をきたす疾患を列挙
し、その病態⽣理を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

895
D-12-3)-(2

①
甲状腺腫を分類し、疾患を列
挙できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

896
D-12-3)-(2

②
甲状腺の触診ができる。

8 1 1 1 1 1 1 1

897
D-12-3)-(3

①
肥満・やせ

7 1 1 1 1 1 1 1

898
D-12-3)-(3

②
⽉経異常

7 1 1 1 1 1 1 1

899
D-12-4)-(1

①
Cushing病の病態と診断を説
明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

900
D-12-4)-(1

②
先端巨⼤症を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

901
D-12-4)-(1

③
汎下垂体機能低下症を概説で
きる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

902
D-12-4)-(1

④
尿崩症を概説できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

903
D-12-4)-(1

⑤
成⻑ホルモン分泌不全性低⾝
⻑症を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

904
D-12-4)-(1

⑥
⾼プロラクチン⾎症を概説で
きる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

905
D-12-4)-(1

⑦

抗利尿ホルモン不適合分泌症
候群(syndrome of
inappropriate secretion of
antidiuretic hormone
<SIADH>)を概説できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

906
D-12-4)-(2

①
Basedow病の病態、症候、診
断と治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

907
D-12-4)-(2

②
甲状腺炎（慢性・亜急性）を
概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

908
D-12-4)-(2

③
甲状腺機能低下症の症候、診
断と治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

909
D-12-4)-(3

①
カルシウム代謝の異常を疾患
と関連付けて説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

910
D-12-4)-(3

②

副甲状腺機能亢進症と副甲状
腺機能低下症の病因、病態、
症候と診断を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

911
D-12-4)-(3

③
悪性腫瘍に伴う⾼Ca⾎症を概
説できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

912
D-12-4)-(3

④
偽性副甲状腺機能低下症を概
説できる。

6 1 1 1 1 1 1

913
D-12-4)-(4

①
Cushing症候群の病態、症候
と診断を説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

914
D-12-4)-(4

②

アルドステロン過剰症、原発
性アルドステロン症を概説で
きる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

915
D-12-4)-(4

③

副腎不全（急性・慢性
（Addison病））の病因、病
態⽣理、症候、診断と治療を
説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

916
D-12-4)-(4

④
先天性副腎（⽪質）過形成を
概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

917
D-12-4)-(5

①

糖尿病の病因、病態⽣理、分
類、症候と診断を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1

918
D-12-4)-(5

②
糖尿病の急性合併症を説明で
きる。

7 1 1 1 1 1 1

919
D-12-4)-(5

③
糖尿病の慢性合併症を列挙
し、概説できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

920
D-12-4)-(5

④

糖尿病の治療（⾷事療法、運
動療法、薬物治療）を概説で
きる。

8 1 1 1 1 1 1

921
D-12-4)-(5

⑤
低⾎糖症を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1

922
D-12-4)-(6

①

脂質異常症（⾼脂⾎症）の分
類、病因と病態を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1

923
D-12-4)-(6

②
脂質異常症（⾼脂⾎症）の予
防と治療を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1

924
D-12-4)-(7

①
⾎清タンパク質の異常を概説
できる。

8 1 1 1 1 1 1

925
D-12-4)-(7

②
⾼尿酸⾎症・痛⾵の病因と病
態を説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1

926
D-12-4)-(8

①
ビタミン・微量元素の⽋乏症
と過剰症を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1

927
D-12-4)-(9

①
ヘモクロマトーシスを概説で
きる。

7 1 1 1 1 1

928
D-12-4)-(9

②
ポルフィリアを概説できる。

7 1 1 1 1 1

929
D-12-4)-(9

③
Wilson病を概説できる。

6 1 1 1 1 1

930
D-12-4)-(10

①

甲状腺腫瘍を分類し、症候、
病理所⾒、治療法を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

931
D-12-4)-(10

②

褐⾊細胞腫の病態、症候、画
像所⾒、病理所⾒、診断、治
療法を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

932
D-12-4)-(10

③

神経芽腫を概説し、⼩児腹部
固形腫瘍（腎芽腫、胚芽腫、
奇形腫）との鑑別点を説明で
きる。

4 1 1 1 1

933 D-13-1)①
眼球と付属器の構造と機能を
説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1

934 D-13-1)②
視覚情報の受容のしくみと伝
導路を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1

935 D-13-1)③
眼球運動のしくみを説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1

936 D-13-1)④
対光反射、輻輳反射、⾓膜反
射の機能を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1

937 D-13-2)①

基本的眼科検査（視⼒検査、
視野検査、細隙灯顕微鏡検
査、眼圧検査、眼底検査）を
列挙し、それらの原理と適応
を述べ、主要所⾒を解釈でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

938
D-13-3)-(1

①

眼・視覚系に関する主要症候
（視⼒障害、視野異常、⾊覚
異常、眼球運動障害、眼脂・
眼の充⾎、⾶蚊症、眼痛）を
列挙し、それらの発⽣機序、
原因疾患と治療を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1

939
D-13-3)-(2

①
めまい

5 1 1 1 1

940
D-13-3)-(2

②
頭痛・頭重感

3 1 1 1

941
D-13-3)-(2

③
悪⼼・嘔吐

4 1 1 1

942
D-13-4)-(1

①

屈折異常（近視、遠視、乱
視）と調節障害の病態⽣理を
説明できる。

5 1 1 1 1

943
D-13-4)-(1

②
感染性⾓結膜疾患の症候、診
断と治療を説明できる。

4 1 1 1 1

944
D-13-4)-(1

③
⽩内障の病因、症候、診断と
治療を説明できる。

4 1 1 1 1

945
D-13-4)-(1

④

緑内障の病因を列挙し、それ
らの発症機序、症候と治療を
説明できる。

4 1 1 1 1

946
D-13-4)-(1

⑤
裂孔原性網膜剥離の症候、診
断と治療を説明できる。

4 1 1 1 1

947
D-13-4)-(1

⑥
糖尿病、⾼⾎圧・動脈硬化に
よる眼底変化を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

948
D-13-4)-(1

⑦
ぶどう膜炎の病因、症候、診
断と治療を説明できる。

4 1 1 1 1

949
D-13-4)-(1

⑧

視神経炎(症)・うっ⾎乳頭の
病因、症候と診断を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

950
D-13-4)-(1

⑨

アルカリ、酸による化学損傷
の症候と救急処置を説明でき
る。

4 1 1 1 1

951
D-13-4)-(1

⑩

網膜静脈閉塞症と動脈閉塞症
の症候、診断と治療を説明で
きる。

4 1 1 1 1

952
D-13-4)-(2

①
網膜芽細胞腫の症候、診断と
治療を説明できる。

4 1 1 1 1

953 D-14-1)①
外⽿・中⽿・内⽿の構造を図
⽰できる。

11 1 1 1 1 1 1 1

954 D-14-1)②
聴覚・平衡覚の受容のしくみ
と伝導路を説明できる。

8 1 1 1 1

955 D-14-1)③
⼝腔・⿐腔・咽頭・喉頭の構
造を図⽰できる。

10 1 1 1 1 1 1

956 D-14-1)④
喉頭の機能と神経⽀配を説明
できる。

6 1 1 1 1

957 D-14-1)⑤
平衡感覚機構を眼球運動、姿
勢制御と関連させて説明でき
る。

6 1 1 1 1
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958 D-14-1)⑥
味覚と嗅覚の受容のしくみと
伝導路を説明できる。

7 1 1 1 1

959 D-14-2)①
聴⼒検査と平衡機能検査を説
明できる。

5 1 1 1 1

960 D-14-2)②
味覚検査と嗅覚検査を説明で
きる。

5 1 1 1 1

961
D-14-3)-(1

①

気道狭窄、難聴、⿐出⾎、咽
頭痛、開⼝障害と反回神経⿇
痺（嗄声）をきたす疾患を列
挙し、その病態を説明でき
る。

4 1 1 1 1

962
D-14-3)-(2

①
めまい

6 1 1 1 1 1 1

963
D-14-3)-(2

②
嚥下障害・誤嚥

6 1 1 1 1 1 1

964
D-14-4)-(1

①

滲出性中⽿炎、急性中⽿炎と
慢性中⽿炎の病因、診断と治
療を説明できる。

4 1 1 1 1

965
D-14-4)-(1

②

伝⾳難聴と感⾳難聴、迷路性
と中枢性難聴を病態から鑑別
し、治療を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

966
D-14-4)-(1

③

末梢性めまいと中枢性めまい
を鑑別し、治療を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

967
D-14-4)-(1

④

良性発作性頭位眩暈症の症
候、診断と治療を説明でき
る。

5 1 1 1 1 1

968
D-14-4)-(1

⑤
⿐出⾎の好発部位と⽌⾎法を
説明できる。

4 1 1 1 1

969
D-14-4)-(1

⑥
副⿐腔炎（急性、慢性）の病
態と治療を説明できる。

5 1 1 1 1 1

970
D-14-4)-(1

⑦
アレルギー性⿐炎の発症機構
を説明できる。

4 1 1 1 1

971
D-14-4)-(1

⑧
扁桃の炎症性疾患の病態と治
療を説明できる。

4 1 1 1 1

972
D-14-4)-(1

⑨

⻭科疾患（う蝕、⻭周病等）
とその全⾝への影響や⼝腔機
能管理を概説できる。

2 1 1

973
D-14-4)-(1

⑩
気管切開の適応を説明でき
る。

4 1 1 1 1

974
D-14-4)-(1

⑪

外⽿道・⿐腔・咽頭・喉頭・
⾷道の代表的な異物を説明
し、除去法を説明できる。

5 1 1 1 1 1

975
D-14-4)-(1

⑫
唾液腺疾患を列挙できる。

6 1 1 1 1 1 1

976
D-14-4)-(2

①

⼝腔・咽頭癌について、病
因、病期分類、検査所⾒、画
像所⾒、病理所⾒、治療法を
説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

977
D-14-4)-(2

②

喉頭癌について、病因、病期
分類、検査所⾒、画像所⾒、
病理所⾒、治療法を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

978 D-15-1)①
患者-医師の良好な信頼関係
に基づく精神科⾯接の基本を
説明できる。

3 1 1 1

979 D-15-1)②
精神科診断分類法を説明でき
る。

4 1 1 1 1

980 D-15-1)③

精神科医療の法と倫理に関す
る必須項⽬（精神保健及び精
神障害者福祉に関する法律、
⼼神喪失者等医療観察法、イ
ンフォームド・コンセント）
を説明できる。

4 1 1 1 1

981 D-15-1)④
コンサルテーション・リエゾ
ン精神医学を説明できる。

3 1 1 1

982 D-15-1)⑤

⼼理学的検査法（質問紙法、
Rorschachテスト、簡易精神
症状評価尺度(Brief
Psychiatric Rating Scale
<BPRS>)、Hamiltonうつ病
評価尺度、Beckのうつ病⾃⼰
評価尺度、状態特性不安検査
(State-Trait Anxiety
Inventory <STAI>)、Mini-
Mental State Examination
<MMSE>、改訂⻑⾕川式簡
易知能評価スケール等）の種
類と概要を説明できる。

4 1 1 1 1

983 D-15-2)①
不安・躁うつをきたす精神障
害を列挙し、その鑑別診断を
説明できる。

5 1 1 1 1 1

984 D-15-2)②
意識障害、不眠、幻覚・妄想
をきたす精神障害を列挙し、
その鑑別診断を説明できる。

5 1 1 1 1 1

985 D-15-2)③

ストレスなどの⼼理社会的要
因が症候（息苦しさ、⼼窩部
痛、腹痛、頭痛、疲労、痒
み、慢性疼痛等）に密接に関
与している代表的な疾患を列
挙し、その鑑別診断を説明で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

986 D-15-3)①
症状精神病の概念と診断を概
説できる。

5 1 1 1 1 1

987 D-15-3)②
認知症の診断と治療を説明で
きる。

6 1 1 1 1 1 1

988 D-15-3)③

薬物使⽤に関連する精神障害
やアルコール、ギャンブル等
への依存症の病態と症候を説
明できる。

6 1 1 1 1 1

989 D-15-3)④
統合失調症の症候と診断、救
急治療を説明できる。

4 1 1 1 1

990 D-15-3)⑤
うつ病の症候と診断を説明で
きる。

5 1 1 1 1 1

991 D-15-3)⑥
双極性障害（躁うつ病）の症
候と診断を説明できる。

4 1 1 1 1

992 D-15-3)⑦
不安障害群と⼼的外傷及びス
トレス因関連障害群の症候と
診断を説明できる。

4 1 1 1 1

993 D-15-3)⑧
⾝体症状症及び関連症群、⾷
⾏動障害及び摂⾷障害群の症
候と診断を説明できる。

5 1 1 1 1 1

994 D-15-3)⑨
解離性障害群の症候、診断と
治療を説明できる。

5 1 1 1 1 1

995 D-15-3)⑩
パーソナリティ障害群を概説
できる。

4 1 1 1 1

996 D-15-3)⑪

知的能⼒障害群と⾃閉症スペ
クトラム障害(autism
spectrum disorder <ASD>)
を概説できる。

5 1 1 1 1 1

997 D-15-3)⑫

注意⽋如・多動障害
(attention deficit /
hyperactivity disorder
<ADHD>)と運動障害群を概
説できる。

4 1 1 1 1

998 E-1-1)①
集団遺伝学の基礎として
Hardy-Weinbergの法則を概
説できる。

3 1 1 1

999 E-1-1)②
家系図を作成、評価（Bayes
の定理、リスク評価）でき
る。

3 1 1 1

1000 E-1-1)③

⽣殖細胞系列変異と体細胞変
異の違いを説明でき、遺伝学
的検査の⽬的と意義を概説で
きる。

4 1 1

1001 E-1-1)④
遺伝情報の特性（不変性、予
⾒性、共有性）を説明でき
る。

3 1 1

1002 E-1-1)⑤
遺伝カウンセリングの意義と
⽅法を説明できる。

4 1 1 1

1003 E-1-1)⑥
遺伝医療における倫理的・法
的・社会的配慮を説明でき
る。

3 1 1 1

1004 E-1-1)⑦
遺伝医学関連情報にアクセス
することができる。

6 1 1 1 1 1

1005 E-1-1)⑧
遺伝情報に基づく治療や予防
をはじめとする適切な対処法
を概説できる。

3 1 1 1

1006 E-2-1)①
敗⾎症の症候と診断と治療を
説明できる。

5 1 1 1 1 1

1007 E-2-1)②
市中感染症と院内（病院）感
染症を説明できる。

5 1 1 1 1 1

1008 E-2-1)③

医療器具関連感染症（⾎管留
置カテーテル、尿道カテーテ
ル、⼈⼯呼吸器）、術後感染
症、⼿術部位感染症、を説明
できる。

6 1 1 1 1 1 1

1009 E-2-1)④

薬剤耐性(antimicrobial
resistance <AMR>)、菌交代
現象・菌交代症、薬剤耐性菌
（Methicillin-resistant
Staphylococcus aureus
<MRSA>、バンコマイシン耐
性腸球菌(vancomycin-
resistant Enterococci
<VRE>)、基質特異性拡張型
βラクタマーゼ(extended
spectrum beta-lactamase
<ESBL>)産⽣Gram陰性桿
菌、多剤耐性アシネトバク
ター属菌、カルバペネム耐性
腸内細菌科細菌等）を概説で
きる。

7 1 1 1 1 1 1

1010 E-2-1)⑤
コロナイゼーションと感染症
発症の違いを説明できる。

5 1 1 1 1 1

1011 E-2-1)⑥
コンプロマイズドホストと⽇
和⾒感染症を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

1012 E-2-1)⑦

新興・再興感染症（中東呼吸
器症候群(Middle East
respiratory syndrome
<MERS>)、ジカ熱、劇症型A
群レンサ球菌感染症等）、⼈
獣共通感染症、バイオテロに
関連する感染症を列挙でき
る。

7 1 1 1 1 1 1
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1013 E-2-2)①
各病原微⽣物、各感染臓器の
診断の⼿がかりとなる病歴と
⾝体所⾒を説明できる。

5 1 1 1 1

1014 E-2-2)②
ウイルス感染症診断における
抗原検査、核酸増幅検査、⾎
清抗体検査を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1

1015 E-2-2)③

細菌感染症診断における直接
塗抹、Gram染⾊、培養検
査、抗原検査、核酸増幅検
査、毒素検出検査、⾎清抗体
検査を説明できる

7 1 1 1 1 1 1

1016 E-2-2)④
真菌感染症診断における直接
塗抹、培養検査、抗原検査、
核酸増幅検査を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1017 E-2-2)⑤
病原微⽣物及び感染臓器ごと
の適切な抗微⽣物薬を説明で
きる。

6 1 1 1 1 1

1018 E-2-2)⑥
抗菌薬適正使⽤(antimicrobial
stewardship <AMS>)を説明
できる。

7 1 1 1 1 1 1

1019 E-2-2)⑦
予防接種について、適応と意
義、種類とそれぞれの投与⽅
法を説明できる。

5 1 1 1 1

1020 E-2-2)⑧ 感染症法を概説できる。 5 1 1 1 1 1
1021 E-2-3)① ショック 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1022 E-2-3)② 発熱 7 1 1 1 1 1 1
1023 E-2-3)③ けいれん 7 1 1 1 1 1 1 1
1024 E-2-3)④ 意識障害・失神 8 1 1 1 1 1 1 1 1
1025 E-2-3)⑤ 脱⽔ 7 1 1 1 1 1 1 1
1026 E-2-3)⑥ 全⾝倦怠感 6 1 1 1 1 1
1027 E-2-3)⑦ ⻩疸 5 1 1 1 1 1
1028 E-2-3)⑧ 発疹 5 1 1 1 1 1
1029 E-2-3)⑨ リンパ節腫脹 7 1 1 1 1 1 1 1
1030 E-2-3)⑩ 浮腫 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1031 E-2-3)⑪ 胸⽔ 4 1 1 1 1
1032 E-2-3)⑫ 胸痛・胸部圧迫感 4 1 1 1
1033 E-2-3)⑬ 呼吸困難・息切れ 7 1 1 1 1 1 1
1034 E-2-3)⑭ 咳・痰 4 1 1 1 1
1035 E-2-3)⑮ ⾎痰・喀⾎ 4 1 1 1 1
1036 E-2-3)⑯ 頭痛・頭重感 4 1 1 1 1
1037 E-2-3)⑰ 腹痛 7 1 1 1 1 1 1
1038 E-2-3)⑱ 悪⼼、嘔吐 7 1 1 1 1 1 1 1
1039 E-2-3)⑲ 便秘・下痢・⾎便 6 1 1 1 1 1 1
1040 E-2-3)⑳ 吐⾎・下⾎ 6 1 1 1 1 1
1041 E-2-3)㉑ ⾎尿・タンパク尿 7 1 1 1 1 1 1 1
1042 E-2-3)㉒ 関節痛、関節腫脹 3 1 1 1
1043 E-2-3)㉓ 腰背部痛 5 1 1 1 1 1

1044
E-2-4)-(1)

①
インフルエンザの症候と診断
と治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1045
E-2-4)-(1)

②
⿇疹の症候と診断と合併症及
び予防法を説明できる。

5 1 1 1 1 1

1046
E-2-4)-(1)

③
⾵疹の症候と診断と合併症及
び予防法を説明できる。

5 1 1 1 1 1

1047
E-2-4)-(1)

④

⽔痘・帯状疱疹の症候と診断
と治療及び予防法を説明でき
る。

5 1 1 1 1 1

1048
E-2-4)-(1)

⑤

流⾏性⽿下腺炎（ムンプス）
の症候と診断と合併症及び予
防法を説明できる。

5 1 1 1 1 1

1049
E-2-4)-(1)

⑥

ヒト免疫不全ウイルス<HIV>
感染症の症候と診断と治療及
び感染対策を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

1050
E-2-4)-(1)

⑦

単純ヘルペスウイルス感染
症、伝染性紅斑、⼿⾜⼝病、
突発性発疹、咽頭結膜熱、伝
染性単核(球)症を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

1051
E-2-4)-(1)

⑧

サイトメガロウイルス
<CMV>感染症を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

1052
E-2-4)-(1)

⑨

ヒトT細胞⽩⾎病ウイルス
(human T-cell leukemia
virus type  <HTLV-I>)感染症
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

1053
E-2-4)-(1)

⑩
プリオン病を説明できる。

3 1 1 1

1054
E-2-4)-(2)

①
⻩⾊ブドウ球菌感染症の症候
と診断と治療を説明できる。

4 1 1 1 1

1055
E-2-4)-(2)

②

A群β溶⾎性レンサ球菌感染
症の症候と診断と治療を説明
できる。

3 1 1 1

1056
E-2-4)-(2)

③

肺炎球菌感染症の症候と診断
と治療と予防法を説明でき
る。

4 1 1 1 1

1057
E-2-4)-(2)

④

インフルエンザ(桿)菌感染症
とMoraxella catarrhalis感染
症を説明できる。

5 1 1 1 1 1

1058
E-2-4)-(2)

⑤
緑膿菌感染症の症候と診断と
治療を説明できる。

4 1 1 1 1

1059
E-2-4)-(2)

⑥
⼤腸菌感染症の症候と診断と
治療を説明できる。

5 1 1 1 1 1

1060
E-2-4)-(2)

⑦

Clostridium difficile感染症の
症候と診断と治療を説明でき
る。

5 1 1 1 1 1

1061
E-2-4)-(2)

⑧

結核症、⾮結核性（⾮定型）
抗酸菌症の症候と診断と治療
及び予防法を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1062
E-2-4)-(2)

⑨
マイコプラズマ感染症を説明
できる。

7 1 1 1 1 1 1

1063
E-2-4)-(2)

⑩
クラミジア感染症を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1

1064
E-2-4)-(2)

⑪
レジオネラ感染症を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1

1065
E-2-4)-(2)

⑫
リケッチア感染症を説明でき
る。

3 1 1

1066
E-2-4)-(2)

⑬

カンピロバクター、サルモネ
ラ、リステリア感染症を説明
できる。

3 1 1 1

1067
E-2-4)-(3)

①

カンジダ症、クリプトコック
ス症、アスペルギルス症の症
候と診断と治療を説明でき
る。

5 1 1 1 1

1068
E-2-4)-(3)

②
ニューモシスチス肺炎の症候
と診断と治療を説明できる。

5 1 1 1 1 1

1069
E-2-4)-(3)

③

主な寄⽣⾍感染症（回⾍症、
アニサキス症、吸⾍症）を説
明できる。

3 1 1

1070
E-2-4)-(3)

④

主な原⾍感染症（マラリア、
トキソプラズマ症、アメーバ
⾚痢）を説明できる。

4 1 1 1

1071
E-2-4)-(4)

①
性感染症の原因微⽣物を説明
できる

4 1 1 1

1072
E-2-4)-(4)

②
梅毒の症候と診断と治療を説
明できる。

5 1 1 1 1

1073
E-2-4)-(4)

③
淋菌感染症の診断と治療を説
明できる。

4 1 1 1

1074
E-2-4)-(4)

④

性器クラミジア、性器ヘルペ
ス、尖圭コンジローマの診断
と治療を説明できる。

6 1 1 1 1 1

1075
E-2-4)-(5)

①

標準予防策(standard
precautions)、感染経路別予
防策（⾶沫感染予防策、接触
感染予防策や空気感染予防策
等）が必要となる病原微⽣物
を説明できる。

4 1 1 1

1076
E-2-4)-(5)

②

患者から医療従事者への病原
微⽣物曝露を防ぐための個⼈
防護具、予防接種等を概説で
きる。

4 1 1 1 1

1077
E-2-4)-(5)

③
医療従事者の体液曝露後の感
染予防策を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1078 E-3-1)①
腫瘍の定義と病態を説明でき
る。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1079 E-3-1)② 腫瘍の症候を説明できる 13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1080 E-3-1)③
腫瘍のグレード、ステージを
概説できる

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1081 E-3-2)①
腫瘍の検査所⾒を説明でき
る。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1082 E-3-2)②
腫瘍の画像所⾒や診断を説明
できる。

21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1083 E-3-2)③
腫瘍の病理所⾒や診断を説明
できる。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1084 E-3-3)①
腫瘍の集学的治療を概説でき
る。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1085 E-3-3)②
腫瘍の⼿術療法を概説でき
る。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1086 E-3-3)③
腫瘍の放射線療法を概説でき
る。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1087 E-3-3)④

腫瘍の薬物療法（殺細胞性抗
癌薬、分⼦標的薬、免疫
チェックポイント阻害薬）を
概説できる。

20 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1088 E-3-3)⑤
腫瘍の⽣物学的療法を概説で
きる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1089 E-3-3)⑥
腫瘍における⽀持療法を概説
できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1090 E-3-3)⑦
腫瘍における緩和ケアを概説
できる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1091 E-3-4)①
腫瘍の診療におけるチーム医
療を概説できる。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1092 E-3-4)②
腫瘍の診療における⽣命倫理
（バイオエシックス）を概説
できる。

7 1 1 1 1 1 1

1093 E-3-4)③
腫瘍性疾患をもつ患者の置か
れている状況を深く認識でき
る。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1094 E-3-5)①

⾎液・造⾎器・リンパ系：急
性⽩⾎病、慢性⾻髄性⽩⾎
病、⾻髄異形成症候群
<MDS>、成⼈T細胞⽩⾎病、
真正⾚⾎球増加症、本態性⾎
⼩板⾎症、⾻髄線維症、悪性
リンパ腫、多発性⾻髄腫

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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1095 E-3-5)②
神経系：脳・脊髄腫瘍、転移
性脳腫瘍

6 1 1 1 1 1 1

1096 E-3-5)③

⽪膚系：⽪膚良性腫瘍、⽪膚
悪性リンパ腫、⾎管⾁腫、基
底細胞上⽪腫(癌)、扁平上⽪
癌、悪性⿊⾊腫

6 1 1 1 1 1 1

1097 E-3-5)④
運動器（筋⾻格系）：転移性
脊椎腫瘍、⾻⾁腫

4 1 1 1 1

1098 E-3-5)⑤ 循環器系：粘液腫 4 1 1 1 1

1099 E-3-5)⑥
呼吸器系：肺癌、転移性肺腫
瘍、縦隔腫瘍、胸膜中⽪腫

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1100 E-3-5)⑦

消化器系：⾷道癌、胃癌、⼤
腸ポリープ、⼤腸癌、胆嚢・
胆管癌、原発性肝癌、膵内分
泌腫瘍、嚢胞性膵腫瘍、膵癌

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1101 E-3-5)⑧
腎・尿路系：腎癌、膀胱癌を
含む尿路上⽪癌

6 1 1 1 1 1 1

1102 E-3-5)⑨

⽣殖機能：前⽴腺癌、精巣腫
瘍、⼦宮頸癌、⼦宮体癌（⼦
宮内膜癌）、卵巣腫瘍（卵巣
癌、卵巣嚢腫）、絨⽑性疾患
（胞状奇胎、絨⽑癌）

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1103 E-3-5)⑩ 乳房：原発性乳癌 7 1 1 1 1 1 1

1104 E-3-5)⑪
内分泌・栄養・代謝系：甲状
腺腫瘍（腺腫様甲状腺腫、甲
状腺癌）、褐⾊細胞腫

6 1 1 1 1 1 1

1105 E-3-5)⑫ 眼・視覚系：網膜芽細胞腫 3 1 1 1

1106 E-3-5)⑬
⽿⿐・咽喉・⼝腔系：⾆癌、
咽頭癌、喉頭癌

6 1 1 1 1 1 1

1107 E-3-5)⑭ ⼩児腫瘍：神経芽腫 4 1 1 1

1108 E-4-1)①
⾃⼰抗体の種類と臨床的意義
を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1109 E-4-2)① ショック 6 1 1 1 1 1 1
1110 E-4-2)② 発熱 5 1 1 1 1 1
1111 E-4-2)③ 全⾝倦怠感 4 1 1 1 1
1112 E-4-2)④ 発疹 5 1 1 1 1 1
1113 E-4-2)⑤ 貧⾎ 5 1 1 1 1 1
1114 E-4-2)⑥ リンパ節腫脹 6 1 1 1 1 1 1
1115 E-4-2)⑦ 浮腫 6 1 1 1 1 1 1
1116 E-4-2)⑧ 呼吸困難・息切れ 7 1 1 1 1 1 1 1
1117 E-4-2)⑨ 咳・痰 4 1 1 1 1
1118 E-4-2)⑩ ⾎尿・タンパク尿 7 1 1 1 1 1 1 1
1119 E-4-2)⑪ 関節痛・関節腫脹 6 1 1 1 1 1 1

1120
E-4-3)-(1)

①
膠原病と⾃⼰免疫疾患を概説
し、その種類を列挙できる。

7 1 1 1 1 1 1

1121
E-4-3)-(1)

②
関節炎をきたす疾患を列挙で
きる。

4 1 1 1 1

1122
E-4-3)-(1)

③

膠原病に特徴的な⽪疹を説明
し、関連する疾患を列挙でき
る。

4 1 1 1 1

1123
E-4-3)-(2)

①

関節リウマチの病態⽣理、症
候、診断、治療とリハビリ
テーションを説明できる。

6 1 1 1 1 1

1124
E-4-3)-(2)

②
関節リウマチの関節外症状を
説明できる。

4 1 1 1

1125
E-4-3)-(2)

③
成⼈Still病の症候、診断と治
療を説明できる。

4 1 1 1 1

1126
E-4-3)-(2)

④

若年性特発性関節炎(juvenile
idiopathic arthritis <JIA>)の
特徴を説明できる。

4 1 1 1 1

1127
E-4-3)-(3)

①

全⾝性エリテマトーデス
<SLE>の病態⽣理、症候、診
断と治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

1128
E-4-3)-(3)

②

全⾝性エリテマトーデス
<SLE>の合併症（神経精神全
⾝性エリテマトーデス、ルー
プス腎炎）を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1129
E-4-3)-(3)

③

抗リン脂質抗体症候群の病態
⽣理、症候、診断と治療を説
明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1130
E-4-3)-(4)

①

全⾝性強⽪症の病態⽣理、分
類、症候、診断及び臓器病変
（特に肺・腎）を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

1131
E-4-3)-(4)

②

⽪膚筋炎・多発性筋炎の症
候、診断、治療及び合併症
（間質性肺炎、悪性腫瘍）を
説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1132
E-4-3)-(4)

③
混合性結合組織病を概説でき
る。

4 1 1 1

1133
E-4-3)-(4)

④
Sjögren症候群を概説でき
る。

7 1 1 1 1 1 1

1134
E-4-3)-(5)

①

全⾝性⾎管炎を分類/列挙
し、その病態⽣理、症候、診
断と治療を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1135
E-4-3)-(5)

②
Behçet病の症候、診断と治療
を説明できる。

6 1 1 1 1 1

1136
E-4-3)-(5)

③

Kawasaki病（急性熱性⽪膚
粘膜リンパ節症候群）の病態
⽣理、症候、診断と治療を説
明できる。

2 1 1

1137
E-4-3)-(6)

①

主要な全⾝性アレルギー性疾
患の分類と特徴を概説でき
る。

6 1 1 1 1 1

1138
E-4-3)-(6)

②
アナフィラキシーの症候、診
断と治療を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1139
E-4-3)-(6)

③
⾷物アレルギーの種類、診断
と治療を概説できる。

6 1 1 1 1 1

1140
E-4-3)-(7)

①
原発性免疫不全症の病態、診
断と治療を概説できる。

4 1 1 1

1141 E-5-1)①
中毒患者の検査と起因物質の
分析を概説できる。

4 1 1 1

1142 E-5-2)① ショック 8 1 1 1 1 1 1 1
1143 E-5-2)② 発熱 5 1 1 1 1
1144 E-5-2)③ 意識障害・失神 6 1 1 1 1 1 1
1145 E-5-2)④ 脱⽔ 4 1 1 1 1
1146 E-5-2)⑤ ⻩疸 4 1 1 1 1
1147 E-5-2)⑥ 発疹 5 1 1 1 1 1
1148 E-5-2)⑦ 貧⾎ 4 1 1 1 1
1149 E-5-2)⑧ 呼吸困難・息切れ 8 1 1 1 1 1 1 1 1
1150 E-5-2)⑨ 運動⿇痺・筋⼒低下 5 1 1 1 1 1
1151 E-5-2)⑩ 腹痛 4 1 1 1 1
1152 E-5-2)⑪ 悪⼼・嘔吐 4 1 1 1 1
1153 E-5-2)⑫ 便秘・下痢・⾎便 4 1 1 1 1
1154 E-5-2)⑬ 吐⾎・下⾎ 4 1 1 1 1
1155 E-5-2)⑭ 尿量・排尿の異常 4 1 1 1 1

1156
E-5-3)-(1)

①
⾷中毒の病因、症候と予防法
を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1157
E-5-3)-(1)

②

⼀酸化炭素中毒の発⽣機序、
症候、診断と治療法を説明で
きる。

6 1 1 1 1 1 1

1158
E-5-3)-(1)

③

有機リン剤、有機塩素剤と有
機溶剤による中毒の機序、診
断と治療を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

1159
E-5-3)-(1)

④

重⾦属、⻘酸、ヒ素、パラ
コート、⾃然毒による中毒を
概説できる。

7 1 1 1 1 1 1

1160
E-5-3)-(1)

⑤

アルコール、覚醒剤・⿇薬・
⼤⿇などの乱⽤薬物による中
毒を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1161
E-5-3)-(1)

⑥
医薬品による中毒を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1

1162
E-5-3)-(2)

①
⾼温による障害（熱中症）を
説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1163
E-5-3)-(2)

②
寒冷による障害を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1

1164
E-5-3)-(2)

③
振動障害と騒⾳障害を説明で
きる。

5 1 1 1 1 1

1165
E-5-3)-(2)

④
気圧による障害の原因や対処
を説明できる。

6 1 1 1 1 1

1166
E-5-3)-(3)

①

熱傷⾯積（の法則）と深(達)
度から熱傷の重症度を説明で
きる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1167
E-5-3)-(3)

②
熱傷の治療⽅針を概説でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1168 E-6-1)①
放射線の種類と放射能、これ
らの性質・定量法・単位を説
明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1169 E-6-1)②

内部被ばくと外部被ばくにつ
いて、線量評価やその病態、
症候、診断と治療を説明でき
る。

4 1 1 1 1

1170 E-6-1)③

放射線及び電磁波の⼈体（胎
児を含む）への影響（急性影
響と晩発影響）を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

1171 E-6-1)④
種々の正常組織の放射線の透
過性や放射線感受性の違いを
説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1172 E-6-1)⑤

磁気共鳴画像法<MRI>で⽤い
られている磁場や電磁波によ
る⼈体や植え込みデバイスの
発熱等の現象を概説できる。

4 1 1 1 1

1173 E-6-1)⑥

放射線の遺伝⼦、細胞への作
⽤と放射線による細胞死の機
序、局所的・全⾝的影響を説
明できる。

4 1 1 1 1

1174 E-6-1)⑦
放射線被ばく低減の原則と安
全管理を説明できる。

3 1 1 1

1175 E-6-2)①

放射線診断やインターベン
ショナルラジオロジーの被ば
く軽減の原則を知り、それを
実⾏できる。

3 1 1 1

1176 E-6-2)②

放射線診断（エックス線撮
影、コンピュータ断層撮影
<CT>、核医学）や⾎管造影
及びインターベンショナルラ
ジオロジーの利益とコスト･
リスク（被ばく線量、急性、
晩発影響等）を知り、適応の
有無を判断できる。

4 1 1 1 1
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1177 E-6-2)③
放射線治療の⽣物学的原理
と、⼈体への急性影響と晩発
影響を説明できる。

4 1 1 1 1

1178 E-6-2)④
医療被ばくに関して、放射線
防護と安全管理を説明でき
る。

3 1 1 1

1179 E-6-2)⑤
放射線診断や治療の被ばくに
関して、患者にわかりやすく
説明できる。

3 1 1 1

1180 E-6-3)①
患者と家族が感じる放射線特
有の精神的・社会的苦痛に対
して⼗分に配慮できる。

1 1

1181 E-6-3)②

患者の漠然とした不安を受け
⽌め、不安を軽減するために
わかりやすい⾔葉で説明で
き、対話ができる。

1 1

1182 E-6-4)①
内部被ばくと外部被ばくの病
態、症候、線量評価、治療を
説明できる。

4 1 1 1 1

1183 E-6-4)②
放射線災害・原⼦⼒災害での
メンタルヘルスを説明でき
る。

2 1 1

1184 E-7-1)①
胎児の循環・呼吸の⽣理的特
徴と出⽣時の変化を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1

1185 E-7-1)②
主な先天性疾患を列挙でき
る。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1186 E-7-1)③
新⽣児の⽣理的特徴を説明で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1187 E-7-1)④
胎児機能不全(non-reassuring
fetal status <NRFS>)を説明
できる。

6 1 1 1 1 1 1

1188 E-7-1)⑤
新⽣児仮死の病態を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

1189 E-7-1)⑥
新⽣児マススクリーニングを
説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1190 E-7-1)⑦
新⽣児⻩疸の鑑別と治療を説
明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1191 E-7-1)⑧
新⽣児期の呼吸障害の病因を
列挙できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1192 E-7-1)⑨
正常児・低出⽣体重児・病児
の管理の基本を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1193 E-7-1)⑩
低出⽣体重児固有の疾患を概
説できる。

4 1 1 1 1

1194 E-7-2)①
乳幼児の⽣理機能の発達を説
明できる。

4 1 1 1 1

1195 E-7-2)②
乳幼児の正常な精神運動発達
を説明できる。

4 1 1 1 1

1196 E-7-2)③
乳幼児の保育法・栄養法の基
本を概説できる。

4 1 1 1 1

1197 E-7-2)④
乳幼児突然死症候群(sudden
infant death syndrome
<SIDS>)を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1198 E-7-3)①
⼩児の精神運動発達及び⼼⾝
相関を説明できる。

4 1 1 1 1

1199 E-7-3)②
⼩児の栄養上の問題点を列挙
できる。

5 1 1 1 1 1

1200 E-7-3)③
⼩児免疫発達と感染症の関係
を概説できる。

4 1 1 1 1

1201 E-7-3)④
⼩児保健における予防接種の
意義と内容を説明できる。

6 1 1 1 1 1

1202 E-7-3)⑤
成⻑に関わる主な異常（⼩児
⼼⾝症を含む）を列挙でき
る。

5 1 1 1 1 1

1203 E-7-3)⑥ 児童虐待を概説できる。 7 1 1 1 1 1 1 1

1204 E-7-3)⑦
⼩児の診断法と治療法におけ
る特徴を概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

1205 E-7-3)⑧

神経発達障害群（⾃閉症スペ
クトラム障害<ASD>、注意
⽋如・多動障害<ADHD>、限
局性学習障害、チック障害
群）を列挙できる。

6 1 1 1 1 1 1

1206 E-7-4)①
思春期発現の機序と性徴を説
明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1207 E-7-4)②
思春期と関連した精神保健上
の問題を列挙できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1208 E-7-4)③
移⾏期医療の現状と課題を説
明できる。

7 1 1 1 1 1 1

1209 E-8-1)①

⽼化学説、⽼化制御、加齢に
伴う臓器の構造的・機能的変
化を説明でき、これによる予
備能の低下等患者にもたらさ
れる⽣理的変化を説明でき
る。

7 1 1 1 1 1

1210 E-8-1)②

⾼齢者総合機能評価
(comprehensive geriatric
assessment <CGA>)を実施
できる。

4 1 1 1

1211 E-8-1)③

⽼年症候群（歩⾏障害・転
倒、認知機能障害、排泄障
害、栄養障害、摂⾷・嚥下障
害等）の概念を説明できる。

6 1 1 1 1 1

1212 E-8-1)④

フレイル、サルコペニア、ロ
コモティブ・シンドロームの
概念、その対処法、予防が説
明できる。

7 1 1 1 1 1 1

1213 E-8-1)⑤
認知症、うつ、せん妄の違い
を説明し、それぞれの鑑別、
初期対応を実施できる。

5 1 1 1 1 1

1214 E-8-1)⑥

歩⾏障害・転倒の評価、鑑別
診断を⾏い、原因に応じた転
倒予防・リハビリテーション
を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1215 E-8-1)⑦

⼝腔機能低下、摂⾷・嚥下障
害の評価、鑑別診断を⾏い、
原因に応じた治療・リハビリ
テーション、予防を実施でき
る。

4 1 1 1 1

1216 E-8-1)⑧
⾼齢者の栄養マネジメントを
説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1217 E-8-1)⑨

加齢に伴う薬物動態の変化、
⾼齢者に対する薬物療法の注
意点を説明でき、ポリファー
マシーの是正等適切な介⼊が
実施できる。

7 1 1 1 1 1

1218 E-8-1)⑩

⾼齢者の障害及び廃⽤症候群
を説明でき、それらに対する
リハビリテーションを説明で
きる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1219 E-8-1)⑪
⾼齢者の退院⽀援と介護保険
制度を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1220 E-8-1)⑫
⾼齢者の⼈⽣の最終段階にお
ける医療（エンド・オブ・ラ
イフ・ケア）を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1221 E-9-1)①
死の概念と定義や⽣物学的な
個体の死を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

1222 E-9-1)②
植物状態と脳死の違いを説明
できる。

5 1 1 1 1

1223 E-9-1)③
内因死と外因死について違い
と内容を説明できる。

4 1 1 1 1

1224 E-9-1)④

突然死の定義を説明でき、突
然死を来しうる疾患（乳幼児
突然死症候群<SIDS>を含
む）を列挙できる。

4 1 1 1 1

1225 E-9-1)⑤ 診療関連死を説明できる。 5 1 1 1 1 1

1226 E-9-1)⑥
死に⾄る⾝体と⼼の過程を説
明できる。その個別性にも共
感配慮できる。

5 1 1 1 1 1

1227 E-9-1)⑦

⼈⽣の最終段階における医療
（エンド・オブ・ライフ・ケ
ア）での患者とのコミュニ
ケーション、頻度の⾼い苦痛
とその対処法・ケアを説明で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1228 E-9-1)⑧

⽔・補液、栄養管理を含む⼈
⽣の最終段階における医療
（エンド・オブ・ライフ・ケ
ア）と⼩児の特殊性を説明で
きる。

3 1 1 1

1229 E-9-1)⑨

⼈⽣の最終段階における医療
（エンド・オブ・ライフ・ケ
ア）での本⼈の意思決定、事
前指⽰、延命治療、Do not
attempt resuscitation
<DNAR>、尊厳死と安楽死、
治療の中⽌と差し控えの概念
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1230 E-9-1)⑩
患者の死後の家族ケア（悲嘆
のケア（グリーフケア））を
説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1231 F-1-1)①
発熱の原因と病態⽣理を説明
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1232 F-1-1)②
発熱をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1233 F-1-1)③
発熱がある患者の治療の要点
を説明し、専⾨的治療が必要
な状態を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1234 F-1-2)①
全⾝倦怠感の原因と病態⽣理
を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1235 F-1-2)②
全⾝倦怠感をきたす疾患(群)
を列挙し、診断の要点を説明
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1236 F-1-2)③
全⾝倦怠感がある患者の治療
の要点を説明し、専⾨的治療
が必要な状態を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1237 F-1-3)①
⾷思(欲)不振の原因と病態⽣
理を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1238 F-1-3)②
⾷思(欲)不振をきたす疾患
(群)を列挙し、診断の要点を
説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1239 F-1-3)③

⾷思(欲)不振がある患者の治
療の要点を説明し、専⾨的治
療が必要な状態を概説でき
る。

6 1 1 1 1 1 1
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1240 F-1-4)①
体重減少・体重増加の原因と
病態⽣理を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1241 F-1-4)②
体重減少・体重増加をきたす
疾患(群)を列挙し、診断の要
点を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1242 F-1-4)③

体重減少・体重増加がある患
者の治療の要点を説明し、専
⾨的治療が必要な状態を概説
できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1243 F-1-5)①
ショックの原因と病態⽣理を
説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1244 F-1-5)②
ショックをきたす疾患(群)を
列挙し、診断の要点を説明で
きる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1245 F-1-5)③

ショック状態にある患者の治
療の要点を説明し、専⾨的治
療が必要な状態を概説でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1246 F-1-6)①
⼼停⽌の原因と病態⽣理を説
明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1247 F-1-6)②
⼼停⽌をきたす疾患(群)を列
挙し、診断の要点を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

1248 F-1-6)③
⼼停⽌患者の治療の要点を説
明し、専⾨的治療が必要な状
態を概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

1249 F-1-7)①
意識障害・失神の原因と病態
⽣理を説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1250 F-1-7)②
意識障害・失神をきたす疾患
(群)を列挙し、診断の要点を
説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1251 F-1-7)③

意識障害・失神がある患者の
治療の要点を説明し、専⾨的
治療が必要な状態を概説でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1252 F-1-8)①
けいれんの原因と病態⽣理を
説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1253 F-1-8)②
けいれんをきたす疾患(群)を
列挙し、診断の要点を説明で
きる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1254 F-1-8)③
けいれんがある患者の治療の
要点を説明し、専⾨的治療が
必要な状態を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1255 F-1-9)①
めまいの原因と病態⽣理を説
明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1256 F-1-9)②
めまいをきたす疾患(群)を列
挙し、診断の要点を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1257 F-1-9)③
めまいがある患者の治療の要
点を説明し、専⾨的治療が必
要な状態を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1258 F-1-10)①
脱⽔の原因と病態⽣理を説明
できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1259 F-1-10)②
脱⽔をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1260 F-1-10)③
脱⽔がある患者の治療の要点
を説明し、専⾨的治療が必要
な状態を概説できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1261 F-1-11)①
浮腫の原因と病態⽣理を説明
できる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1262 F-1-11)②
浮腫をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1263 F-1-11)③
浮腫がある患者の治療の要点
を説明し、専⾨的治療が必要
な状態を概説できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1264 F-1-12)①
発疹の原因と病態⽣理を説明
できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1265 F-1-12)②
発疹をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1266 F-1-12)③
発疹がある患者の治療の要点
を説明し、専⾨的治療が必要
な状態を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1267 F-1-13)①
咳・痰の原因と病態⽣理を説
明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1268 F-1-13)②
咳・痰をきたす疾患(群)を列
挙し、診断の要点を説明でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1269 F-1-13)③
咳・痰がある患者の治療の要
点を説明し、専⾨的治療が必
要な状態を概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

1270 F-1-14)①
⾎痰・喀⾎の原因と病態⽣理
を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1271 F-1-14)②
⾎痰・喀⾎をきたす疾患(群)
を列挙し、診断の要点を説明
できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1272 F-1-14)③
⾎痰・喀⾎がある患者の治療
の要点を説明し、専⾨的治療
が必要な状態を概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

1273 F-1-15)①
呼吸困難の原因と病態⽣理を
説明できる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1274 F-1-15)②
呼吸困難をきたす疾患(群)を
列挙し、診断の要点を説明で
きる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1275 F-1-15)③
呼吸困難がある患者の治療の
要点を説明し、専⾨的治療が
必要な状態を概説できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1276 F-1-16)①
胸痛の原因と病態⽣理を説明
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1277 F-1-16)②
胸痛をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1278 F-1-16)③
胸痛がある患者の治療の要点
を説明し、専⾨的治療が必要
な状態を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1279 F-1-17)①
動悸の原因と病態⽣理を説明
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1280 F-1-17)②
動悸をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1281 F-1-17)③
動悸がある患者の治療の要点
を説明し、専⾨的治療が必要
な状態を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1282 F-1-18)①
胸⽔の原因と病態⽣理を説明
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1283 F-1-18)②
胸⽔をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1284 F-1-18)③
胸⽔がある患者の治療の要点
を説明し、専⾨的治療が必要
な状態を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1285 F-1-19)①
嚥下困難・障害の原因と病態
⽣理を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1286 F-1-19)②
嚥下困難・障害をきたす疾患
(群)を列挙し、診断の要点を
説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1287 F-1-19)③

嚥下困難・障害がある患者の
治療の要点を説明し、専⾨的
治療が必要な状態を概説でき
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1288 F-1-20)①
腹痛の原因と病態⽣理を説明
できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

1289 F-1-20)②
腹痛をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1290 F-1-20)③
腹痛がある患者の治療の要点
を説明し、専⾨的治療が必要
な状態を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1291 F-1-21)①
悪⼼・嘔吐の原因と病態⽣理
を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1292 F-1-21)②
悪⼼・嘔吐をきたす疾患(群)
を列挙し、診断の要点を説明
できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1293 F-1-21)③
悪⼼・嘔吐がある患者の治療
の要点を説明し、専⾨的治療
が必要な状態を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1294 F-1-22)①
吐⾎・下⾎の原因と病態⽣理
を説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1295 F-1-22)②
吐⾎・下⾎をきたす疾患(群)
を列挙し、診断の要点を説明
できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1296 F-1-22)③
吐⾎・下⾎がある患者の治療
の要点を説明し、専⾨的治療
が必要な状態を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1297 F-1-23)①
便秘・下痢の原因と病態⽣理
を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1298 F-1-23)②
便秘・下痢をきたす疾患(群)
を列挙し、診断の要点を説明
できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1299 F-1-23)③
便秘・下痢がある患者の治療
の要点を説明し、専⾨的治療
が必要な状態を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1300 F-1-24)①
⻩疸の原因と病態⽣理を説明
できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1301 F-1-24)②
⻩疸をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1302 F-1-24)③
⻩疸がある患者の治療の要点
を説明し、専⾨的治療が必要
な状態を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1303 F-1-25)①
腹部膨隆（腹⽔を含む）・腫
瘤の原因と病態⽣理を説明で
きる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1304 F-1-25)②

腹部膨隆（腹⽔を含む）・腫
瘤をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1305 F-1-25)③

腹部膨隆（腹⽔を含む）・腫
瘤がある患者の治療の要点を
説明し、専⾨的治療が必要な
状態を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1306 F-1-26)①
貧⾎の原因と病態⽣理を説明
できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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1307 F-1-26)②
貧⾎をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1308 F-1-26)③
貧⾎がある患者の治療の要点
を説明し、専⾨的治療が必要
な状態を概説できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1309 F-1-27)①
リンパ節腫脹の原因と病態⽣
理を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1310 F-1-27)②
リンパ節腫脹をきたす疾患
(群)を列挙し、診断の要点を
説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1311 F-1-27)③

リンパ節腫脹がある患者の治
療の要点を説明し、専⾨的治
療が必要な状態を概説でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

1312 F-1-28)①
尿量・排尿の異常の原因と病
態⽣理を説明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1313 F-1-28)②
尿量・排尿の異常をきたす疾
患(群)を列挙し、診断の要点
を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1314 F-1-28)③

尿量・排尿の異常がある患者
の治療の要点を説明し、専⾨
的治療が必要な状態を概説で
きる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1315 F-1-29)①
⾎尿・タンパク尿の原因と病
態⽣理を説明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1316 F-1-29)②
⾎尿・タンパク尿をきたす疾
患(群)を列挙し、診断の要点
を説明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1317 F-1-29)③

⾎尿・タンパク尿がある患者
の治療の要点を説明し、専⾨
的治療が必要な状態を概説で
きる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1318 F-1-30)①
⽉経異常の原因と病態⽣理を
説明できる。

5 1 1 1 1 1

1319 F-1-30)②
⽉経異常をきたす疾患(群)を
列挙し、診断の要点を説明で
きる。

5 1 1 1 1 1

1320 F-1-30)③
⽉経異常がある患者の治療の
要点を説明し、専⾨的治療が
必要な状態を概説できる。

5 1 1 1 1 1

1321 F-1-31)①
不安・抑うつの原因と病態⽣
理を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1322 F-1-31)②
不安・抑うつをきたす疾患
(群)を列挙し、診断の要点を
説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1323 F-1-31)③

不安・抑うつがある患者の治
療の要点を説明し、専⾨的治
療が必要な状態を概説でき
る。

5 1 1 1 1 1

1324 F-1-32)①
もの忘れの原因と病態⽣理を
説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1325 F-1-32)②
もの忘れをきたす疾患(群)を
列挙し、診断の要点を説明で
きる。

6 1 1 1 1 1 1

1326 F-1-32)③
もの忘れがある患者の治療の
要点を説明し、専⾨的治療が
必要な状態を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1327 F-1-33)①
頭痛の原因と病態⽣理を説明
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1328 F-1-33)②
頭痛をきたす疾患(群)を列挙
し、診断の要点を説明でき
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1329 F-1-33)③
頭痛がある患者の治療の要点
を説明し、専⾨的治療が必要
な状態を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1330 F-1-34)①
運動⿇痺・筋⼒低下の原因と
病態⽣理を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1331 F-1-34)②
運動⿇痺・筋⼒低下をきたす
疾患(群)を列挙し、診断の要
点を説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1332 F-1-34)③

運動⿇痺・筋⼒低下がある患
者の治療の要点を説明し、専
⾨的治療が必要な状態を概説
できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1333 F-1-35)①
腰背部痛の原因と病態⽣理を
説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1334 F-1-35)②
腰背部痛をきたす疾患(群)を
列挙し、診断の要点を説明で
きる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1335 F-1-36)①
関節痛・関節腫脹の原因と病
態⽣理を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1336 F-1-36)②
関節痛・関節腫脹をきたす疾
患(群)を列挙し、診断の要点
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1337 F-1-36)③

関節痛・関節腫脹がある患者
の治療の要点を説明し、専⾨
的治療が必要な状態を概説で
きる。

5 1 1 1 1 1

1338 F-1-37)①
外傷・熱傷の病態⽣理を説明
できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1339 F-1-37)②
外傷・熱傷の診断の要点を説
明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1340 F-1-37)③
外傷・熱傷がある患者の治療
の要点を説明し、専⾨的治療
が必要な状態を概説できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1341 F-2-1)①
問題の同定から治療やマネジ
メントに⾄るプロセスを列挙
できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1342 F-2-1)②
情報収集には医療⾯接、⾝体
診察、検査のつの⽅法がある
ことを説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1343 F-2-1)③

診断仮説を想起するために
は、解剖学、病理学、⽣理
学、⽣化学等の基礎医学や疾
患頻度が重要であることを説
明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1344 F-2-1)④
診断仮説を検証するために、
診断仮説に基づいた情報収集
を実施できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1345 F-2-1)⑤
診断過誤の原因とその防⽌法
を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1346 F-2-1)⑥

状況に応じ、診断プロセスと
治療やマネジメントが並⾏し
て⾏われることが説明でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

1347 F-2-1)⑦

治療やマネジメントに関して
意思決定するために、患者側
と情報共有や摺り合わせをす
ることができる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1348 F-2-1)⑧
コンサルテーションや紹介の
必要な状況を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1349 F-2-2)①
根拠に基づいた医療<EBM>
のつのステップを列挙でき
る。

5 1 1 1 1 1

1350 F-2-2)②
現場で遭遇した臨床上の問題
に関し、PICO (PECO)を⽤い
た問題の定式化ができる。

5 1 1 1 1 1

1351 F-2-2)③

研究デザイン（観察研究（記
述研究、横断研究、症例対照
研究、コホート研究）、介⼊
研究（臨床研究、ランダム化
⽐較試験）、システマティッ
クレビュー、メタ分析（メタ
アナリシス）を概説できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1352 F-2-2)④

データベースや⼆次⽂献から
のエビデンス、診療ガイドラ
インを検索することができ
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1353 F-2-2)⑤
得られた情報の批判的吟味が
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1354 F-2-2)⑥
診療ガイドラインの種類と使
⽤上の注意を列挙できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1355 F-2-2)⑦
診療ガイドラインの推奨の強
さについて違いを述べること
ができる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1356 F-2-3)①
臨床検査の⽬的と意義を説明
でき、必要最⼩限の検査項⽬
を選択できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1357 F-2-3)②
臨床検査の正しい検体採取⽅
法と検体保存⽅法を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

1358 F-2-3)③

臨床検査の安全な実施⽅法
（患者確認と検体確認、検査
の合併症、感染症予防、精度
管理）を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1359 F-2-3)④

臨床検査の特性（感度、特異
度、偽陽性、偽陰性、検査前
確率（事前確率）・検査後確
率（事後確率）、尤度⽐、
receiver operating
characteristic <ROC>曲線）
と判定基準（基準値・基準範
囲、カットオフ値、パニック
値）を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1360 F-2-3)⑤
臨床検査の⽣理的変動、測定
誤差、精度管理、ヒューマン
エラーを説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1361 F-2-3)⑥
⼩児、⾼齢者、妊産婦の検査
値特性を説明し、結果を解釈
できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1362 F-2-3)⑦

病態を推察する基本的検査と
確定診断のための検査の意
義・相違点を理解・説明でき
る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1363 F-2-3)⑧

⾎算、凝固・線溶検査、尿・
糞便検査、⽣化学検査の⽬的
と適応を説明し、結果を解釈
できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1364 F-2-3)⑨
染⾊体・遺伝⼦検査の⽬的と
適応を説明し、結果を解釈で
きる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1365 F-2-3)⑩
病理組織検査、細胞診検査、
フローサイトメトリの意義を
説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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1366 F-2-3)⑪
免疫⾎清学検査、輸⾎検査の
⽬的と適応を説明し、結果を
解釈できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

1367 F-2-3)⑫

⽣体機能検査（⼼電図、⼼臓
機能検査、呼吸機能検査、超
⾳波検査、内分泌・代謝機能
検査、脳波検査、針筋電図検
査、末梢神経伝導検査）の⽬
的と適応を説明し、結果を解
釈できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1368 F-2-3)⑬

細菌学検査（細菌の塗抹、培
養、同定、薬剤感受性試験）
の⽬的と適応を説明し、結果
を解釈できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1369 F-2-3)⑭

動脈⾎ガス分析、経⽪的酸素
飽和度モニターの⽬的と適応
を説明し、結果を解釈でき
る。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1370 F-2-3)⑮
脳脊髄液・胸⽔・腹⽔検査の
⽬的と適応を説明し、結果を
解釈できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1371 F-2-4)①
病理診断、細胞診の適切な検
体の取扱い、標本作製及び診
断過程が説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1372 F-2-4)②
診断に必要な臨床情報の適切
な提供法を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1373 F-2-4)③
術中迅速診断の利点、⽋点を
説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1374 F-2-4)④
デジタル画像を⽤いた病理診
断（遠隔診断を含む）の利
点、⽋点を説明できる。

5 1 1 1 1

1375 F-2-4)⑤
病理解剖の医療における位置
付けと法的事項、⼿続等を説
明できる。

5 1 1 1 1

1376 F-2-5)①

エックス線撮影、コンピュー
タ断層撮影<CT>、磁気共鳴
画像法<MRI>と核医学検査の
原理を説明できる。

5 1 1 1 1 1

1377 F-2-5)②

エックス線撮影、コンピュー
タ断層撮影<CT>、磁気共鳴
画像法<MRI>と核医学検査の
読影の基本を説明できる。

6 1 1 1 1 1 1

1378 F-2-5)③
放射線治療の原理を説明し、
主な放射線治療法を列挙でき
る。

3 1 1 1

1379 F-2-5)④
放射線診断・治療による利益
と不利益を説明できる。

3 1 1 1

1380 F-2-5)⑤
インターベンショナルラジオ
ロジー（画像誘導下治療）を
概説できる。

4 1 1 1 1

1381 F-2-6)①
内視鏡機器の種類と原理を説
明できる。

3 1 1 1

1382 F-2-6)②
内視鏡検査法の種類を列挙
し、概説できる。

4 1 1 1 1

1383 F-2-6)③
内視鏡を⽤いる治療を概説で
きる。

4 1 1 1 1

1384 F-2-7)①
超⾳波機器の種類と原理を説
明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1385 F-2-7)②
超⾳波検査法の種類を列挙
し、概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

1386 F-2-7)③
主な疾患、病態のエコー像を
概説できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1387 F-2-7)④
超⾳波を⽤いる治療を概説で
きる。

5 1 1 1 1 1

1388 F-2-7)⑤
超⾳波の⽣体作⽤と安全性を
説明できる。

4 1 1 1 1

1389 F-2-7)⑥ 超⾳波造影法を説明できる。 1 1

1390 F-2-8)①

薬物（オピオイドを含む）の
蓄積、耐性、タキフィラキ
シー、依存、習慣性や嗜癖を
説明できる。

3 1 1

1391 F-2-8)②
主な薬物アレルギーの症候、
診察、診断を列挙し、予防策
と対処法を説明できる。

5 1 1 1 1

1392 F-2-8)③
薬物によるアナフィラキシー
ショックの症候、診断、対処
法を説明できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1393 F-2-8)④

各臓器系統（中枢・末梢神
経、循環器、呼吸器、消化
器、腎泌尿器、⾎液、内分泌
等）に作⽤する薬の薬理作
⽤、適応、有害事象、投与時
の注意事項を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1394 F-2-8)⑤
抗微⽣物薬の薬理作⽤、適
応、有害事象、投与時の注意
事項を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1

1395 F-2-8)⑥
抗腫瘍薬の適応、有害事象、
投与時の注意事項を説明でき
る。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1396 F-2-8)⑦
⿇薬性鎮痛薬・鎮静薬の適
応、有害事象、投与時の注意
事項を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1397 F-2-8)⑧
主な薬物の有害事象を概説で
きる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1398 F-2-8)⑨
年齢や臓器障害に応じた薬物
動態の特徴を考慮して薬剤投
与の注意点を説明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1

1399 F-2-8)⑩
薬物動態的相互作⽤について
例を挙げて説明できる。

5 1 1 1 1

1400 F-2-8)⑪
処⽅箋の書き⽅、服薬の基
本・アドヒアランスを説明で
きる。

5 1 1 1 1

1401 F-2-8)⑫
分⼦標的薬の薬理作⽤と有害
事象を説明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1402 F-2-8)⑬
漢⽅医学の特徴や、主な和漢
薬（漢⽅薬）の適応、薬理作
⽤を概説できる。

5 1 1 1 1

1403 F-2-8)⑭

ポリファーマシー、使⽤禁
忌、特定条件下での薬物使⽤
（アンチ・ドーピング等）を
説明できる。

5 1 1 1 1

1404
F-2-9)-(1)

①
清潔の概念と必要性を説明で
きる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1405
F-2-9)-(1)

②
⼿洗いの意味と⼿技を説明で
きる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1406
F-2-9)-(1)

③
ガウンテクニックの必要性と
⼿技を説明できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1407
F-2-9)-(1)

④
創傷治癒のメカニズムを説明
できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1408
F-2-9)-(1)

⑤

消毒の意味と⽅法を説明で
き、被覆材の種類と適応、効
果を説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1409
F-2-9)-(1)

⑥
外科的治療の適応と合併症を
説明できる。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1410
F-2-9)-(2)

①
⼿術の危険因⼦を列挙し、そ
の対応の基本を説明できる。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1411
F-2-9)-(2)

②

基本的バイタルサイン（体
温、呼吸、脈拍、⾎圧）の意
義とモニターの⽅法を説明で
きる。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1412
F-2-9)-(2)

③
主な術後合併症を列挙し、そ
の予防の基本を説明できる。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1413
F-2-9)-(2)

④

⼿術に関するインフォーム
ド・コンセントの注意点を列
挙できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1414
F-2-9)-(2)

⑤
周術期管理における事前のリ
スク評価を説明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1415
F-2-9)-(2)

⑥

周術期における主な薬剤の服
薬管理（継続、中⽌等）の必
要性とそれに伴うリスクの基
本を説明できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1416
F-2-9)-(2)

⑦
周術期管理における輸液・輸
⾎の基本を説明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1417
F-2-9)-(2)

⑧
術後痛の管理を説明できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1418
F-2-9)-(2)

⑨
術後回復室の役割を概説でき
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

1419
F-2-9)-(2)

⑩
集中治療室の役割を概説でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

1420 F-2-10)①
⿇酔の概念、種類と⿇酔時の
⽣体反応を説明できる。

3 1 1 1

1421 F-2-10)②
⿇酔管理を安全に⾏うための
術前評価と呼吸管理を概説で
きる。

4 1 1 1 1

1422 F-2-10)③
⿇酔薬と筋弛緩薬の種類と使
⽤上の原則を説明できる。

3 1 1

1423 F-2-10)④
吸⼊⿇酔と静脈⿇酔の適応、
禁忌、⽅法、事故と合併症を
概説できる。

2 1 1

1424 F-2-10)⑤
気管挿管を含む各種の気道確
保法を概説できる。

2 1 1

1425 F-2-10)⑥

局所⿇酔、末梢神経ブロッ
ク、神経叢ブロック、脊髄く
も膜下⿇酔、硬膜外⿇酔の適
応、禁忌と合併症を概説でき
る。

3 1 1 1

1426 F-2-10)⑦
安全な⿇酔のためのモニタリ
ングの⽅法、重要な異常所⾒
と対処法を概説できる。

3 1 1 1

1427 F-2-10)⑧
悪性⾼熱症や神経筋疾患患者
における⿇酔管理上の注意点
を概説できる。

2 1 1

1428 F-2-11)①

⾷⾏動、⾷事摂取基準、⾷事
バランス、⽇本⾷品標準成分
表、補助⾷品、⾷物繊維・プ
ロバイオティクス・プレバイ
オティクスを概説できる。

2 1 1

1429 F-2-11)②

栄養アセスメント、栄養ケ
ア・マネジメント、栄養サ
ポートチーム(nutrition
support team <NST>)、疾患
別の栄養療法を説明できる。

3 1 1 1
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1430 F-2-11)③

各種補液製剤（ビタミン、微
量元素を含む）の特徴と病態
に合わせた適応、投与時の注
意事項を説明できる。

2 1 1

1431 F-2-11)④

経静脈栄養と経管・経腸栄養
の適応、⽅法と合併症、⻑期
投与時の注意事項を説明でき
る。

3 1 1 1

1432 F-2-11)⑤
乳幼児と⼩児の輸液療法を説
明できる。

1 1

1433 F-2-12)①
主な医療機器の種類と原理を
概説できる。

4 1 1 1 1

1434 F-2-12)②
主な⼈⼯臓器の種類と原理を
概説できる。

4 1 1 1 1

1435 F-2-13)①
⾎液製剤及び⾎漿分画製剤の
種類と適応を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1436 F-2-13)②

⾎液型(ABO、RhD)検査、⾎
液交差適合（クロスマッチ）
試験、不規則抗体検査を説明
できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1437 F-2-13)③
輸⾎副反応、輸⾎使⽤記録保
管義務、不適合輸⾎の防⽌⼿
順を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1438 F-2-13)④
輸⾎の適正使⽤、成分輸⾎、
⾃⼰⾎輸⾎、緊急時の輸⾎を
説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1439 F-2-13)⑤
臓器移植、造⾎幹細胞移植の
種類と適応を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1440 F-2-13)⑥
移植と組織適合性の関係を説
明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1

1441 F-2-13)⑦
移植後の拒絶反応、移植⽚対
宿主病の病態⽣理と発症時の
対応を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

1442 F-2-13)⑧
免疫抑制薬の種類、適応と副
作⽤を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1

1443 F-2-14)①

リハビリテーションの概念と
適応（⼼⼤⾎管疾患、呼吸器
疾患、癌等の内部障害を含
む）を説明できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1444 F-2-14)②
リハビリテーション・チーム
の構成を理解し、医師の役割
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1445 F-2-14)③
福祉・介護との連携における
リハビリテーションの役割を
説明できる。

3 1 1 1

1446 F-2-14)④
障害を国際⽣活機能分類の⼼
⾝機能・⾝体構造、活動、参
加に分けて説明できる。

2 1 1

1447 F-2-14)⑤
機能障害と⽇常⽣活動作
(activities of daily living
<ADL>)の評価ができる。

4 1 1 1 1

1448 F-2-14)⑥
理学療法、作業療法と⾔語聴
覚療法を概説できる。

3 1 1 1

1449 F-2-14)⑦
主な歩⾏補助具、⾞椅⼦、義
肢（義⼿、義⾜）と装具を概
説できる。

4 1 1 1 1

1450 F-2-15)①
在宅医療の在り⽅、今後の必
要性と課題を概説できる。

6 1 1 1 1 1 1

1451 F-2-15)②
在宅医療における多職種連携
の重要性を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1452 F-2-15)③
褥瘡の予防、評価、処置・治
療及びチーム医療の重要性を
説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1453 F-2-15)④
在宅における⼈⽣の最終段階
における医療、看取りの在り
⽅と課題を概説できる。

4 1 1 1 1

1454 F-2-15)⑤
介護の定義と種類を説明でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

1455 F-2-15)⑥

⽇常⽣活動作<ADL>（排泄、
摂⾷、⼊浴等）に応じた介護
と環境整備の要点を概説でき
る。

5 1 1 1 1 1

1456 F-2-15)⑦

地域包括ケアシステムと介護
保険制度、障害者総合⽀援法
等の医療保健福祉制度を概説
できる。

4 1 1 1 1

1457 F-2-16)①

緩和ケア（緩和ケアチーム、
ホスピス、緩和ケア病棟、在
宅緩和ケアを含む）を概説で
きる。

6 1 1 1 1 1 1

1458 F-2-16)② 全⼈的苦痛を説明できる。 6 1 1 1 1 1 1

1459 F-2-16)③
緩和ケアにおいて頻度の⾼い
⾝体的苦痛、⼼理社会的苦痛
を列挙することができる。

5 1 1 1 1 1

1460 F-2-16)④
疼痛のアセスメント、疼痛緩
和の薬物療法、癌疼痛治療法
を説明できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1461 F-2-16)⑤
オピオイドの適応と課題を説
明できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1462 F-2-16)⑥
緩和ケアにおける患者・家族
の⼼理を説明できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1463 F-3-1)①
基本的診療知識に基づき、症
例に関する情報を収集・分析
できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1464 F-3-1)②
得られた情報を基に、その症
例の問題点を抽出できる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1465 F-3-1)③
病歴と⾝体所⾒等の情報を統
合して、鑑別診断ができる。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1466 F-3-1)④
主要疾患の症例に関して、診
断・治療計画を⽴案できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1467 F-3-2)①
適切な⾝だしなみ、⾔葉遣い
及び態度で患者に接すること
ができる。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1468 F-3-2)②
医療⾯接における基本的コ
ミュニケーション技法を⽤い
ることができる。

19 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1469 F-3-2)③

病歴（主訴、現病歴、常⽤
薬、アレルギー歴、既往歴、
家族歴、嗜好、⽣活習慣、社
会歴・職業歴、⽣活環境、家
庭環境、海外渡航歴、システ
ムレビュー）を聴き取り、情
報を取捨選択し整理できる。

21 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1470 F-3-2)④
診察時に患者に適切な体位
（⽴位、座位、半座位、臥
位、砕⽯位）を説明できる。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1471 F-3-2)⑤
診察で得た所⾒、診断、必要
な検査を上級医に説明、報告
できる。

19 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1472 F-3-3)①
適切に患者の情報を収集し、
問題志向型医療記録<POMR>
を作成できる。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1473 F-3-3)②
診療経過を主観的所⾒・客観
的所⾒・評価・計画<SOAP>
で記載できる。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1474 F-3-3)③
症例を適切に要約する習慣を
⾝に付け、状況に応じて提⽰
できる。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1475 F-3-3)④
プライバシー保護とセキュリ
ティーに充分配慮できる。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1476 F-3-4)①

臨床疫学的指標（感度・特異
度、尤度⽐等）を考慮して、
必要⼗分な検査を挙げ、症例
における検査結果の臨床的意
義を解釈できる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1477 F-3-4)②
科学的根拠に基づいた治療法
を述べることができる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1478
F-3-5)-(1)

①
患者の⽴場を尊重し、信頼を
得ることができる。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1479
F-3-5)-(1)

②

患者の安全を重視し、有害事
象が⽣じた場合は適切に対応
ができる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1480
F-3-5)-(1)

③

患者のプライバシー、羞恥
⼼、苦痛に配慮し、個⼈情報
等を守秘できる。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1481
F-3-5)-(1)

④

感染を予防するため、診察前
後の標準予防策(standard
precautions)ができる。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1482
F-3-5)-(1)

⑤

⾝だしなみ、⾔葉遣い及び態
度等に気を配ることができ
る。

19 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1483
F-3-5)-(1)

⑥

患者の状態から診察が可能か
どうかを判断し、状態に応じ
た診察ができる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1484
F-3-5)-(2)

①

⾝⻑・体重を測定し、body
mass index <BMI>の算出、
栄養状態を評価できる。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1485
F-3-5)-(2)

②
上腕で触診、聴診法により⾎
圧を測定できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1486
F-3-5)-(2)

③
両側の橈⾻動脈で脈拍を診察
できる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1487
F-3-5)-(2)

④
呼吸数を測定し、呼吸の異常
の有無を確認できる。

5 1 1 1 1 1

1488
F-3-5)-(2)

⑤
腋窩で体温を測定できる。

5 1 1 1 1 1

1489
F-3-5)-(2)

⑥

下肢の動脈の触診等、下腿の
⾎圧測定（触診法）、⼤腿の
⾎圧測定（聴診法）を実施で
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1490
F-3-5)-(2)

⑦

全⾝の外観（体型、栄養、姿
勢、歩⾏、顔貌、⽪膚、発
声）を評価できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1491
F-3-5)-(3)

①
頭部（顔貌、頭髪、頭⽪、頭
蓋）の診察ができる。

5 1 1 1 1 1

1492
F-3-5)-(3)

②

眼（視野、瞳孔、対光反射、
眼球運動・突出、結膜）の診
察ができる。

5 1 1 1 1 1

1493
F-3-5)-(3)

③
⽿（⽿介、聴⼒）の診察がで
きる。

5 1 1 1 1 1

1494
F-3-5)-(3)

④
⽿鏡で外⽿道、⿎膜を観察で
きる。

2 1 1

1495
F-3-5)-(3)

⑤
⾳叉を⽤いて聴⼒試験を実施
できる。

3 1 1 1

1496
F-3-5)-(3)

⑥
⼝唇、⼝腔、咽頭、扁桃の診
察ができる。

6 1 1 1 1 1 1
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1497
F-3-5)-(3)

⑦
⿐腔、副⿐腔の診察ができ
る。

4 1 1 1 1

1498
F-3-5)-(3)

⑧
⿐鏡を⽤いて前⿐腔を観察で
きる。

2 1 1

1499
F-3-5)-(3)

⑨
甲状腺、頸部⾎管、気管、唾
液腺の診察ができる。

4 1 1 1 1

1500
F-3-5)-(3)

⑩
頭頸部リンパ節の診察ができ
る。

3 1 1 1

1501
F-3-5)-(4)

①
胸部の視診、触診、打診がで
きる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1502
F-3-5)-(4)

②
呼吸⾳と副雑⾳の聴診ができ
る。

4 1 1 1 1

1503
F-3-5)-(4)

③
⼼⾳と⼼雑⾳の聴診ができ
る。

6 1 1 1 1 1 1

1504
F-3-5)-(4)

④
背部の叩打痛を確認できる。

3 1 1 1

1505
F-3-5)-(4)

⑤
乳房の診察を実施できる（シ
ミュレータでも可とする）。

4 1 1 1 1

1506
F-3-5)-(5)

①
腹部の視診、聴診ができる。

6 1 1 1 1 1 1

1507
F-3-5)-(5)

②
区分に応じて腹部の打診、触
診ができる。

6 1 1 1 1 1 1

1508
F-3-5)-(5)

③
圧痛、腹膜刺激徴候、筋性防
御の有無を判断できる。

5 1 1 1 1 1

1509
F-3-5)-(5)

④
腹⽔の有無を判断できる。

6 1 1 1 1 1 1

1510
F-3-5)-(5)

⑤
腸雑⾳、⾎管雑⾳の聴診がで
きる。

5 1 1 1 1 1

1511
F-3-5)-(5)

⑥

直腸（前⽴腺を含む）指診を
実施できる（シミュレータで
も可とする）。

5 1 1 1 1 1

1512
F-3-5)-(6)

①
意識レベルを判定できる。

5 1 1 1 1 1

1513
F-3-5)-(6)

②
脳神経系の診察ができる（眼
底検査を含む）。

3 1 1 1

1514
F-3-5)-(6)

③
腱反射の診察ができる。

5 1 1 1 1 1

1515
F-3-5)-(6)

④
⼩脳機能・運動系の診察がで
きる。

3 1 1 1

1516
F-3-5)-(6)

⑤

感覚系（痛覚、温度覚、触
覚、深部感覚）の診察ができ
る。

5 1 1 1 1 1

1517
F-3-5)-(6)

⑥
髄膜刺激所⾒（項部硬直、
Kernig徴候）を確認できる。

3 1 1 1

1518
F-3-5)-(7)

①
四肢と脊柱（弯曲、疼痛）の
診察ができる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1519
F-3-5)-(7)

②
関節（可動域、腫脹、疼痛、
変形）の診察ができる。

5 1 1 1 1 1

1520
F-3-5)-(7)

③
筋⾻格系の診察（徒⼿筋⼒テ
スト）ができる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1521
F-3-5)-(8)

①

主訴からの診断推論を組み⽴
てられる、⼜はたどることが
できる。

7 1 1 1 1 1 1 1

1522
F-3-5)-(8)

②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1523
F-3-5)-(8)

③
治療の⽴案・実施に可能な範
囲で参加できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1524
F-3-5)-(8)

④

保護者から必要な情報を得た
り対応したりすることに可能
な範囲で参加できる。

6 1 1 1 1 1 1

1525
F-3-5)-(8)

⑤
⼩児の成⻑・発達の評価に可
能な範囲で参加できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1526
F-3-5)-(8)

⑥
基本的な⼩児科診察ができ
る。

6 1 1 1 1 1 1

1527
F-3-5)-(8)

⑦

どのように⼩児科にコンサル
テーションすればよいか説明
できる。

5 1 1 1 1 1

1528
F-3-6)-(1)

①
⽪膚消毒を実施できる。

6 1 1 1 1 1 1

1529
F-3-6)-(1)

②
静脈採⾎をシミュレータで実
施できる。

4 1 1 1 1

1530
F-3-6)-(1)

③

⼿指衛⽣等の標準予防策
(standard precautions)を実
施できる。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1531
F-3-6)-(2)

①
尿検査（尿沈渣を含む）を実
施できる。

6 1 1 1 1 1 1

1532
F-3-6)-(2)

②
末梢⾎塗抹標本を作成し、観
察できる。

4 1 1 1

1533
F-3-6)-(2)

③
微⽣物学検査（Gram染⾊を
含む）を実施できる。

5 1 1 1 1

1534
F-3-6)-(2)

④
誘導⼼電図を記録できる。

8 1 1 1 1 1 1 1

1535
F-3-6)-(2)

⑤
経⽪的酸素飽和度を測定でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

1536
F-3-6)-(3)

①
無菌操作を実施できる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1

1537
F-3-6)-(3)

②
⼿術や⼿技のための⼿洗いが
できる。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1538
F-3-6)-(3)

③
⼿術室におけるガウンテク
ニックができる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1539
F-3-6)-(4)

①

緊急性の⾼い状況かどうかを
ある程度判断できるようにな
る。

5 1 1 1 1 1

1540
F-3-6)-(4)

②
⼀次救命処置を実施できる。

4 1 1 1 1

1541 G-1-1)-(1)

「A 医師として求められる
基本的な資質・能⼒」（以
下、再掲）を常に意識しなが
ら、臨床実習を⾏う。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1542
G-1-1)-(1)

1
1 プロフェッショナリズム

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1543
G-1-1)-(1)

2
2 医学知識と問題対応能⼒

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1544
G-1-1)-(1)

3
3 診療技能と患者ケア

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1545
G-1-1)-(1)

4
4 コミュニケーション能⼒

22 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1546
G-1-1)-(1)

5
5 チーム医療の実践

22 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1547
G-1-1)-(1)

6
6 医療の質と安全の管理

20 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1548
G-1-1)-(1)

7
7 社会における医療の実践

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1549
G-1-1)-(1)

8
8 科学的探究

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1550
G-1-1)-(1)

9
9 ⽣涯にわたって共に学ぶ
姿勢

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1551 G-1-1)-(2)
「F 診療の基本」の内容を
基盤として、臨床の現場で研
鑽を積む。

16 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1552
G-1-1)-(3)

1
1．病歴を聴取して⾝体診察
を⾏う。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1553
G-1-1)-(3)

2
2．鑑別診断を想定する。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1554
G-1-1)-(3)

3
3．基本的な検査の結果を解
釈する。

20 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1555
G-1-1)-(3)

4
4．処⽅を計画する。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1556
G-1-1)-(3)

5
5．診療録（カルテ）を記載
する。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1557
G-1-1)-(3)

6
6．患者の状況について⼝頭
でプレゼンテーションする。

18 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1558
G-1-1)-(3)

7
7．臨床上の問題を明確にし
てエビデンスを収集する。

15 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1559
G-1-1)-(3)

8
8．患者さんの申し送りを⾏
う・受け取る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1560
G-1-1)-(3)

9
9．多職種のチームで協働す
る。

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1561
G-1-1)-(3)

10
10．緊急性の⾼い患者さんの
初期対応を⾏う。

5 1 1 1 1 1

1562
G-1-1)-(3)

11
11．インフォームド・コンセ
ントを得る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1563
G-1-1)-(3)

12
12．基本的臨床⼿技を実施す
る。

13 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1564
G-1-1)-(3)

13

13．組織上の問題の同定と改
善を通して医療安全に貢献す
る。

6 1 1 1 1 1 1

1565 G-2-1)1 感染症：肺炎 7 1 1 1 1 1 1 1
1566 G-2-1)2 感染症：結核 7 1 1 1 1 1 1 1
1567 G-2-1)3 感染症：尿路感染症 5 1 1 1 1 1
1568 G-2-1)4 腫瘍：悪性リンパ腫 4 1 1 1 1
1569 G-2-1)5 腫瘍：腎細胞癌 2 1 1

1570 G-2-1)6
⾃⼰免疫：全⾝性エリテマ
トーデス<SLE>

5 1 1 1 1 1

1571 G-2-1)7 ⾃⼰免疫：炎症性腸疾患 2 1 1
1572 G-2-1)8 環境：熱中症 1 1
1573 G-2-2)1 感染症・炎症性：結核 3 1 1 1
1574 G-2-2)2 感染症・炎症性：肝炎 2 1 1
1575 G-2-2)3 精神：うつ病 3 1 1 1
1576 G-2-2)4 精神：双極性障害 3 1 1 1
1577 G-2-2)5 中毒性：アルコール依存症 3 1 1 1
1578 G-2-2)6 中毒性：薬物依存症 3 1 1 1

1579 G-2-2)7
内分泌・代謝：甲状腺機能亢
進症

7 1 1 1 1 1 1 1

1580 G-2-2)8
内分泌・代謝：甲状腺機能低
下症

7 1 1 1 1 1 1 1

1581 G-2-2)9 内分泌・代謝：更年期障害 4 1 1 1
1582 G-2-2)10 腫瘍：悪性腫瘍全般 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1
1583 G-2-3)1 腫瘍：悪性腫瘍全般 10 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1584 G-2-3)2
消化器：機能性ディスペプシ
ア<FD>

2 1 1

1585 G-2-3)3
呼吸器：慢性閉塞性肺疾患
<COPD>

5 1 1 1 1 1

1586 G-2-3)4 循環器：⼼不全 4 1 1 1 1
1587 G-2-3)5 精神：うつ病 3 1 1 1
1588 G-2-4)1 （体重増加）急性：⼼不全 4 1 1 1 1

1589 G-2-4)2
（体重増加）急性：ネフロー
ゼ症候群

5 1 1 1 1 1

1590 G-2-4)3
（体重増加）慢性：甲状腺機
能低下症

6 1 1 1 1 1 1

1591 G-2-4)4
（体重減少）腫瘍：悪性腫瘍
全般

2 1 1

1592 G-2-4)5 （体重減少）内分泌：糖尿病 4 1 1 1 1

1593 G-2-4)6
（体重減少）内分泌：甲状腺
機能亢進症

4 1 1 1 1
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1594 G-2-4)7 （体重減少）精神：うつ病 3 1 1 1
1595 G-2-4)8 （体重減少）感染症：結核 2 1 1

1596 G-2-4)9
（体重減少）⾃⼰免疫：炎症
性腸疾患

2 1 1

1597 G-2-4)10
（体重減少）消化器：慢性膵
炎

2 1 1

1598 G-2-4)11
（体重減少）中毒：アルコー
ル依存症

3 1 1 1

1599 G-2-5)1
循環⾎液量減少性：急性消化
管出⾎

3 1 1 1

1600 G-2-5)2
循環⾎液量減少性：⼤動脈瘤
破裂

4 1 1 1 1

1601 G-2-5)3 循環⾎液量減少性：熱傷 2 1 1
1602 G-2-5)4 ⼼原性：急性⼼筋梗塞 5 1 1 1 1 1
1603 G-2-5)5 ⼼原性：⼼筋炎 4 1 1 1 1
1604 G-2-5)6 閉塞性：緊張性気胸 2 1 1
1605 G-2-5)7 閉塞性：肺塞栓症 4 1 1 1 1
1606 G-2-5)8 ⾎液分布異常性：敗⾎症 3 1 1 1
1607 G-2-5)9 ⾎液分布異常性：急性膵炎 2 1 1

1608 G-2-5)10
⾎液分布異常性：アナフィラ
キシー

3 1 1 1

1609 G-2-5)11 ⾎液分布異常性：脊髄損傷 1 1
1610 G-2-6)1 ⼼⾎管：急性⼼筋梗塞 5 1 1 1 1 1
1611 G-2-6)2 ⼼⾎管：急性⼤動脈解離 5 1 1 1 1 1
1612 G-2-6)3 ⼼⾎管：⼤動脈瘤破裂 5 1 1 1 1 1
1613 G-2-6)4 呼吸器：緊張性気胸 4 1 1 1 1
1614 G-2-6)5 呼吸器：外傷性気胸 4 1 1 1 1
1615 G-2-6)6 神経原性：くも膜下出⾎ 3 1 1 1
1616 G-2-6)7 神経原性：頭部外傷 2 1 1
1617 G-2-6)8 神経原性：脊髄損傷 1 1
1618 G-2-6)9 ⾃⼰免疫：アナフィラキシー 5 1 1 1 1 1
1619 G-2-6)10 環境：熱中症 2 1 1
1620 G-2-6)11 環境：寒冷による障害 2 1 1
1621 G-2-7)1 脳原発性：くも膜下出⾎ 3 1 1 1
1622 G-2-7)2 脳原発性：頭蓋内⾎腫 3 1 1 1
1623 G-2-7)3 脳原発性：脳炎 4 1 1 1 1
1624 G-2-7)4 全⾝性：⼼筋梗塞 3 1 1 1
1625 G-2-7)5 全⾝性：不整脈 3 1 1 1
1626 G-2-7)6 全⾝性：肺塞栓症 3 1 1 1
1627 G-2-7)7 全⾝性：てんかん 4 1 1 1 1
1628 G-2-7)8 全⾝性：急性消化管出⾎ 3 1 1 1
1629 G-2-7)9 全⾝性：肝不全 3 1 1 1
1630 G-2-8)1 脳⾎管障害：脳梗塞 4 1 1 1 1
1631 G-2-8)2 中毒：薬物依存症 3 1 1 1
1632 G-2-8)3 中毒：アルコール依存症 3 1 1 1
1633 G-2-8)4 感染症：脳炎 4 1 1 1 1
1634 G-2-8)5 感染症：脳症 5 1 1 1 1 1
1635 G-2-8)6 感染症：熱性けいれん 4 1 1 1 1

1636 G-2-9)1
末梢性：良性発作性頭位めま
い症

2 1 1

1637 G-2-9)2 中枢性：脳出⾎ 3 1 1 1
1638 G-2-9)3 中枢性：脳梗塞 4 1 1 1 1
1639 G-2-9)4 失神性：不整脈 5 1 1 1 1 1
1640 G-2-9)5 失神性：肺塞栓症 4 1 1 1 1
1641 G-2-9)6 失神性：弁膜症 4 1 1 1 1
1642 G-2-9)7 ⼼因性：パニック障害 3 1 1 1
1643 G-2-10)1 消化器：急性消化管出⾎ 5 1 1 1 1 1
1644 G-2-10)2 消化器：乳児下痢症 2 1 1
1645 G-2-10)3 消化器：急性膵炎 3 1 1 1
1646 G-2-10)4 内分泌・代謝：糖尿病 5 1 1 1 1 1
1647 G-2-10)5 環境：熱中症 2 1 1
1648 G-2-10)6 環境：熱傷 3 1 1 1
1649 G-2-11)1 局所性：深部静脈⾎栓症 3 1 1 1
1650 G-2-11)2 全⾝性：⼼不全 4 1 1 1 1
1651 G-2-11)3 全⾝性：ネフローゼ症候群 5 1 1 1 1 1
1652 G-2-11)4 全⾝性：慢性腎臓病 5 1 1 1 1 1
1653 G-2-11)5 全⾝性：肝硬変 3 1 1 1
1654 G-2-11)6 全⾝性：甲状腺機能低下症 5 1 1 1 1 1

1655 G-2-12)1
感染症：ウイルス性発疹症
（⿇疹）

4 1 1 1 1

1656 G-2-12)2
感染症：ウイルス性発疹症
（⾵疹）

3 1 1 1

1657 G-2-12)3
感染症：ウイルス性発疹症
（⽔痘）

4 1 1 1 1

1658 G-2-12)4
感染症：ウイルス性発疹症
（ヘルペス）

4 1 1 1 1

1659 G-2-12)5
アレルギー、⾃⼰免疫：蕁⿇
疹

5 1 1 1 1 1

1660 G-2-12)6 アレルギー、⾃⼰免疫：薬疹 6 1 1 1 1 1 1

1661 G-2-12)7
アレルギー、⾃⼰免疫：全⾝
性エリテマトーデス<SLE>

7 1 1 1 1 1 1 1

1662 G-2-13)1 感染症：気管⽀炎 5 1 1 1 1 1
1663 G-2-13)2 感染症：肺炎 5 1 1 1 1 1
1664 G-2-13)3 感染症：副⿐腔炎 1 1
1665 G-2-13)4 腫瘍：肺癌 5 1 1 1 1 1
1666 G-2-13)5 特発性：間質性肺疾患 4 1 1 1 1
1667 G-2-13)6 ⾃⼰免疫：気管⽀喘息 3 1 1 1

1668 G-2-13)7
消化器：胃⾷道逆流症
<GERD>

2 1 1

1669 G-2-14)1 呼吸器：肺結核 4 1 1 1 1
1670 G-2-14)2 呼吸器：肺癌 5 1 1 1 1 1
1671 G-2-14)3 ⼼⾎管系：僧帽弁膜症 5 1 1 1 1 1
1672 G-2-14)4 ⼼⾎管系：⼼不全 5 1 1 1 1 1
1673 G-2-14)5 出⾎傾向：⽩⾎病 5 1 1 1 1 1

1674 G-2-14)6
出⾎傾向：播種性⾎管内凝固
<DIC>

5 1 1 1 1

1675 G-2-15)1 呼吸器：肺塞栓症 4 1 1 1 1

1676 G-2-15)2
呼吸器：急性呼吸促(窮)迫症
候群<ARDS>

4 1 1 1 1

1677 G-2-15)3 呼吸器：気管⽀喘息 3 1 1 1

1678 G-2-15)4
呼吸器：慢性閉塞性肺疾患
<COPD>

4 1 1 1 1

1679 G-2-15)5 呼吸器：緊張性気胸 4 1 1 1 1
1680 G-2-15)6 循環器：⼼不全 3 1 1 1
1681 G-2-15)7 ⼼因性：パニック障害 3 1 1 1
1682 G-2-15)8 ⼼因性：過換気症候群 5 1 1 1 1 1
1683 G-2-16)1 呼吸器：肺塞栓症 4 1 1 1 1
1684 G-2-16)2 呼吸器：気胸 4 1 1 1 1
1685 G-2-16)3 循環器：急性冠症候群 3 1 1 1

1686 G-2-16)4
消化器：胃⾷道逆流症
<GERD>

4 1 1 1 1

1687 G-2-16)5 ⼼因性：パニック障害 3 1 1 1
1688 G-2-17)1 循環器：不整脈 5 1 1 1 1 1
1689 G-2-17)2 ⼆次性：甲状腺機能亢進症 3 1 1 1
1690 G-2-17)3 ⼼因性：パニック障害 3 1 1 1
1691 G-2-18)1 循環器：⼼不全 4 1 1 1 1
1692 G-2-18)2 呼吸器：肺炎 4 1 1 1 1
1693 G-2-18)3 呼吸器：肺結核 3 1 1 1
1694 G-2-18)4 呼吸器：肺癌 4 1 1 1 1
1695 G-2-18)5 消化器：肝硬変 3 1 1 1
1696 G-2-18)6 消化器：急性膵炎 3 1 1 1
1697 G-2-18)7 ⾃⼰免疫：関節リウマチ 2 1 1

1698 G-2-18)8
⾃⼰免疫：全⾝性エリテマ
トーデス<SLE>

4 1 1 1 1

1699 G-2-18)9
腎・泌尿器：ネフローゼ症候
群

5 1 1 1 1 1

1700 G-2-19)1 神経：脳出⾎ 3 1 1 1
1701 G-2-19)2 神経：脳梗塞 5 1 1 1 1 1
1702 G-2-19)3 呼吸器：扁桃炎 3 1 1 1
1703 G-2-19)4 呼吸器：肺癌 4 1 1 1 1

1704 G-2-19)5
消化器：胃⾷道逆流症
<GERD>

3 1 1 1

1705 G-2-19)6 消化器：⾷道癌 5 1 1 1 1 1
1706 G-2-19)7 ⼼因性：⾝体症状症 2 1 1

1707 G-2-20)1
消化器：機能性ディスペプシ
ア<FD>

3 1 1 1

1708 G-2-20)2 消化器：過敏性腸症候群 3 1 1 1
1709 G-2-20)3 消化器：炎症性腸疾患 4 1 1 1 1
1710 G-2-20)4 消化器：消化性潰瘍 6 1 1 1 1 1 1
1711 G-2-20)5 消化器：急性⾍垂炎 5 1 1 1 1 1
1712 G-2-20)6 消化器：胆⽯症 5 1 1 1 1 1
1713 G-2-20)7 消化器：急性膵炎 4 1 1 1 1
1714 G-2-20)8 消化器：腸閉塞 5 1 1 1 1 1
1715 G-2-20)9 消化器：⿏径ヘルニア 5 1 1 1 1 1
1716 G-2-20)10 泌尿・⽣殖器：尿路結⽯ 4 1 1 1 1
1717 G-2-20)11 泌尿・⽣殖器：流・早産 1 1
1718 G-2-20)12 循環器：急性冠症候群 2 1 1
1719 G-2-20)13 ⼼因性：⾝体症状症 2 1 1

1720 G-2-21)1
消化管：機能性ディスペプシ
ア<FD>

3 1 1 1

1721 G-2-21)2 消化管：腸閉塞 5 1 1 1 1 1
1722 G-2-21)3 消化管：⾷中毒 4 1 1 1 1
1723 G-2-21)4 循環器：急性⼼筋梗塞 4 1 1 1 1
1724 G-2-21)5 神経：⽚頭痛 3 1 1 1
1725 G-2-21)6 神経：脳出⾎ 3 1 1 1
1726 G-2-21)7 神経：くも膜下出⾎ 3 1 1 1
1727 G-2-21)8 神経：頭蓋内⾎腫 4 1 1 1 1
1728 G-2-21)9 精神：うつ病 2 1 1
1729 G-2-22)1 （吐⾎）⾷道：⾷道静脈瘤 4 1 1 1 1
1730 G-2-22)2 （吐⾎）⾷道：⾷道癌 3 1 1 1
1731 G-2-22)3 （吐⾎）胃：消化性潰瘍 4 1 1 1 1
1732 G-2-22)4 （吐⾎）胃：胃癌 3 1 1 1

1733 G-2-22)5
（下⾎）上部消化管：⾷道静
脈瘤

5 1 1 1 1 1

1734 G-2-22)6
（下⾎）上部消化管：消化性
潰瘍

5 1 1 1 1 1

1735 G-2-22)7
（下⾎）下部消化管：炎症性
腸疾患

3 1 1 1

1736 G-2-22)8 （下⾎）下部消化管：⼤腸癌 4 1 1 1 1

1737 G-2-23)1
（便秘）機能性：過敏性腸症
候群

4 1 1 1 1

1738 G-2-23)2
（便秘）機能性：甲状腺機能
低下症

2 1 1

1739 G-2-23)3 （便秘）器質性：腸閉塞 4 1 1 1 1
1740 G-2-23)4 （便秘）器質性：⼤腸癌 5 1 1 1 1 1
1741 G-2-23)5 （下痢）炎症性：急性胃腸炎 3 1 1 1

1742 G-2-23)6
（下痢）炎症性：炎症性腸疾
患

3 1 1 1

1743 G-2-23)7
（下痢）腸管運動異常：過敏
性腸症候群

3 1 1 1

1744 G-2-23)8
（下痢）腸管運動異常：甲状
腺機能亢進症

3 1 1 1

1745 G-2-23)9 （下痢）浸透圧性：慢性膵炎 2 1 1
1746 G-2-24)1 抱合型：急性肝炎 4 1 1 1 1
1747 G-2-24)2 抱合型：慢性肝炎 5 1 1 1 1
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1748 G-2-24)3 抱合型：肝硬変 5 1 1 1 1
1749 G-2-24)4 抱合型：胆管炎 4 1 1 1 1
1750 G-2-24)5 抱合型：膵癌 4 1 1 1 1
1751 G-2-24)6 ⾮抱合型：溶⾎性貧⾎ 4 1 1 1 1
1752 G-2-25)1 消化管：腸閉塞 5 1 1 1 1 1
1753 G-2-25)2 消化管：⼤腸癌 5 1 1 1 1 1
1754 G-2-25)3 腹⽔：肝硬変 4 1 1 1 1
1755 G-2-25)4 腹⽔：ネフローゼ症候群 5 1 1 1 1 1
1756 G-2-25)5 腹⽔：⼼不全 3 1 1 1
1757 G-2-25)6 腫瘤：肝癌 4 1 1 1
1758 G-2-25)7 腫瘤：卵巣嚢腫 2 1 1
1759 G-2-26)1 鉄⽋乏性貧⾎：消化性潰瘍 2 1 1
1760 G-2-26)2 鉄⽋乏性貧⾎：痔核 2 1 1
1761 G-2-26)3 鉄⽋乏性貧⾎：⼦宮筋腫 2 1 1
1762 G-2-26)4 造⾎器腫瘍：⽩⾎病 6 1 1 1 1 1 1
1763 G-2-26)5 造⾎器腫瘍：⾻髄腫 7 1 1 1 1 1 1 1
1764 G-2-26)6 ⼆次性貧⾎：肝硬変 2 1 1
1765 G-2-26)7 ⼆次性貧⾎：慢性腎臓病 4 1 1 1 1

1766 G-2-26)8
⼆次性貧⾎：アルコール依存
症

4 1 1 1 1

1767 G-2-27)1
感染症：ウイルス性発疹症
（⾵疹）

2 1 1

1768 G-2-27)2
感染症：ウイルス性発疹症
（⿇疹）

2 1 1

1769 G-2-27)3 感染症：結核 5 1 1 1 1 1

1770 G-2-27)4
⾃⼰免疫：全⾝性エリテマ
トーデス<SLE>

5 1 1 1 1 1

1771 G-2-27)5 腫瘍：悪性リンパ腫 4 1 1 1 1
1772 G-2-27)6 腫瘍：その他の悪性腫瘍全般 2 1 1

1773 G-2-28)1
（多尿）：浸透圧利尿：糖尿
病

4 1 1 1 1

1774 G-2-28)2 （多尿）：中毒：薬剤性 2 1 1

1775 G-2-28)3
（頻尿）畜尿障害：尿路感染
症

5 1 1 1 1 1

1776 G-2-28)4 （頻尿）畜尿障害：脊髄損傷 4 1 1 1 1

1777 G-2-28)5
（頻尿）排出困難（排出障
害）：前⽴腺肥⼤症

4 1 1 1 1

1778 G-2-28)6
（頻尿）排出困難（排出障
害）：尿路感染症

5 1 1 1 1 1

1779 G-2-28)7
（頻尿）排出困難（排出障
害）：前⽴腺癌

4 1 1 1 1

1780 G-2-29)1 腎臓：⽷球体腎炎症候群 6 1 1 1 1 1 1
1781 G-2-29)2 腎臓：ネフローゼ症候群 6 1 1 1 1 1 1
1782 G-2-29)3 腎臓：糖尿病腎症 6 1 1 1 1 1 1
1783 G-2-29)4 腎臓：腎細胞癌 4 1 1 1 1
1784 G-2-29)5 尿管、膀胱：尿路結⽯ 4 1 1 1 1
1785 G-2-29)6 尿管、膀胱：尿路感染症 6 1 1 1 1 1 1
1786 G-2-29)7 尿管、膀胱：膀胱癌 4 1 1 1 1
1787 G-2-30)1 無⽉経：妊娠 3 1 1 1
1788 G-2-30)2 ⽉経困難：⽉経困難症 4 1 1 1 1
1789 G-2-30)3 ⽉経困難：⼦宮内膜症 4 1 1 1 1
1790 G-2-30)4 不正性器出⾎：⼦宮頸癌 6 1 1 1 1 1 1
1791 G-2-30)5 不正性器出⾎：⼦宮体癌 6 1 1 1 1 1 1
1792 G-2-31)1 ⼀次性：うつ病 3 1 1 1
1793 G-2-31)2 ⼀次性：双極性障害 3 1 1 1
1794 G-2-31)3 ⼀次性：不安障害 3 1 1 1

1795 G-2-31)4
⼆次性（不安障害）：甲状腺
機能亢進症

4 1 1 1 1

1796 G-2-31)5
⼆次性（不安障害）：悪性腫
瘍全般

3 1 1 1

1797 G-2-31)6
⼆次性（うつ病）：甲状腺機
能低下症

4 1 1 1 1

1798 G-2-31)7 ⼆次性（うつ病）：認知症 4 1 1 1 1

1799 G-2-31)8
⼆次性（うつ病）：
Parkinson病

4 1 1 1 1

1800 G-2-31)9
⼆次性（うつ病）：悪性腫瘍
全般

2 1 1

1801 G-2-32)1 ⾎管：脳梗塞 5 1 1 1 1 1
1802 G-2-32)2 変性：認知症 3 1 1 1
1803 G-2-32)3 変性：Parkinson病 5 1 1 1 1 1
1804 G-2-32)4 精神：うつ病 3 1 1 1
1805 G-2-33)1 機能性：緊張型頭痛 3 1 1 1
1806 G-2-33)2 機能性：⽚頭痛 3 1 1 1
1807 G-2-33)3 症候性：髄膜炎 4 1 1 1 1
1808 G-2-33)4 症候性：脳出⾎ 5 1 1 1 1 1
1809 G-2-33)5 症候性：くも膜下出⾎ 5 1 1 1 1 1
1810 G-2-33)6 症候性：緑内障 5 1 1 1 1 1
1811 G-2-33)7 症候性：急性副⿐腔炎 2 1 1
1812 G-2-34)1 脳病変：脳梗塞 5 1 1 1 1 1
1813 G-2-34)2 脳病変：⼀過性脳虚⾎発作 4 1 1 1 1
1814 G-2-34)3 脳病変：脳出⾎ 5 1 1 1 1 1
1815 G-2-34)4 脳病変：頭蓋内⾎腫 4 1 1 1 1
1816 G-2-34)5 脊髄病変：脊髄損傷 3 1 1 1
1817 G-2-34)6 脊髄病変：椎間板ヘルニア 3 1 1 1
1818 G-2-34)7 末梢神経病変：糖尿病 3 1 1 1
1819 G-2-34)8 神経筋接合部病変：肺癌 3 1 1 1
1820 G-2-34)9 筋病変：甲状腺機能亢進症 4 1 1 1 1
1821 G-2-34)10 筋病変：アルコール性中毒 2 1 1
1822 G-2-35)1 呼吸器：肺癌 4 1 1 1 1
1823 G-2-35)2 ⼼⾎管：急性⼤動脈解離 4 1 1 1 1
1824 G-2-35)3 消化器：胆⽯症 4 1 1 1 1
1825 G-2-35)4 泌尿・⽣殖器：尿管結⽯ 4 1 1 1 1
1826 G-2-35)5 泌尿・⽣殖器：腎細胞癌 3 1 1 1
1827 G-2-35)6 脊椎：椎間板ヘルニア 2 1 1
1828 G-2-35)7 脊椎：変形性脊椎症 2 1 1
1829 G-2-35)8 脊椎：脊柱管狭窄症 3 1 1 1
1830 G-2-35)9 脊椎：脊椎圧迫⾻折 2 1 1
1831 G-2-35)10 脊椎：⾻髄腫 3 1 1 1
1832 G-2-36)1 単関節炎：痛⾵ 3 1 1 1
1833 G-2-36)2 多発関節炎：関節リウマチ 5 1 1 1 1

1834 G-2-36)3
多発関節炎：全⾝性エリテマ
トーデス<SLE>

2 1 1

1835 G-2-37)1 ⼀次性：頭部外傷 3 1 1 1
1836 G-2-37)2 ⼀次性：⾻折 3 1 1 1
1837 G-2-37)3 ⼀次性：外傷性気胸 1 1
1838 G-2-37)4 ⼀次性：脊髄損傷 1 1
1839 G-2-37)5 ⼀次性：熱傷 3 1 1 1
1840 G-2-37)6 ⼆次性：急性⼤動脈解離 2 1 1
1841 G-2-37)7 ⼆次性：脳出⾎ 3 1 1 1
1842 G-2-37)8 ⼆次性：くも膜下出⾎ 3 1 1 1
1843 G-2-37)9 ⼆次性：頭蓋内⾎腫 3 1 1 1
1844 G-3-2)① 体位交換、移送ができる。 6 1 1 1 1 1 1
1845 G-3-1)② ⽪膚消毒ができる。 7 1 1 1 1 1 1 1

1846 G-3-1)③
外⽤薬の貼付・塗布ができ
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

1847 G-3-1)④
気道内吸引、ネブライザーを
実施できる。

4 1 1 1 1

1848 G-3-1)⑤ 静脈採⾎を実施できる。 4 1 1 1 1

1849 G-3-1)⑥
末梢静脈の⾎管確保を実施で
きる。

6 1 1 1 1 1 1

1850 G-3-1)⑦
中⼼静脈カテーテル挿⼊を⾒
学し、介助する。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1851 G-3-1)⑧
動脈⾎採⾎・動脈ラインの確
保を⾒学し、介助する。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1852 G-3-1)⑨
腰椎穿刺を⾒学し、介助す
る。

4 1 1 1 1

1853 G-3-1)⑩ 胃管の挿⼊と抜去ができる。 4 1 1 1 1

1854 G-3-1)⑪
尿道カテーテルの挿⼊と抜去
を実施できる。

4 1 1 1 1

1855 G-3-1)⑫
ドレーンの挿⼊と抜去を⾒学
し、介助する。

6 1 1 1 1 1 1

1856 G-3-1)⑬
注射（⽪内、⽪下、筋⾁、静
脈内）を実施できる。

4 1 1 1 1

1857 G-3-1)⑭
全⾝⿇酔、局所⿇酔、輸⾎を
⾒学し、介助する。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1858 G-3-1)⑮
眼球に直接触れる治療を⾒学
し、介助する。

2 1 1

1859 G-3-1)⑯
診療録（カルテ）を作成す
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1860 G-3-1)⑰
各種診断書・検案書・証明書
の作成を⾒学し、介助する。

3 1 1 1

1861 G-3-2)①
尿検査（尿沈渣を含む）を実
施できる。

6 1 1 1 1 1 1

1862 G-3-2)②
末梢⾎塗抹標本を作成し、観
察できる。

5 1 1 1 1

1863 G-3-2)③
微⽣物学検査（Gram染⾊を
含む）を実施できる。

5 1 1 1 1 1

1864 G-3-2)④ 妊娠反応検査を実施できる。 6 1 1 1 1 1 1
1865 G-3-2)⑤ ⾎液型判定を実施できる。 5 1 1 1 1 1

1866 G-3-2)⑥
視⼒、視野、聴⼒、平衡機能
検査を実施できる。

4 1 1 1 1

1867 G-3-2)⑦
12誘導⼼電図を記録できる。

7 1 1 1 1 1 1

1868 G-3-2)⑧ 脳波検査の記録ができる。 2 1 1

1869 G-3-2)⑨
眼球に直接触れる検査を⾒学
し、介助する。

3 1 1 1

1870 G-3-2)⑩
⼼臓、腹部の超⾳波検査を実
施できる。

5 1 1 1 1 1

1871 G-3-2)⑪
経⽪的酸素飽和度を測定でき
る。

6 1 1 1 1 1 1

1872 G-3-2)⑫

エックス線撮影、コンピュー
タ断層撮影<CT>、磁気共鳴
画像法<MRI>、核医学検査、
内視鏡検査を⾒学し、介助す
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1873 G-3-3)① 無菌操作を実施できる。 7 1 1 1 1 1 1 1

1874 G-3-3)②
⼿術や⼿技のための⼿洗いが
できる。

12 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1875 G-3-3)③
⼿術室におけるガウンテク
ニックができる。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1876 G-3-3)④
基本的な縫合と抜⽷ができ
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1877 G-3-3)⑤
創の消毒やガーゼ交換ができ
る。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1878 G-3-3)⑥
⼿術、術前・術中・術後管理
を⾒学し、介助する。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1879 G-3-4)①
⾝体徴候、バイタルサインか
ら緊急性の⾼い状況であるこ
とを判断できる。

4 1 1 1 1

1880 G-3-4)② ⼀次救命処置を実施できる。 1 1

1881 G-3-4)③
⼆次救命処置を含む緊急性の
⾼い患者の初期対応に可能な
範囲で参加する。

1 1

1882
G-4-1)-(1)

内科①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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1883
G-4-1)-(1)

内科②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1884
G-4-1)-(1)

内科③
内科的治療の⽴案・実施に可
能な範囲で参加する。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1885
G-4-1)-(1)

内科④
複数の臓器にまたがる問題を
統合する視点を獲得する。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1886
G-4-1)-(1)

内科⑤
基本的な内科的診察技能につ
いて学ぶ。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1887
G-4-1)-(1)

内科⑥

どのように内科にコンサル
テーションすればよいかわか
る。

7 1 1 1 1 1 1 1

1888
G-4-1)-(2)

外科①
外科的治療の適応を知る。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

1889
G-4-1)-(2)

外科②
⼿術計画の⽴案に可能な範囲
で参加する。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1890
G-4-1)-(2)

外科③
周術期管理に可能な範囲で参
加する。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1891
G-4-1)-(2)

外科④
⼿術等の外科的治療に可能な
範囲で参加する。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1892
G-4-1)-(2)

外科⑤
基本的な外科的⼿技について
学ぶ。

7 1 1 1 1 1 1 1

1893
G-4-1)-(2)

外科⑥

どのように外科にコンサル
テーションすればよいかわか
る。

6 1 1 1 1 1 1

1894
G-4-1)-(3)
⼩児科①

主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

2 1 1

1895
G-4-1)-(3)
⼩児科②

疾患の病態や疫学を理解す
る。

3 1 1 1

1896
G-4-1)-(3)
⼩児科③

治療の⽴案・実施に可能な範
囲で参加する。

3 1 1 1

1897
G-4-1)-(3)
⼩児科④

保護者から必要な情報を得た
り対応したりすることに可能
な範囲で参加する。

2 1 1

1898
G-4-1)-(3)
⼩児科⑤

⼩児の成⻑・発達の評価に可
能な範囲で参加する。

3 1 1 1

1899
G-4-1)-(3)
⼩児科⑥

基本的な⼩児科診察技能につ
いて学ぶ。

3 1 1 1

1900
G-4-1)-(3)
⼩児科⑦

どのように⼩児科にコンサル
テーションすればよいかわか
る。

3 1 1 1

1901
G-4-1)-(4)
産婦⼈科①

妊婦の周産期診察及び分娩に
可能な範囲で参加する。

3 1 1 1

1902
G-4-1)-(4)
産婦⼈科②

⼥性の健康問題に関する理解
を深める。

4 1 1 1 1

1903
G-4-1)-(4)
産婦⼈科③

主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

1 1

1904
G-4-1)-(4)
産婦⼈科④

疾患の病態や疫学を理解す
る。

1 1

1905
G-4-1)-(4)
産婦⼈科⑤

⼿術を含めた婦⼈科的治療に
可能な範囲で参加する。

1 1

1906
G-4-1)-(4)
産婦⼈科⑥

基本的な婦⼈科診察技能につ
いて学ぶ。

1 1

1907
G-4-1)-(4)
産婦⼈科⑦

どのように産婦⼈科にコンサ
ルテーションすればよいかわ
かる。

1 1

1908
G-4-1)-(5)
精神科①

主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

3 1 1 1

1909
G-4-1)-(5)
精神科②

疾患の病態や疫学を理解す
る。

3 1 1 1

1910
G-4-1)-(5)
精神科③

精神科的治療に可能な範囲で
参加する。

2 1 1

1911
G-4-1)-(5)
精神科④

基本的な精神科⾯接技法につ
いて学ぶ。

3 1 1 1

1912
G-4-1)-(5)
精神科⑤

どのように精神科にコンサル
テーションすればよいかわか
る。

3 1 1 1

1913
G-4-1)-(6)
総合診療科

①

病歴・⾝体診察を重視した診
断推論（診断がつかない場合
を含む）を組み⽴てる、⼜は
たどる。

1 1

1914
G-4-1)-(6)
総合診療科

②

健康問題に対する包括的アプ
ローチ（複数の健康問題の相
互作⽤等）を体験する。

2 1 1

1915
G-4-1)-(6)
総合診療科

③

家族や地域といった視点をも
ち、⼼理・社会的背景により
配慮した診療に可能な範囲で
参加する。

2 1 1

1916
G-4-1)-(6)
総合診療科

④

在宅医療を体験する。
2 1 1

1917
G-4-1)-(6)
総合診療科

⑤

多職種連携を体験してその重
要性を認識する。 3 1 1 1

1918
G-4-1)-(6)
総合診療科

⑥

臨床現場において、保健・医
療・福祉・介護に関する制度
に触れる。

2 1 1

1919
G-4-1)-(7)
救急科①

呼吸、循環を安定化するため
の初期治療を学ぶ。

1 1

1920
G-4-1)-(7)
救急科②

症候をベースとした診断推論
を組み⽴てる、⼜はたどる。

1 1

1921
G-4-1)-(7)
救急科③

チーム医療の⼀員として良好
なコミュニケーションを実践
できる。

4 1 1 1 1

1922
G-4-1)-(7)
救急科④

家族や地域といった視点をも
ち、保健・医療・福祉・介護
との連携を学ぶ。

2 1 1

1923
G-4-1)-(7)
救急科⑤

救急隊員との連携を通じて、
病院前救護体制とメディカル
コントロールについて学ぶ。

1 1

1924
G-4-1)-(7)
救急科⑥

地域の災害医療体制について
学ぶ。

2 1 1

1925
G-4-2)⽪膚

科①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

2 1 1

1926
G-4-2)⽪膚

科②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

2 1 1

1927
G-4-2)⽪膚

科③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

2 1 1

1928
G-4-2)⽪膚

科④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

3 1 1 1

1929
G-4-2)⽪膚

科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

3 1 1 1

1930
G-4-2)整形

外科①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

2 1 1

1931
G-4-2)整形

外科②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

2 1 1

1932
G-4-2)整形

外科③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

3 1 1 1

1933
G-4-2)整形

外科④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

3 1 1 1

1934
G-4-2)整形

外科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

2 1 1

1935
G-4-2)眼科

①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

2 1 1

1936
G-4-2)眼科

②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

1 1

1937
G-4-2)眼科

③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

1 1

1938
G-4-2)眼科

④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

1 1

1939
G-4-2)眼科

⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

1 1

1940
G-4-2)⽿⿐

咽喉科①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

2 1 1

1941
G-4-2)⽿⿐

咽喉科②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

2 1 1

1942
G-4-2)⽿⿐

咽喉科③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

2 1 1

1943
G-4-2)⽿⿐

咽喉科④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

2 1 1

1944
G-4-2)⽿⿐

咽喉科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

2 1 1

1945
G-4-2)泌尿

器科①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

2 1 1

1946
G-4-2)泌尿

器科②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

2 1 1

1947
G-4-2)泌尿

器科③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

2 1 1

1948
G-4-2)泌尿

器科④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

2 1 1

1949
G-4-2)泌尿

器科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

2 1 1

1950
G-4-2)脳神

経外科①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

2 1 1

1951
G-4-2)脳神

経外科②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

2 1 1

1952
G-4-2)脳神

経外科③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

2 1 1

1953
G-4-2)脳神

経外科④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

2 1 1

1954
G-4-2)脳神

経外科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

2 1 1

1955
G-4-2)放射

線科①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

3 1 1 1

1956
G-4-2)放射

線科②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

2 1 1

1957
G-4-2)放射

線科③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

2 1 1

1958
G-4-2)放射

線科④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

2 1 1

1959
G-4-2)放射

線科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

2 1 1

1960
G-4-2)⿇酔

科①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

2 1 1

1961
G-4-2)⿇酔

科②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

2 1 1

1962
G-4-2)⿇酔

科③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

2 1 1
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1963
G-4-2)⿇酔

科④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

2 1 1

1964
G-4-2)⿇酔

科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

1 1

1965
G-4-2)病理

診断科①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

2 1 1

1966
G-4-2)病理

診断科②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

3 1 1 1

1967
G-4-2)病理

診断科③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

2 1 1

1968
G-4-2)病理

診断科④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

2 1 1

1969
G-4-2)病理

診断科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

2 1 1

1970
G-4-2)臨床

検査科①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

1 1

1971
G-4-2)臨床

検査科②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

1 1

1972
G-4-2)臨床

検査科③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

1 1

1973
G-4-2)臨床

検査科④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

1 1

1974
G-4-2)臨床

検査科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

1 1

1975
G-4-2)形成

外科①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

3 1 1 1

1976
G-4-2)形成

外科②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

3 1 1 1

1977
G-4-2)形成

外科③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

3 1 1 1

1978
G-4-2)形成

外科④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

3 1 1 1

1979
G-4-2)形成

外科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

3 1 1 1

1980 G-4-2):①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

3 1 1 1

1981
G-4-2)リハ

ビリテー
ション科②

疾患の病態や疫学を理解す
る。 3 1 1 1

1982
G-4-2)リハ

ビリテー
ション科③

該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。 3 1 1 1

1983
G-4-2)リハ

ビリテー
ション科④

該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。 3 1 1 1

1984
G-4-2)リハ

ビリテー
ション科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

3 1 1 1

1985
G-4-2)⻭科
⼝腔外科①

主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

2 1 1

1986
G-4-2)⻭科
⼝腔外科②

疾患の病態や疫学を理解す
る。

3 1 1 1

1987
G-4-2)⻭科
⼝腔外科③

該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

1 1

1988
G-4-2)⻭科
⼝腔外科④

該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

1 1

1989
G-4-2)⻭科
⼝腔外科⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

2 1 1

1990
G-4-2)その

他①
主訴からの診断推論を組み⽴
てる、⼜はたどる。

6 1 1 1 1 1 1

1991
G-4-2)その

他②
疾患の病態や疫学を理解す
る。

8 1 1 1 1 1 1 1 1

1992
G-4-2)その

他③
該当診療科の治療に可能な範
囲で参加する。

5 1 1 1 1 1

1993
G-4-2)その

他④
該当診療科の基本的な診察技
能について学ぶ。

5 1 1 1 1 1

1994
G-4-2)その

他⑤

どのように該当診療科にコン
サルテーションすればよいか
わかる。

4 1 1 1 1

1995 G-4-3) これ以下は教育⽅略 0

1996 G-4-3)①

学外の臨床研修病院等の地域
病院や診療所、さらに保健所
や社会福祉施設等の協⼒を得
る。

6 1 1 1 1 1 1

1997 G-4-3)②
必要に応じて臨床教授制度等
を利⽤する。

2 1 1

1998 G-4-3)③

早期臨床体験実習を拡充し、
低学年から継続的に地域医療
の現場に接する機会を設け
る。

3 1 1 1

1999 G-4-3)④

衛⽣学・公衆衛⽣学実習等と
連携し、社会医学的（主に量
的）な視点から地域を診る学
習機会を作る。

3 1 1 1

2000 G-4-3)⑤

⼈類学・社会学・⼼理学・哲
学・教育学等と連携し、⾏動
科学・社会科学的（主に質
的）な視点から地域における
⽣活の中での医療を知り体験
する学習機会を作る。

3 1 1 1

2001 G-4-4)①
シミュレータを⽤いて反復練
習をすることで、臨床技能を
磨く。

11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2002 G-4-4)②

模擬患者の協⼒を得て、臨床
技能（コミュニケーションス
キルを含む）や医療者に求め
られる態度を⾝に付ける。

9 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2003 G-4-4)③
シナリオを⽤いたトレーニン
グを通して、状況判断、意思
決定能⼒を獲得する。

10 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2004 G-4-4)④
チームトレーニングによっ
て、チーム医療の実践能⼒を
⾼める。

14 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2005 G-4-4)⑤
振り返りによって⾃⼰省察能
⼒を⾼める。

24 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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